














聖剣が人間に転生してみたら、勇者に偏愛されて困っています。3
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　彼女は目立たない皇こう女じよだった。

　神しん聖せい王国フラウゼアを統治する教きよう皇こうの第二子として生まれながら、容姿も能力も凡ぼん庸ようそのもの。周囲の関心も華はなやかな姉皇女にばかり向かい、平へい凡ぼんな彼女はその陰かげに隠かくれて存在すらも埋うもれていた。

　いずれ女教皇となる姉皇女に何かあった時の代ス用ペ品アであり、フラウゼア王家の血を後世に残すための道具としての価値しかない──そう囁ささやかれていた皇女だ。

　ところが、彼が出会ったフラウゼアの第二皇女は噂うわさとはまるで違ちがっていた。

「あなたとここでこうして出会えたことで、また一つ運命が確定しましたわ」

　言いながら微笑ほほえむ彼女は、彼の目には誰だれよりも輝かがやいて見えた。

　確かに容姿は平凡だろう。茶色の髪かみの毛けも青い目もどこにでもある色で、特筆するべき点はない。けれど、彼女を取り巻く魔ま力りよくは温かく心ここ地ちよく、彼をまっすぐ見つめる瞳ひとみは理知的で、それでいて静かな決意に溢あふれていた。

「あなたが今日この日、フラウゼアを訪おとずれることを私は知っていました。Ａ級冒ぼう険けん者しやさん。いえ、聖せい座ざの大だい神しん官かんとお呼びした方がいいかしら？　それとも──とお呼びした方が？」

　彼女の口から零こぼれた言葉に彼は息を吞のんだ。長い時を生きてきて、もう驚おどろくことなどないと思っていた彼が、この時ばかりは心底驚いた。

　なぜなら彼女が口にしたのは、記録にも人々の記き憶おくにも残っていないはずの名前だったからだ。

　目を見開く彼に、彼女はくすくすと楽しそうに笑った。

「そんなに驚くとは思いませんでしたわ。未来で娘むすめたちと話すあなたはとても落ち着いていて、何でも知っていますって顔をしていたものだから。……でも、そうね。突とつ然ぜんこんなことを言ってくるなんて、さぞかし頭のおかしな娘だと思ったことでしょうね」

「……いいえ。あなたの頭がおかしいとは思いません」

　言っていることのすべてが理解できたわけではなかったものの、彼も彼女は正気だと感じていた。

　だが、なぜ誰も知らないはずの彼の事実を彼女は知っているのだろうか。彼には見当もつかない。

「……なぜ、私の素す性じようをご存じで？」

　警けい戒かいしながら尋たずねると、彼女はにっこり笑った。

「未来においてあなたが、私の娘と娘の仲間たちの前でそう名乗るからですわ。私は娘の未来を通してあなたを知ったのです。いわゆる『予言』の力で」

　彼女は『予言』──すなわち『未み来らい視し』の能力の持ち主だった。未来の出来事をまるで自分の目で見てきたように「視みる」ことができた。そして視えた未来から様々な情報を引き出すことができた。

　それは彼が知りうる中で、もっとも強力で、もっとも優すぐれた『未来視』の能力だった。

「でも、私の能力には重大な欠点があるのです。私に『視る』ことができるのは、私自身のことや私と縁えんを結んだ人物の未来だけ。それに、はるか未来の出来事は見えません。せいぜい数十年先のことだけですわ」

「ですが、それだけの能力があれば、あなたは次の教皇の座につけるはず。なのになぜ、その力を隠すのですか？」

　フラウゼアの第二皇女に予言の力があるという話はどこからも聞いていない。彼女がそれを周囲にひた隠かくしにしているからだ。

「皆みなが期待する『予言』ではないからです」

　自じ嘲ちようめいた笑みが彼女の口元に浮うかぶ。

「遠くない未来において、この国は崩ほう壊かいします。国としては残るでしょうけれど、大神官やお父様やお姉様が望む形では残らない。どの未来線においてもその事実は変わらない──そんな『予言』を誰が喜ぶでしょうか？」

　彼女は眼下に見えるフラウゼアの王都の街並みに視線を向けて目を細める。

「私が教皇の座についたとしても崩壊は止まらない。むしろ姉の不ふ興きようを買ってフラウゼアの崩壊が早まるだけとなりましょう。だからこのままでいいのです。少なくとも、私の娘がフラウゼアの問題に巻き込まれずに成長するまでの時間は稼かせげますもの」

「……あなたがさっきから口にしている娘というのは……？」

　彼は眉まゆを寄せながら口を挟はさんだ。フラウゼアの第二皇女が出産したという話はおろか、結婚したという話も聞いたことがないからだ。

「もちろん、これから私が産むことになる、あなたとの間にできる娘のことです」

　面めん食くらう彼に、彼女はにっこりと満面の笑みを浮かべた。

「少し長くなりますが、私の話に付き合ってくださいな、冒険者さん」







　……彼女は物心ついた時から、自分が姉の手の者によって殺される未来を視続けてきたのだという。

「未来はとても流動的で、たった一つ何かが違えば変わっていくものです。たとえば今日この日、あなたがこの丘おかを訪れなければ、そして私がここに来なければ、違う結末が待っていたでしょう。でも、どうしても変えられない未来があることも、私は知っています。それが神聖王国フラウゼアの崩壊と私の『死』です」

　どんな未来においても、彼女は姉皇女の手にかかって殺される。子どもを産んだ後に。

「姉は子どもを産めません。次期教皇として王家の血をつないでいる立場において、自分では決して認められないでしょうけれど、もともと子どもを産めない体質なのです。そんな姉にとって私と私の産む子は自分の地位を脅おびやかす脅きよう威いとなるでしょう。少なくとも姉はそう考えて、私が子どもを産めば必ずその子と私を殺します。子どもを成さずとも私が邪じや魔まなことに変わりはありません。遠くないうちに姉は私を殺すでしょう。変えようとあがいたけれど、その運命だけは何をしても変えられませんでした」

　寂さびしげに微笑みながら、彼女は呟つぶやく。

「昔はもう少し姉し妹まいの仲も良かったのですけれど、今、姉は私の言葉など聞いてくれません。耳に入れるのは自分を崇あがめてくれる取り巻きたちの言うことだけです」

　それも原因の一いつ端たんになっているのだろうと彼には分かった。第一皇女の乱行は周辺国でも知るところとなっている。その行状を問題視して、フラウゼアの神しん殿でん内では次代の教皇を妹皇女にという声が出始めたのだろう。第一皇女の取り巻きが、それを面おも白しろいと感じるはずがない。

　思った以上に目の前の女性が薄はく氷ひようの上に立っているのだと感じて、彼は眉を顰ひそめた。

「私は遠くないうちに命を落とすでしょう。これは変えられない運命です」

「皇女……」

「ですから私は、せめて起こりうる未来の可能性の中で、もっとも望ましいものとなって欲しいのです。有あり体ていに言えば、私の娘が幸せになれる未来に、娘とあなたが笑顔で笑い合っている未来になることを望んでいます」

　彼女は強い光を帯びた目で、まっすぐ彼を見つめた。

「私の望む未来のために、力を貸していただけませんか？　私が死んだ後のことを託たくしたいのです。その代わりと言ってはなんですが、私はあなたの探している情報をお伝えできると思います。あなたは仕事をこなしながらひそかに闇やみの聖せい剣けんの使い手を探しているのでしょう？　数年前、地中で眠ねむっているはずのかの聖剣が目覚めかけて、封ふう印いんが揺ゆらいだことがありましたから。あなたはとうとうこの世に闇の聖剣の使い手が現れたのかと思って探している。……違いますか？」

「……ええ、仰おつしやる通りです」

　その事実も、彼の目的も、誰も知るはずのないことだった。それを聖剣の使い手でもない彼女が口にしたのだから、本来もっと警戒するべきなのだろう。けれど彼は彼女の「未来視」の能力を、本物だと確信していた。

「私がこれからお伝えすることは、あなたにとっては最悪の事態と言えるでしょう。でも、あの気の毒な女性を救う道は必ずあります。それはきっとあなたにとっても救いとなるでしょう。私が望むのはそんな未来です」

　口元に微かすかな笑みを浮かべ、彼女は彼に手を差さし伸のべた。

「それには先の短い私だけでは導くことができません。あなたの力がどうしても必要なのです。私に力を貸してくださいませんか？」

　迷ったのは数すう瞬しゆんのことだった。彼は彼女の青い目を見つめながら、差し出された手を取る。

「分かりました。私でよければお手伝いしましょう」

　長い彼の生のほんの一ひと時ときの余よ興きようのつもりで取ったその手は、とても細くて小さかった。
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　白いカーテンで仕切られた薄うす暗ぐらい部屋の中で、一人過去に思いを馳はせる。

「シェライア……」

　普ふ段だんは口にしないその名前を呟き、彼はそっと目を閉じた。

　脳のう裏りに浮かぶのはまだ見ぬ娘の話をしながら楽しそうに笑っている顔と、強い光を宿した鮮あざやかな青い瞳。

　彼女と一いつ緒しよにいたのはたった一年のことだ。……いや、仕事でたびたび傍そばを離はなれていたことを考えれば、実際のところ半年間ほどしかいられなかったかもしれない。

　それなのに、数十年経たった今も、彼女との日々はこんなにも心の中に刻きざみ込こまれている。

「シェライア、今のこの世界は、あなたの望んだ未来に近づいているでしょうか……？」

　それはもう誰にも分からない。こうして動いている彼自身にも確証はない。けれど、彼女の望んだ未来に近づけることが、今や彼の望みでもあった。

　彼は目を開けて、手にしている杖つえに語りかける。

「……どうやら、あの娘こと水の勇者たちが大神殿にたどり着いたみたいですね。迎むかえを出すとしましょうか」

　それに応こたえるように、手の中の杖がビィィンと鳴った。
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　ルティアたちは男装の聖せい騎き士しであり、火の聖剣アーデンティスフレアの使い手でもあるティファの案内で、巡じゆん礼れい者しやたちが訪おとずれる正面玄げん関かんではなく、別の入り口から大だい神しん殿でんの中に入り、奥おく宮みやへと向かっていた。

　アールゼータ大神殿の総本山の奥宮にいるという「聖せい座ざの大だい神しん官かん」と会うためだ。

　大神殿は山を覆おおうように三つの区域に分かれている。下層にあるのは大勢の巡礼者が訪れ祈いのりをささげる神殿部。その奥に神官や大神殿に従事する者たちが暮らす居住部があり、この二ケ所が神殿内でも大きな割合を占しめている区域だ。

　そして山のもっとも高い位置にある三つ目の区域が、アールゼータ本神殿と呼ばれる建物。この世界で最初に造られたとされる最古の神殿で、ことのほか神聖な場所とされている。

　聖座の大神官はこの本神殿のもっとも奥にある「奥宮」と呼ばれる建物にいるという。

「本神殿は関係者の中でも限られた者しか足を踏ふみ入いれることができない場所です。奥宮はさらに人の出入りを制限されているので、資格のない者は近づくことすらできません」

　静せい寂じやくに包まれた薄うす暗ぐらい通路を歩きながらティファは説明した。魔ま術じゆつで光を作って照らしているので歩くのは問題ないが、日常的にこんなに暗いと不便ではないのだろうか。

　そんなふうにルティアは思っていたのだが、次のティファの言葉で納なつ得とくした。

「本来なら皆みな様さまを案内することができない場所で、聖座様の配はい慮りよにより特別に避ひ難なん通路を通っているので、こうして他の者に見られることなく奥宮まで行くことができます」

　なるほどとルティアは頷うなずく。この薄暗い通路は廊ろう下かではなく、普ふ段だんは使われていない避難用だったのだ。どうりで誰だれともすれ違ちがうことがないはずだ。

「正面からだと本神殿を守る聖騎士に捕つかまるから、アタシも奥宮に行く時はいつもこの通路を使わせてもらっているわ。本神殿が造られた時にできたものらしいけれど、全然使われていなかったせいか、今ではその存在すら忘れ去られているようなの。だから人目につかず直接奥宮に行くのに便利なのよ」

　サーファスが口を挟はさむ。大地の聖せい剣けんセルヴィアースの使い手でありカシュクールの第三王子である彼……いや、彼女は、本来の身分なら本神殿まで入ることは可能らしい。カシュクールの王族は昔から大神殿を統とう括かつする総大神官たちと懇こん意いにしているからだ。

　そんなカシュクールの王族でさえ、どうあっても足を踏み入れることができない大神殿の心臓部と言えるのが、この奥宮だった。

「聖座の大神官」に興味を覚えたサーファスは、かつて奥宮に侵しん入にゆうしようと試みて、失敗して捕まった。その時にたまたま彼を捕とらえたのが「聖座の大神官」に仕つかえる神官だったことで、縁えんができて今に至るという。

　──「聖座の大神官」か。話を聞く限り「彼」で間ま違ちがいないと思うんだけど……。

　ルティアは薄暗い石いし畳だたみの通路を歩きながら心の中でひとりごちる。

「聖座の大神官」は、大神殿の奥宮で数百年にわたって生き続けているという、謎なぞの存在だ。この世に六振り存在する聖剣たちの「声」を聞くことができると言われていて、大神殿の陰かげの支配者だとも噂うわさされている。

　もっともその存在は噂の域を出ず、水の聖剣エクセルティーアとして何度もこの世界に顕けん現げんしているルティアでさえも、ついこの間初めて聞いた話だった。

　その謎の「聖座の大神官」がルティアたちに話があるというので、水の勇者アシュアルドや、ロンダール国の魔ま術じゆつ師し長ちようジェロイス、元軍人で今はギルドの冒ぼう険けん者しやになっているディルナーと共にカシュクールまで旅をしてきたのだが……。

　迎むかえとしてよこされたティファによって、思いもかけない事実が知らされたため、ルティアの気持ちはそのことでいっぱいだった。

　──まさか、「聖座の大神官」が私ルテイアの実の父親だとは夢にも思わなかったわ。

　ロンダールの地方都市ヴォルドで冒険者ギルドの支部長を務めるバイロイドは、ルティアの養よう父ふで、血のつながりはない。バイロイドに引き取られる前まで育ててくれた両親も本当の父母ではなかった。

　ルティアを産んだ女性は神しん聖せい王国フラウゼアの王族だ。つい三ヶ月前、フラウゼアを支配していた女おんな教きよう皇こうが失脚したが、その女教皇の妹であるシェライア皇こう女じよがルティアの実の母親だった。

　シェライア皇女は父親不明の女じよ児じ──つまりルティアを産んだ後、姉の女教皇の手の者に殺された。「魔ま王おう復活の鍵かぎを握にぎる」と予言されたルティアもその時に一いつ緒しよに始末されるはずだったが、「予言の力」で自分が死ぬことがあらかじめ分かっていたシェライア皇女の機き転てんにより、襲おそわれる前に国外に逃にがされたのだった。

　自分が孤こ児じであることも、誕生にまつわる事情も、ルティアは養父母から聞かされて知っていたが、実の父親のことはあまり気にならなかった。……いや、正直に言えば気になったことはあったが、考えても仕方がなかったのだ。

　養父母もバイロイドもルティアの実の父親を知らなかったし、唯ゆい一いつ知っているシェライア皇女はもう亡なくなっていて、答えを聞くことができないのだから。

　──なのに「聖座の大神官」が父親？　つまり「彼」が父親？　信じられないわ！

　エクセルティーアの記き憶おくの中にある「彼」が、誰かと縁を結んで子どもをつくるとは思えなかった。

「ルティア、大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣となりを歩くアシュアルドが心配そうに尋たずねる。彼はルティアの混乱する気持ちに気づいているようだった。

「だ、大丈夫。ただ、父親と言われて少しびっくりしてて」

「知らなかったんだろう？　無理もない」

　アシュアルドは手を伸のばすと、ルティアの頰ほおにかかった髪かみを耳にかけた。その仕草にルティアの心臓が跳はねる。
















「こればかりは俺は何もしてあげられないけれど、ルティアの気持ちを聞くだけならできる。だから、一人で悩なやんだり抱かかえ込こまないで欲ほしい」

「あ、ありがとう、アシュ」

　手はすぐ離はなれていったが、ルティアは胸のドキドキが止まらなかった。

　──き、気のせい？　アシュが妙みように甘あまいんですけど!?

　確かにこれまでもアシュアルドはルティアにだけは優しく接してくれたし、気き遣づかってくれていた。けれど、今までとは何か少し違ちがう気がする。

　──そういえば、ミーム村が魔ま獣じゆうの群れに襲われる直前、アシュは何か私に言いかけていなかったかしら？

　あの時もこんなふうに、水色の瞳ひとみにどこか甘い光を浮うかべてルティアを見ていた。

「あの、アシュ？　昨夜あなたが言いかけたことだけど……」

　けれどルティアは最後まで言うことができなかった。呆あきれたようなサーファスの声が遮さえぎったからだ。

「あんたたち、今のこの状じよう況きよう分かってる？　イチャつくのは総本山を出てからにしなさい」

「イ、イチャつくなんて、そんな……」

「立ち止まって見つめ合ってるくせに、それでイチャついてないっていうの？」

　どうやらつい足が止まっていたようだ。ルティアが立ち止まればアシュアルドも止まるので、結果的に二人は皆より遅おくれていた。

「ご、ごめんなさい」

「すまない」

　二人が慌あわてて追いつくと、ジェロイスがとりなすような口調で言った。

「まぁ、いいではないですか。いきなり父親の存在が出てきて思い悩むよりは」

「そうそう。昨夜からルティアは少し元気なかったからな。まぁ、戦せん闘とうの疲つかれもあったとは思うが」

　ポンポンとルティアの頭に手を乗せながらディルナーが笑う。

　ルティアは苦く笑しようを浮かべた。

「思い悩むというより、予想していなかったので、戸と惑まどっているといった方がいい感じです」

「そうだな。思いもよらなかったもんな。ルティアもそうだし、俺もジェロイスもルティアの父親についてはすっかり失念していたからな。……そういや、サーファス、お前はあまり驚おどろいていなかったが、知っていたのか？」

　ディルナーの質問に、サーファスはぶんぶんと首を横に振った。

「いいえ。知らなかったわ。ちゃんとびっくりしたわよ。でも、母親がいれば父親がいるのは当然でしょ？　子どもは一人じゃつくれないもの」

　サーファスは自分の腰こしに下がっている大地の聖剣セルヴィアースに尋ねる。

「あんたは知っていたの？　ルティアの父親が『聖座の大神官』だってことを」

　しばらくあってセルヴィアースの声がルティアの耳に届いた。

（……いや、知らなかった。だが、それを聞いてなぜ聖剣だったエクセルティーアが人間に生まれ変わることができたのかは、納得できた）

「納得できた？」

（我われら聖剣は元は石だ。この世界を構成し、理ことわりを司つかさどる役目を父なる神アールゼータから与あたえられたモノだ。剣の形状を取っているのも、アールゼータから与えられた『剣の姿となって人間から使い手を選び、力を合わせて瘴しよう気きを浄じよう化かせよ』という命めいのため。だから折れても再び剣の姿を取る。ところが、十八年前、アーロイの地で折れたエクセルティーアは剣となって蘇よみがえるのではなく人の子として生まれ変わった。その転生はおそらくアールゼータの介かい入にゆうなしには不可能だっただろう）

「アールゼータの介入？」

（そうだ。おそらくあの男が父親だったからこそ、エクセルティーアは剣としての形状を残したまま、意識だけ人間として生まれ変わることが可能だったのだ）

（……あの者は『アールゼータの依より代しろ』じゃからのう）

　ぽつりと言ったのは火の聖剣アーデンティスフレアだ。けれど彼女の声が聞こえたのはルティアと聖剣であるセルヴィアース、それに火の勇者であるティファだけだった。

　──『アールゼータの依代』。ではやっぱり、聖座の大神官は「彼」なんだわ。私の実の父親であるのも。

　ルティア、いや、エクセルティーアが知る限り、もっとも過か酷こくで長い生を生きている人間であり、初代魔王とも深い関わりがある人物。

「……複雑だわ……」

　呟つぶやくルティアの耳に、セルヴィアースの厳しい声が届く。

（もはや猶ゆう予よはないのかもしれぬ。エクセルティーア、覚かく悟ごを決めよ。あの男がそなたの「父親」だとアーデンティスフレアの使い手に言げん及きゆうさせたのは、おそらく闇やみの聖剣と魔王のことを語るつもりでいるからだろう。疑ぎ惑わくは確信に変わった。アーロイの地にいる魔王は「闇の勇者」なのだ）

「……っ……」

　セルヴィアースの断言に、ルティアは息を吞のむ。

「ルティア、どうしたんだ？　セルヴィアースは何と？」

「それは……」

　アシュアルドが心配そうに尋ねるが、ルティアは答えることができなかった。そこにサーファスの声がかかる。

「深刻な話の途と中ちゆう、悪いけど中断してもらうわ。迎えが来てる。ここから先は『彼』の案内がないと聖座の大神官の部屋まではたどり着けないのよ」

「迎え？」

　顔をあげてサーファスの方に顔を向けたアシュアルドはぎょっとなった。先頭を行くティファの傍そばに、こげ茶色の髪をした見知らぬ若い男性が立っていたからだ。

　男の背は高く、端たん正せいな顔立ちをしていた。歳としは二十代半ばほどだが、落おち着つき払はらった様子はもっと年上のようにも思わせた。

「い、いつの間に？　今まで人の気配などなかったのに」

「魔術が使われた気配もありません。……これは一体……？」

　ジェロイスが目を見開く。驚くルティアたちに、その男性はにっこりと笑った。

「ようこそいらっしゃいました。私は聖座の大神官に仕えるセルファという者です。皆様をお迎むかえにあがりました」

　セルファと名乗る男性は、長い髪を背中でゆるく一本でまとめ、白いローブに金糸で縁ふち取どりのある神官服を身に纏まとっていた。神官服は白と決まっているので、大神官も神官も、神官の補ほ佐さをする助じよ祭さいもみな同じ服装だが、実は金糸で刺し繡しゆうされた模様がそれぞれ地位によって異なっているのだ。そのため、見る人が見れば階級は一目で分かる。

　ルティアの記憶に間違いがなければ、彼が身に着けているのは大神官のもの。それもかなり高い位にいるようだ。

「彼──セルファ大神官が、『聖座の大神官』の噂を確かめるために奥宮に侵入した時にアタシを捕まえた張本人よ」

　サーファスがセルファ大神官を指さしながら肩かたを竦すくめた。

　ルティアはあんぐりと口を開けてセルファ大神官を──いや、大神官を名乗っている男を見つめる。

　突とつ然ぜん気配を感じさせないで現れたことに驚いているわけではない。彼に見覚えがあったからだ。

　──セルファ……大神官？　「聖座の大神官」に仕えているですって？

　この人は、一体何をやっているのだろう？

　呆れて見ていると、セルファ大神官はルティアの視線に気づき、口元に人差し指を当てながら思わせぶりに微笑ほほえんだ。

　黙だまっていろということらしい。

「聖座様がお待ちです。行きましょう」

　セルファ大神官はそう言ったが、避難通路はそこで突つき当あたりになっていて先はないようだ。どうするつもりなのかと思っていると、彼が壁かべの一部に手のひらを当てる。すると次の瞬しゆん間かん、壁が消失し、人が一人通れるほどの通路ができていた。

「なるほど、もともと存在している通路を魔術、あるいは神聖魔ま法ほうで壁に見せかけて隠かくしていたわけですね」

　感心したようにジェロイスが呟く。

「しかも、魔術の気配も神聖魔法の気配も感じない。なんという巧たくみな隠いん匿とく術じゆつでしょう」

　セルファ大神官を先頭にして壁の中の通路に入ると、そこはもう本神殿のもっとも最深部にあたる奥宮の中だった。奥宮に人の出入りはなく、限られた聖騎士たちが出入り口を厳重に守っているだけだ。常じよう駐ちゆうする神官もいないらしい。そのため、ルティアたちは誰ともすれ違うことなくある部屋の前までたどり着いた。

　そこは大きな鉄の扉とびらで守られている部屋だった。鉄の扉は、大きな鉄製の鍵で施せ錠じようされており、容易に中に入れないようになっている。

「ここが聖座様の部屋です」

　ディルナーが錠じよう前まえを見つめながら眉まゆを寄せた。

「変だな。中に人がいるという話なのに、どうして外側から鍵がかけられているんだ？　これじゃまるで閉じ込めているようじゃないか……」

　確かに、とルティアも思う。内側からならともかく、この部屋は外側からわざわざ鍵をかけている。これでは中にいる人間が外に出ることはできない。

　どういうことかとセルファ大神官を見ると、彼は微笑んだ。

「安心してください。これもそう見せかけているだけです。まぁ、扉にかけられた神聖魔法を知らない者にとっては、本当の鉄の扉ですけどね」

　言いながら、セルファ大神官は先ほどと同じように鉄の扉に手のひらを当てる。すると鉄の壁はスッと消え、代わりに入り口を覆い隠す白いカーテンが現れた。

「どうぞお入りください。中で聖座様がお待ちです」

　カーテンを潜くぐり、部屋の中に入ると、そこもまた一面の白いカーテンに囲まれた部屋だった。

　きょろきょろと見回すルティアたちにセルファ大神官が説明する。

「ここは聖座様と謁えつ見けんするための部屋です。聖座様とはそのカーテン越ごしに話をすることになります」

　セルファ大神官が言いながら指をさしたのは、入り口からもっとも奥まったところにあるカーテンだった。

「この奥に『聖座の大神官』が……」

　アシュアルドが呟いた直後、カーテンの中から声が聞こえた。

「ようこそ、奥宮へ」

　その声は決して大きなものではなかったけれど、ルティアの耳にははっきりと聞こえた。

「突然の呼び出しだったのに応じてくれてありがとう。私の代理として迎えに行ってくれたサーファス殿でん下か、そしてティファ、ご苦労様でした」

「殿下はよしてちょうだいよ」

　肩を竦めるサーファスの隣で、ティファが深く頭を下げる。

「聖座様のお力ちから添ぞえのおかげで、ミーム村に犠ぎ牲せい者しやは出ませんでした。カリンに代わり、お礼申し上げます」

　カリンというのはミーム村に住む元神官だった女性だ。村が魔獣の群れに襲われた時、結界を張って村を守ってくれた。ミーム村が襲われたのはルティアのせいだったにもかかわらず、カリンは村を発たつ時もちゃんと見送りに来てくれて、何度も礼を言ってくれたのだ。

「ミーム村に関して、私は何もしておりません。カリンやティファ、それに水の勇者たちや聖剣たちが頑がん張ばってくれたおかげです」

　会話が続く中、ルティアはカーテンの向こうを凝ぎよう視しする。カーテン越しでは向こう側の様子はまったく分からないのだが、ルティアの目には何か光のようなものがチカチカしているのが見えていた。

　それはとても温かな光であり、しかも部屋全体に満ちている魔ま力りよくは、とても懐なつかしい。

　思わず目を細めるルティアの隣で、アシュアルドもじっとカーテンを見つめる。

「……違う」

　突然アシュアルドはそう呟くと、つかつかとカーテンに近づいて手をかけた。

「アシュ!?」

「お、おい、アシュアルド」

「待ちなさい、アシュアルド！」

　ルティアとディルナーとジェロイスは慌てて止めようとした。けれど、アシュアルドはかまわずカーテンを開ける。

「……やっぱりか」

　苦々しい声がアシュアルドの口から零こぼれた。

「……誰もいない……？」

　アシュアルドを止めようとしていたディルナーが目を見開く。

「人の気配がしないと思ったんだ。思った通り、この部屋には誰もいない」

　カーテンの向こうには、小さな部屋があった。品の良いい机や簞たん笥すなどが置かれ、壁に備え付けられた本ほん棚だなにはきれいに本が並べられている。まるで誰かが住んでいるかのように、生活感のある部屋だった。

　けれどそこに人の姿はない。謁見用なのか、部屋の中央に椅い子すがポツンと置かれているだけで、そこには誰も座すわってはおらず、ただ一本の杖つえが立てかけてあるだけだった。

「どういうことです？」

　ジェロイスがセルファ大神官を振ふり返かえる。セルファ大神官は苦笑を浮かべた。

「もう少しごまかせると思ったのですが、予想以上に早く見つかってしまいましたね」

「セルファ大神官は詰つめが甘いのよ」

　サーファスが肩を竦める。

「そんな小細工で長く騙だませるわけないでしょ」

「一体、どういうつもりだ」

　瞳に剣けん吞のんな光を浮かべて、アシュアルドはセルファ大神官を見つめた。セルファ大神官はアシュアルドの鋭するどい視線を受け止めて微笑む。

「大神殿が作り上げた『聖座の大神官』のイメージに合わせて演出しようとしただけです」

「……俺たちを騙したってことか？」

「騙したわけではありません。こうして実際に見てもらう方が一番手っ取り早いと判断しただけです」

　ますます険しい表情になるアシュアルドをよそに、セルファ大神官はつかつかとカーテンの向こうの部屋に足を踏み入れると、椅子に立てかけてあった杖を手に取った。

「先ほどの声はこの杖を媒ばい介かいにして魔術で音を出し、カーテン越しに声をかけているように装よそおったものです。ご覧の通り、この部屋には誰もおりません。そもそも『聖座の大神官』など存在していないんですよ」

「存在していない……？」

　ジェロイスが眉を寄せる。

「正確に言えば、二百年前に『聖座の大神官』と呼ばれる者は実在していました。けれど彼は神聖化されることも利用されることも嫌きらい、こつ然と姿を消してしまったのです。この部屋は消えた『聖座の大神官』がいつ戻ってきてもいいように、作られたものだそうですよ。ところが彼は二度と戻ってきませんでした。そうして年月が経たち『聖座の大神官』の存在も、この部屋もいつしか忘れ去られるはずだったのです。『聖座の大神官』を利用しようと、後の時代の総大神官長が思いつくまでは」

「『聖座の大神官』を利用、ですか？」

「ええ、そうです。ご存じの通り、大神殿の意思決定は十人の総大神官の協議によって決まります。個人の考えを押おし通とおすことはできない仕組みなのです。ところが彼らの決定も『聖座の大神官』の鶴つるの一声で覆くつがえすことができるとなれば、どう思います？」

　意味ありげなセルファ大神官の言葉に、ディルナーはため息をついた。

「そりゃあ、面つらの皮が厚い奴やつは利用しようとするだろうな」

　よくできましたとばかりにセルファ大神官はにっこりと笑った。

「そういうことです。『聖座の大神官』にまつわる逸いつ話わはその時にねつ造されて広まったものです。当時の総大神官長は、この部屋で『聖座の大神官』があたかも生き続けているかのように偽装し、大神殿の意思決定を自分の思うように捻ねじ曲まげていったのです。彼だけではなく、代々の総大神官長もこの部屋の存在を利用し続けた。表向き『聖座の大神官』は存在しないと言いながら、陰では存在するとされたのはそのせいです」

　納得したようにジェロイスは頷いた。

「なるほど。どうりで実在するかどうかもあやふやな『聖座の大神官』の噂がいつまで経っても消えなかったわけですね。権けん威いと神秘性を保ったまま利用するためには、実在しているかもと思わせ続ける必要があったというわけですか」

「その通りです。一いつ般ぱんの神官たちは『聖座の大神官』の存在を疑っていますが、総大神官たちは違う。これは知られていないことですが、総大神官に任命されると『聖座の大神官』との謁見が許されるそうです。彼らはこの謁見の場でカーテン越しに『聖座の大神官』に声をかけてもらい、姿は見えなくともその存在を心に焼きつける。実在すると信じるわけです。この部屋の主ぬしが存在しないことを知っているのは総大神官長ただ一人」

「とんだ狸たぬきだな。この部屋がカーテンで仕切られているのはそのせいかよ……」

　開け放たれたカーテンを見つめながらディルナーが呆れたように呟く。

「ええ。カーテン越しだと中にいる人間は見えませんから、偽にせ者ものを仕立てることも、私がやったように魔術で中から声をかけて人がいるように見せかけるのも簡単です。こんな単純なことに二百年も大勢が騙され続けたわけです。笑えますよね」

「いや、それ笑えないから……」

　思わずルティアは突っ込んでいた。

「そうですか？　私がそのことを知った時は呆れを通り越して笑ってしまいましたけど？」

「一つ聞きたい」

　ここまで黙ってセルファ大神官の話を聞いていたアシュアルドが、突然口を挟んだ。彼の目は相変わらず剣吞な光を浮かべてセルファ大神官を見ている。

「俺たちは『聖座の大神官』に呼ばれてここまで来た。だが、『聖座の大神官』が存在しないのなら、なぜ俺たちは呼ばれた？　……いや、聞き方を変えよう。なぜあなたは『聖座の大神官』を騙かたってまでここに俺たちを呼んだんだ？」

　アシュアルドの水色の瞳と、セルファ大神官の青せい灰かい色しよくの瞳が交差する。

　セルファ大神官の口元が緩ゆるんだのはその直後のことだった。

「君たちを呼んだのは、ヴォルドの街が魔獣の手に落ちるのを阻そ止しするためと、私が君たちに頼たのみたいことがあったからだよ」

　突然、今までの丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいをかなぐり捨ててセルファ大神官が言った。

「それに、確かに私は『聖座の大神官』を利用して君たちを呼んだけど、騙ったわけじゃない。だって、私こそ二百年前にいた『聖座の大神官』本人だからね」

「は？」

　ディルナーとジェロイスが目を丸くする。もちろんアシュアルドもだ。

「ふざけないでくれ。あなたはどう見ても二百歳には見えないじゃないか」

　からかわれたと思ったらしいアシュアルドは、椅子の前にたたずむセルファ大神官を睨にらみつける。

　だが、ルティアはセルファ大神官が噓うそを言っているわけではないことを知っている。

　──だって彼は、二百年どころかもっと長く生きてる。

「ふざけているわけじゃない。私はこう見えても二千年ほど生きている。……私はね、死ねないんだよ、水の勇者」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけセルファ大神官は顔を歪ゆがませる。思わずルティアはアシュアルドに近づき、袖そでを引っ張った。

「ルティア？」

「本当だよ、アシュ。彼は二千年の間ずっと生かされ続けているの。……父なるアールゼータによって」

「創造神アールゼータによって？　どういうことだ？　彼は一体何者なんだ……？」

「それは……」

　ルティアは口ごもる。先ほど本人に口止めされたこともあるが、彼のことを話すためには、闇の勇者と初代魔王のことを言わなければならないからだ。

　──セルヴィアースに覚悟を決めろと言われたけれど、無理だ。

　闇の聖剣が封ふう印いんされる時に残した言葉が忘れられない。

『兄きよう弟だいたちよ。私を永遠に目覚めさせるな。すべては私のせいだ。私が彼を使い手に選ばなければこのような悲劇は起こらなかった。穏おだやかに終えるはずだったギルスフォードの人生を歪めてしまった。咎とがは全部、私にある』

　聖剣に勇者として選ばれれば人生が変わってしまう。否いや応おうなく注目を浴びるし、戦いに身を投じなければならないからだ。それを歓かん迎げいする人間ばかりのはずがない。自分を選んだ聖剣を恨うらみながら嫌いや々いや戦った使い手もいる。

　闇の聖剣の嘆なげきや恐おそれは、エクセルティーアたち聖剣誰もが感じていることなのだ。

　使い手がいなければ聖剣は意味を成さない。だから、エクセルティーアたちは己おのれの使い手を大切にする。その使い手に憎にくまれたり恨まれたりすることは、何よりも辛つらい。

「君が疑問に思うのは当然だ。もとより明かすつもりだったし、隠すつもりもなかった」

　セルファ大神官は苦笑いを浮かべ、手にした杖に向かって告げた。

「頃ころ合あいのようだ。私の半身よ。君を元の姿に戻すよ」

（承知した。我わが半身よ）

　懐かしい声がルティアの耳を打つ。

　その直後、セルファ大神官の手の中にある杖が突然光りだした。

「なっ……!?」

　驚いたのはアシュアルドたちだけではない。サーファスもティファも、目を見開いてセルファ大神官と彼の傍かたわらにある強きよう烈れつな光の塊かたまりを見ている。

　まばゆい光の中で、ルティアは杖が溶とけるように輪りん郭かくを変え、別の形に変化するのを見た。

　セルファ大神官の声が朗々と響ひびく。

「私の本当の名は、セルファシード」

　光が収束していく。壁や白いカーテンを明るく照らしていた光が消え、『聖座の大神官』の部屋は日常の姿を取り戻す。けれど、中央でたたずむ男は、先ほどとは明らかに異なった姿になっていた。

　こげ茶色の髪は白に近い白銀に変わり、背中にかかっている。彼が握っていたはずの杖は、太陽をモチーフにした変わった形の剣となっていた。剣の柄つかの中央には金色に輝かがやく石がはめ込まれている。

「アルスラディウス……」

　ルティアの唇くちびるから零れた言葉に、アシュアルドとディルナー、それにジェロイスが目を見開く。

「アルスラディウスだって!?　それは確か光の聖剣の──」

「ええ。あれは光の聖剣、アルスラディウスよ」

「輝く光源アルス・ラデイウス」を意味する古語を冠かんした名を持つ剣。アールゼータによって最初に作られた「光ルのク石ス」を抱いだく至高の聖剣──アルスラディウス。

　セルファシードが淡あわい笑みを浮かべる。それはまるで、そう名乗ることを嘆いているかのような表情だった。

「私は光の聖剣アルスラディウスの使い手であった者。そしてアールゼータ神の依代としてこの世界の移り変わりを見守る者です」
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　創そう造ぞう神しんアールゼータは最初に光の石を創つくった。次に闇やみを。大地を、風を、火を、そして最後に水を創った。

　六つの石を手に、アールゼータは言った。

『我わが子たちよ。ここに命溢あふれる世界を創ろう』

　石たちと共にアールゼータは長い時間をかけて世界を創り上げていく。

　やがて、水の中で生命が芽生えた。小さな命は大気に守られた大地に広がり、いつしか世界は緑に覆おおわれ、生物に満たされていった。

　それを見たアールゼータは、世界を六つの石に託たくし、世界から去っていった。











（アールゼータ創世神話より）
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「アルスラディウス……」

　茫ぼう然ぜんとルティアは呟つぶやく。カーテン越ごしに見えた光と魔ま力りよくで、ここにアルスラディウスがいるのは分かっていたが、まさか神官たちが手にする杖つえに姿を変えているとは思っていなかったのだ。

　現れた光の聖剣アルスラディウスを手にしたセルファシードの姿に、誰だれもが驚おどろいていた。

　セルファ大神官と名乗る彼が、光の勇者であることを知っていたらしいサーファスとティファすらも例外ではない。

「……驚いた。杖が光の聖剣アルスラディウスだってことは聞いて知っていたけど、そういう姿だったのね」

「私も初めて見ました。……なんと神こう々ごうしいお姿なのでしょう」

　二人の言葉を耳にしたルティアは振ふり返かえって尋たずねる。

「二人とも、今初めてアルスラディウスを見たの？　つまり、ずっと杖の姿だったということ？」

「ええ。彼が手にしている杖が剣の姿を取ったのを見たのは、今が初めてよ」
















　サーファスがそう答えれば、ティファも頷うなずく。

「私もです。私が火の聖剣アーデンティスフレアの使い手に選ばれた時に、セルファ様が光の勇者で、かつて『聖せい座ざの大だい神しん官かん』と呼ばれた方だということを聞かされたのですが、それまでもその後も、杖が聖剣の姿を取るのは見たことがありませんでしたから」

「確かに私はアルスラディウスの使い手だけど、もう光の勇者とは言えないからね」

　ルティアたちの会話を聞いて、セルファシードが苦く笑しようを浮うかべる。

「それに、神官が剣を手にしていたらおかしいだろう？　杖ならば持っていても違い和わ感かんないからね。アルスラディウスには杖に擬ぎ態たいしてもらった」

　擬態とセルファシードは言うが、アルスラディウスの姿を変えることは容易ではないはずだ。石は剣の形を取るように創造主であるアールゼータから命令されている。それを一いつ時ときだけとはいえ捻ねじ曲まげて姿を変えさせることができたのは、セルファシードが創造神アールゼータの依より代しろだからこそ可能だったのだろう。

　──大地の聖剣セルヴィアースが言った通りだわ。エクセルティーアがルテ私ィアとして生まれ変われたのは、セルファシードの介かい入にゆうがあったからこそ。言い替えれば私の誕生に彼が関わったということだわ。

　つまり、セルファシードこそ、ルティアの本当の父親と見て間ま違ちがいないだろう。

（久しぶりだね、エクセルティーア。いや、今はルティアと呼んだ方がいいかな？）

　柔やわらかな声がルティアの耳を打つ。

（驚かすつもりはなかったんだが、杖の姿を取っていた方が何かと便利だったのだよ）

「アルスラディウス……」

　久しぶりに聞いたアルスラディウスの口調は、人間としての感覚から言っても、とても滑なめらかで感情豊かだった。

　──驚いた。二千年前はどの聖剣よりも硬かたい口調で、無む機き質しつなしゃべり方だったのに。

　同じ感想を抱いだいたのか、火の聖剣アーデンティスフレアが揶や揄ゆするように言う。

（ふむ。アルスラディウスよ。久しぶりに貴様の声を聞くが、ずいぶん「人間」くさくなったものじゃのう）

　アルスラディウスは気を悪くした様子もなく、笑い交じりに答えた。

（これだけ長く顕現し続けているのだから、話し方が人間に近くなるのも当然だとは思わないかい？）

（そうだな。人間との関わりはそなたが一番長い。たまに顕現する我やアーデンティスフレアやエクセルティーアよりも、人間に近くなって当然だ）

　口を挟はさんだのは大地の聖剣セルヴィアースだ。一拍置いて彼は付け加える。

（……風は別だが）

（うむ。あやつは妾わらわたちの中でももっとも人間くさく話すことができるが、顕現するたびに口調をコロコロ変えるからな。本当に、性質通り捉とらえどころのない奴やつじゃ）

　セルヴィアースとアーデンティスフレアが話しているのは風の聖剣のことだ。ずいぶん長いこと風の聖剣とは会っていないが、エクセルティーアが覚えている限り、使い手によって口調を変えるので、印象が定まることがなかった。

（その風とも近いうちに再会することになる。きっともう間もなくだ）

　意味ありげなアルスラディウスの言葉に、どういうことかとルティアが尋ねようとした時、ようやく驚きよう愕がくから立ち直ったのかジェロイスが口を開いた。

「その圧あつ倒とう的てきな光の魔力を見れば、あなたの持っている剣が光の聖剣アルスラディウスであることは確かなようです。ルティアもそうだと断言していましたし、疑う理由はありません。ですが、私の知る限り人間はどんな術を使おうと寿じゆ命みようを延ばすことはできない。あなたが二千年間も生き続けているというのなら、それはもうすでに人間ではないということでは？」

　断言するようなジェロイスの言葉に、セルファシードは微笑ほほえんだ。

「私は人間だよ。今のところはまだね。ただ、二千年前、魔王アーロイとの戦いの折、アールゼータの依代となったことで歳としを取らなくなり、死ねなくなった」

「魔王アーロイ？　最初にして最強と言われているあの初代魔王アーロイのことですか？　つまり、あなたは……」

　絶ぜつ句くしたのか、言葉を詰つまらせるジェロイスの代わりに声をあげたのは、ディルナーだった。

「つまりあんたは、二千年前に、初代魔王アーロイを倒たおした五人の勇者のうちの一人……ということか？」

「はい。その当人です」

　セルファシードはにっこりと笑った。

「けれど、私はもう勇者とは言えない。私に付き合って顕現し続けたためかアルスラディウスの力は弱く、他の聖剣の勇者のように魔王を倒したり瘴しよう気きを浄じよう化かする旅に出たりはできないからね。私はただ、世の中の移り変わりを見守るだけ。アールゼータの目や耳として、神の力で生かされ続けているただの人間だ」

　聖剣は役目が終われば世界に還かえる。使い手が死ぬか、あるいは使い手自らが世界に還すことで役目を解かれ、眠ねむりにつく。そこでまた力を蓄たくわえ、次の顕現に備えるのだ。

　ところが光の聖剣アルスラディウスは、使い手であるセルファシードがこの世に生き続けているため、同じく二千年の間一度も世界に還っていない。力を放出する一方なのだ。

　瘴気を浄化し、魔王を倒すのが聖剣の勇者の役目というのであれば、セルファシードは確かに勇者とは言えないだろう。

　──でも、この人は確かに「勇者」だわ。でなければ、贖しよく罪ざいのためとはいえあの辛つらい出来事を乗のり越こえて、二千年も一人孤こ独どくに生き続けられるわけがない。

「あなたが光の聖剣の使い手で、魔王アーロイを倒した五人の勇者の一人であるというのは分かりました」

　ためらいがちに口を開いたのはアシュアルドだった。

「分からないのはあなたが俺たちを呼んだ理由だ。俺たちはあなたの存在を知らなかった。俺たちだけでなく、ギルドも大だい神しん殿でんも知らなかった。なぜなら聖剣について書かれたどんな記録にも文ぶん献けんにも、あなたの存在を示し唆さするものがなかったからだ。つまり、あなたは自分で言っているように、名乗ることも表に出ることもせず世の中の移り変わりを見守っていたんだろう？　そんなあなたが、今になって俺たちを呼び、自分の素す性じようを明かす理由が分からない」

「確かにそうだ。私は歴史の陰かげに隠かくれて見守るだけの人間だ。本来であれば今までの聖剣の勇者たち同様、君たちに関わり合いを持つことはない。でも、さすがに隠れてはいられない事態になっているのでね。こうして出てきてしまったわけだ」

「隠れてはいられない事態？」

「そうだとも、水の勇者。今、世界は初代魔王の時と同じように危機に瀕ひんしているのだよ」

「世界が危機に瀕している？　初代魔王の時のように……？」

　アシュアルドは虚きよを衝つかれたように目を丸くし、ディルナー、ジェロイスと顔を見合わせた。

　ルティアには三人の戸と惑まどっている気持ちが痛いほど理解できた。彼女自身、アーロイの地に封ふうじられている魔王が、闇の聖剣の使い手かもしれないとセルヴィアースから聞かされていなかったら、アシュアルドたちと同じように戸惑っただろう。

　魔ま獣じゆうの被ひ害がいは広がっていても、世界はおおむね平和だと信じていた。

　──でも、魔王が覚かく醒せいして闇の聖剣を手にしてしまえば……。

　状況は一転する。憎ぞう悪おと恐きよう怖ふに包まれ、暗黒の時代がやってくるだろう。

「もちろん、君たちに実感はないだろう。だからこそ、ここへ呼んだ。二千年前に何が起こったのか。そして今、どうなっているのかを当事者の私の口から語るために」

　思わずルティアはぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

　──とうとうこの時が来てしまった……。

　アシュアルドたちは二千年前の真実を知るだろう。あの悲しくて辛い出来事を。

　ジェロイスがセルファシードをじっと見つめて、ため息をついた。

「つまり、僕らが知る初代魔王アーロイと聖剣の勇者たちの戦いの記録は、真実ではないというわけですね。あるいは……肝かん心じんなことは伝えられないままだったか」

　くすっとセルファシードは笑う。

「勘かんがいいね、魔ま術じゆつ師し長ちよう。その通りだ。君たちが聞かされてきた魔王アーロイの話は、世界を震しん撼かんさせた最強にして最悪な魔王を五人の勇者が死し闘とうの末に倒したというものだろう？」

　ディルナーが大きく頷いた。

「ああ。あと、魔王アーロイを倒した後も禍まが々まがしい力を失わなかった魔王の剣──つまり魔剣を、聖剣の勇者たちがどこかの地中深くに封ふう印いんしたという話もある。男の子なら誰でも子こ守もり歌うた代がわりに聞かされるおとぎ話だ」

　男の子に限らず、ルティアも養父母から同じような話を聞かされて育った。この大地のどこかに封印を解かれるのを待っている魔剣が埋うまっているのだと。子ども心に怖こわいと思いながらもワクワクする冒ぼう険けん譚たんだったのを覚えている。

　エクセルティーアとしての記き憶おくを取とり戻もどしてからは、聞こえがよいように都合の悪いところを削けずり取った話だな、と遠い目になったものだが。

「光、風、大地、火、水の五人の勇者と聖剣が魔王アーロイと戦い、彼を打ち取ったのは事実だ。魔王の使っていた剣を大地の奥おく深ふかくに封印したこともね。けれど、肝心なことは隠した。真相を知った国々が魔王に滅ほろぼされていたのをいいことに、私をはじめ、当時の勇者たちが口裏を合わせて、あえて後世に伝えさせなかったんだ」

「なぜです？」

　鋭するどい声で尋ねたのはジェロイスだった。

「歴史は過去の過あやまちを繰くり返かえさせないためにある。真実を隠したままでは、後世の人間は過ちを正すこともできないのではないですか？」

「真実を知らない方がいいということもあるのだよ、魔術師長」

　セルファシードは微かすかに笑う。その微笑みは悲しそうでもあり、自じ嘲ちようのようでもあった。

「私たちが真実を隠したのは自分たちのためと、自分たちの後に出てくる聖剣の勇者のためだった。もし真実が広がれば、勇者たちは世間から『勇者』と呼ばれず、恐怖と疑念の視線を向けられることになっただろうから」

「恐怖と……疑念？」

　アシュアルドが眉まゆを寄せる。ピンとこないのも無理はない。

　数百年に一度現れる聖剣の勇者たちは歓かん迎げいされ、尊敬される。それは彼らが魔王を倒し、瘴気を浄化して魔獣や魔ま人じんの脅きよう威いを解き放ってくれる存在だからだ。

　けれど、二千年前に起こった事実をそのまま伝えていたら、きっとその状じよう況きようは今とは大きく異なっていただろう。

　目の前の人間が自分たちを救ってくれるだけでなく、ある日突とつ然ぜん恐怖の存在となると知ったら。彼らが知るひどい状況などはるかに超こえた厄やく災さいを引き起こすかもしれないと思ったら。

　聖剣の勇者は、魔王討とう伐ばつが終わったとたん人間の手によって消されていたかもしれない。その結果、さらなる魔王をこの世界に生み出していたかもしれない。

　セルファシードや当時のエクセルティーアの使い手たちは、自分たちのため、そしてこの先に生まれる幾いく多たの勇者たちのため、真実を隠すことに決めたのだ。そしてエクセルティーアたち聖剣もまた、使い手たちに魔王アーロイの真実を伝えないことを選んだ。

「そう。恐怖と疑念だ。いくら大だい丈じよう夫ぶだと言われても、ひとたび疑いを抱いたら、彼らは勇者たちを迫はく害がいしていただろう。二千年前と同じように。その疑念こそが魔王アーロイを生み出したというのに」

　痛ましい口調で呟くと、セルファシードはほんの少しだけぎゅっと目をつぶった。けれど、すぐに目を開き、まっすぐアシュアルドたちを見つめる。

「私たちが隠した真実は二つ。魔王アーロイの素性と彼が魔王となった原因。そしてアールゼータ神の介入と果たした役割だ。この二つはどうしても切きり離はなせなかった。ねぇ、君たちは不思議に思ったことはなかったかい？　創造神アールゼータが創った聖剣が五振りもそろっていながら滅ぼせなかった、魔王の魔剣とは一体何なのかということを」

「聖剣が五振りもそろって滅ぼせなかった魔剣……」

　セルファシードの質問を復唱したジェロイスがハッと何かに気づいたように目を見開く。

「アールゼータの創った六つの石、光、闇、大地、風、火、水。聖剣は五つあって、魔剣は一振り。六振りの剣……この符ふ合ごうはまさか──魔王の剣とは、光、大地、風、火、水の五つの聖剣以外、唯ゆい一いつその場になかった……闇の聖剣だった……？」

　茫然と呟くジェロイスの言葉に、アシュアルドとディルナーが仰ぎよう天てんする。ルティアはぎゅっと両手を胸の前で握りしめ、目を閉じた。

「まさか……魔王アーロイは闇の勇者……だったと……？」

　アシュアルドの呻うめきにも似た声がルティアの耳に届く。その声には驚愕と、ほんの少しだけ恐おそれが交じったように聞こえたのは、ルティアの気のせいだろうか。

　ディルナーの反論する声が聞こえた。

「いや、そんなバカな！　聖剣の勇者といえば、神官以上に瘴気に侵おかされることがないと言われている存在だぞ。聖剣は存在するだけで瘴気を浄化する。その聖剣の使い手が瘴気にどうやって侵されるというんだ？」

「確かに聖剣の浄化の力は凄すさまじい。だが、聖剣が勇者を守るのにも限界があることを、エクセルティーアがかつて折れた件で学んだはずだ」

「それは……」

　ルティアは隣となりに立つアシュアルドが言葉を詰まらせ、次に息を吞のんだのを感じた。

「では、魔王アーロイというのは闇の勇者で、彼の持つ魔剣が闇の聖剣だったというのは、本当のことなのか……？」

「その通りだ、水の勇者よ。そして、そのことを君に言えなかったエクセルティーアを責めないでやって欲しい。聖剣たちは自分の使い手を怯おびえさせたくなかっただけなのだから」

「責めるなんて、そんな……」

　一拍置いて、ルティアは胸の前で握りしめた両手が温かな手のひらに包まれるのを感じた。驚いて目を開けると、アシュアルドがルティアを気き遣づかうような目で見つめていた。

「アシュ……？」

「ごめん、ルティア。俺が怯えないようにとずっと気遣わせていたんだね」

　アシュアルドの自分を見つめる水色の瞳ひとみに、聖自剣分に対する恐れは見当たらなかった。とたんにルティアの青色の目が潤うるむ。

「ご、ごめんなさい、アシュ。知らない方がいいと思って……ううん。ただ私が怖かっただけなの。真実を知ったら使い手として選んだことを、恨うらまれると思ったから」

「エクセルティーアが俺を使い手として選んでくれたことに感謝することはあっても、恨むことなんて絶対にない」

「アシュ……本当にごめんなさい」

　わざとらしいサーファスの咳せき払ばらいが聞こえたのはその時だった。

「あー、ごほん！　だからそこ、イチャつくのは後にしろって言ったでしょ？　話が進まないったらないわ！」

　セルファシードがくすくす笑った。

「いや、かまわないよ、水の勇者。今はアシュアルドと呼ばせてもらっていいかな。アシュアルドもサーファス殿でん下かもティファも、瘴気を恐れることはないよ。よほど大量の瘴気に襲おそわれない限り君たちが侵されることはないのだから。二千年前に聖剣の使い手が魔属化したのは、闇の聖剣とその使い手の浄化方法が特とく殊しゆだったせいでもある」

「浄化方法が特殊というのは？」

　ルティアの手を握ったままアシュアルドが尋ねる。答えたのはルティアだった。

「あ、あのね、アシュ。私たちの浄化はいわば力ずくで瘴気をねじ伏ふせて行うの。でも、闇の聖剣が行う浄化というのは、根本的に異なっているのよ」

「エクセルティーアの言う通りだ。エクセルティーアは水の力で浄化を行い、セルヴィアースは大地の力、アーデンティスフレアは火の力、風の聖剣ラプスエールは風の力、そしてアルスラディウスは光の力で瘴気を焼き尽くす。内包する世界の力で強ごう引いんに、いわば力ちから技わざで浄化を行っているようなものなのだ。だが、闇の聖剣とその使い手が行う浄化は違ちがう。彼らは瘴気を身の内に取り込み、瘴気ではないものに変へん換かんする。いわば、昇しよう華かとも言える方法だった」

（だからこそ悲劇が生まれた）

　アルスラディウスがぽつりと付け加える。

　──そう。他の五振りとは違う浄化の方法だったからこそ、悲劇が起きたのだわ。

「……ああ、その通りだとも、アルスラディウス」

　頷きながらセルファシードは一いつ瞬しゆんだけ目を閉じる。だがすぐに目を開けると説明を続けた。

「闇の聖剣アニムフィニスの本体である闇ニのゲ石ルが象しよう徴ちようするものは、不安や死といった、生きていれば避さけて通ることができない負のものが多い。一方で闇は夜に通じ、多くの生き物は夜に身体からだを休めることから、闇の石は安らぎや安あん寧ねいといったものの象徴でもあった。そのせいか、瘴気は救いを求めるかのように闇の聖剣と闇の勇者のもとへと集まった」

　憎悪や怒いかりをその限りない優しさや慈じ悲ひで解きほぐし、無効化させる。それが闇の聖剣と闇の勇者が行う浄化だった。

「ギルスフォードは……闇の聖剣の使い手は、自分の力は浄化ではなく『昇華』なのだと言って笑っていたよ。瘴気を取り込んでも吞み込まれない強きよう靭じんな精神力があってこそなせる浄化方法だった」

「でも……魔属化してしまったわけか」

　ディルナーの呟きに、セルファシードは悲しそうに笑いながら頷いた。

「その通りだ。ギルスフォードは己おのれの憎悪と怒りと復ふく讐しゆう心しんを抑おさえることができず、魔に堕おちた。瘴気に負けた。……君たちはずっと最前戦で瘴気と、魔属化した魔獣や魔人たちと戦ってきたから、うすうす気づいているだろう。瘴気とは人間が生み出したもの。憎悪や怒り、悲しみ、恨み、妬ねたみ、悪意、そういった強い負の想念が独り歩きして、いつしか魔力を帯びたものだ」

「……」

　アシュアルドもディルナーもジェロイスも、セルファシードの言葉に反論することはなかった。

　──瘴気は人間が作り出したもの。

　冒険者ギルドが何百年も瘴気の研究を重ねて導き出せなかった答えがそれだ。いや、導き出すことを拒こばんだ答えと言ってもいい。

　けれど瘴気に侵された魔属と戦っている騎き士しや冒険者たち、あるいは神官たちは、心の奥おく底そこできっと誰もが気づいているだろう。生き物に取とり憑ついて悪意と害意を向けてくる目の前のモノが、どこから生まれてくるのかということを。

「どうして瘴気が誕生したのか、アルスラディウスが言うには創造神アールゼータにも分からないらしい。たぶん、最初は魔力の強い人間が断だん末まつ魔まに生み出した、ほんの小さな淀よどみだったのだろう。けれど、魔力を帯びていたために、それは形のないモノとして残り、やがて生き物に取り憑くようになった」

　瘴気が魔力のある者にだけ黒い霧きりとして見えるのは、そのせいだ。魔力を帯びているからこそ、同じ魔力を持つ者の目に映るのだ。

「世界を創造し終えて、別の世界に移ろうとしたアールゼータは、地上に想定外のものが生まれ、増え続けているのに気づいた。だが、アールゼータは世界を創造し続ける役割の神だ。創世を終えた世界にいつまでも留まることができない。そこで自身の子どもとも言える六つの石を剣の形に変え、人間の中から選んだ使い手と共に瘴気を浄化するように命じて別の世界へ旅立っていった」

　それは大神殿が唱える創世神話にも出てくる有名な話だ。ただの伝承だと人間には思われているが、エクセルティーアの遠い記憶の出来事と一いつ致ちしている事実でもあった。

「アールゼータが、石を武器である剣に変えたのは、おそらくそれが一番瘴気を浄化するのに都合のいい形だったからだろう。かくして聖剣は誕生し、人間が滅めつ亡ぼうするまで終わることのない戦いが始まった。……とは言うものの、それまで魔王など存在せず、聖剣の勇者たちは世界各地に赴おもむき、瘴気を浄化するだけでよかった。それが変わったのが二千年前、闇の勇者ギルスフォード・アーロイが魔属化し、魔王アーロイと名乗ってからだ」

「ギルスフォード……アーロイ？　アーロイという姓せいだったから、魔王アーロイと名乗ったわけですか？」

「そうとも言えるし違うとも言える。君たちは今アーロイと呼ばれている土地が、かつて魔王アーロイがいた場所だったからついた名前だと思っているのだろうが、あそこはもともとアーロイと呼ばれる小さな国だったのだよ。今も昔もあそこはアーロイと呼ばれていた。そしてギルスフォードは、アーロイ国の王族の末まつ裔えいだった」

　二千年前、アーロイ国は隣りん接せつする大国に侵しん略りやくされて属国となっていた。ギルスフォードの一族は玉座を追われ、大部分を殺されて、生き残ったわずかな者たちも野に下っていた。

「王族でなくなっても、ギルスフォードの一族は誇ほこりを失わなかった。アーロイの民たみたちも、一族を尊重していたし、いつの日か彼らが国を取り戻してくれると期待してもいた。とはいえ、ギルスフォード自身は大国を恨んでいなかったし、国を取り戻そうなどとも考えていなかった。彼はアーロイの民が属国となってもいいから、平和に生活していけることだけを望んでいたんだよ。だからこそ闇の聖剣に選ばれた時に迷うことなく使い手となったんだ。瘴気を浄化し、世界を守ることが、ひいてはアーロイの民を守ることだと分かっていたから。そんなギルスフォードを、私をはじめ聖剣の勇者たちは皆みな慕したった。彼は聖剣の勇者たちの中心的存在だったんだ」

　当時を思い出したのだろう。ギルスフォードのことを語るセルファシードの声はほんの少しだけ震ふるえていた。

　ディルナーが眉を寄せながら尋ねる。

「それほどの者がなぜ魔属に……いや、最強にして最悪の魔王と呼ばれるようにまでなってしまったんだ？　魔属化とはもっとも遠い人物のように思えるが……」

「最初のきっかけは、ギルスフォードと闇の聖剣が行う特殊な浄化方法だった。光の聖剣と闇の聖剣……特に闇の聖剣の方は適合者が少なく、めったに使い手を選ばない。だから瘴気を集めて身体の中で昇華させるという闇の聖剣の浄化方法が、文献に残ることもなく、ましてや人々が知るはずもなかった。真実を知らない人間にとって、ギルスフォードの昇華の様子は瘴気を集めているようにしか見えないだろう。それが不幸を生んだ」

　目を伏ふせながらアシュアルドが呟く。

「……そうか、魔力のある人間の目には、ギルスフォードが瘴気を操あやつっているようにしか見えなかった。魔人と区別がつくはずもない」

「その通りだ、アシュアルド。人々はギルスフォードこそ瘴気を操る魔人と考えて迫害したんだ。ギルスフォードは気にしないようにして浄化を続けていたが、彼の噂うわさはアーロイを侵略した新しい王の耳にも入ってしまった。彼はギルスフォードの一族を王位から追い落とした人物でもある。かねてからギルスフォードの一族を慕って自分に反はん抗こう的てきだったアーロイの民が気に食わなかった王は、噂を利用しギルスフォードを消そうとした。それだけじゃない。ギルスフォードを魔王と呼び、彼の一族と一族を慕うアーロイの民を魔王に組くみするものとして虐ぎやく殺さつしたんだ」

「!!」

　アシュアルドが息を吞む。当時のことを思い出し、そっと目を伏せるルティアの耳に、少しだけ掠かすれたセルファシードの声が届いた。

「間違わないで欲ほしい。確かに彼は自分で魔王アーロイと名乗ったが、最初に彼を魔王と呼んだのは欲の張った人間の方だったんだよ」

　あるいは、あの時もうすでに新王は瘴気に侵されていたのかもしれないと、今にしてルティアは思う。

　アーロイの民はギルスフォードの民であると同時に彼の民でもあったはずなのに、子どもから年寄りまで、何の躊ちゆう躇ちよもなく大勢殺してしまったのだから。

「人間誰しもこれは許せないと感じることがあるだろう。ギルスフォードの場合は自分の家族とアーロイの民を害されることだった。自分のせいで家族と守るべき民が虐殺されていく。それを目まの当あたりにしたギルスフォードが、どうして正気でいられただろうか」

「……ひどい話よね」

　ぽつりと呟いたのはずっと黙だまったまま話を聞いていたサーファスだった。

「そうだね。ひどい話だ。アーロイの大地は民の死体と血で埋うめ尽つくされ、大量の瘴気が生じていた。ギルスフォードの心は憎悪と復讐心に染まり、自分の大事な民が生み出したその巨きよ大だいな瘴気を取り込んで、すべてを明あけ渡わたした。身体も魂たましいも。闇の聖剣アニムフィニスがいくら止めてもギルスフォードは聞かなかった。もう聖剣の声は届かなかったんだ」

「……そして、魔王アーロイが誕生したの」

　ルティアはセルファシードの言葉を継つぐかのように呟いた。ルティアが知る限り、それからの日々はエクセルティーアにとってもっとも辛くて悲しい思い出だ。

　当時のエクセルティーアの使い手は女性の剣けん士しだった。彼女はギルスフォードに淡あわい恋こい心ごころを抱いていたのだ。エクセルティーアが見たところ、ギルスフォードの方も彼女を想おもっていたように思う。

　何事もなければ、二人は結ばれていたはずだったのだ。

「エクセルティーアの言う通りだ。彼はこれまでのすべてを捨てるかのようにギルスフォードという名を捨て、魔王アーロイと名乗った。そして、民を虐殺した王と、その背後にいた隣の大国をたった一日で滅ぼしてしまったんだ。そこでさらに生じた瘴気を取り込んで、強大な力を手に入れていった。世界各国に散って瘴気を浄化していた私をはじめ、聖剣の勇者たちがギルスフォードの身に起こったことを知った時にはもう、すでに何もかも遅おそかった。世界中が混乱に陥おちいる中、何とか合流してアーロイの地に駆かけつけた私たちの前に現れたギルスフォードは、驚くほど変へん貌ぼうしていた。元は明るい金色だった髪かみも、空色の瞳も真っ黒に染まり、同じく闇の聖剣アニムフィニスも瘴気を大量に吸って剣身が黒くなっていたよ」

「聖剣も魔剣に変貌してしまったわけですね」

　ジェロイスの言葉に即そく座ざに反応したのは火の聖剣アーデンティスフレアだった。

（馬ば鹿かを申すな！　アニムフィニスは魔剣になど変じておらぬ！　妾たちは剣の姿を取っていても本ほん性しようは創世の石じゃ！　たとえこの世界の瘴気すべてを集めたとしても冒おかせぬわ！）

「相棒、落ち着いて。どんなに叫さけんでもジェロイス殿には聞こえていない」

　ティファがアーデンティスフレアを優しく叩たたいてなだめるように言った。セルファシードが苦笑を浮かべる。

「アーデンティスフレアが『魔剣に変じたわけではない』と訴うつたえてる。アニムフィニスの名めい誉よのために言うが、闇の聖剣が魔に堕ちることは決してない。瘴気が冒すことができるのは、生きているものだけだ。創世の石であり剣の形を取っている聖剣は、厳密に言えば『生きて』いるわけではないんだ。冒しようがない」

　エクセルティーアたち聖剣は、どれほど人格や意思を持とうと、その本質は無機物でしかないということだ。

「アニムフィニスは、大量に吸すい込こんだ瘴気のせいで剣身が黒く染まったものの、正気だったよ。ギルスフォードを止めようとしていたし、我々に何が起こったかを教えてくれたのもアニムフィニスだ。ただ、魔王となっても聖剣と使い手としてつながっていることに変わりはない。否いや応おうなくギルスフォードの望むまま力を引き出されて、私たちと戦わざるをえなかった。アニムフィニスはずっと『ギルスフォードが悪いのではない。自分が使い手に選んでしまったせいだ。彼を助けて欲しい』と悲痛な声で訴えていた。その声を聞きながら剣を交えるしかなかった聖剣たちは、どれほど辛かったことか」

　ルティアの身体がふるっと震えた。それに気づいたアシュアルドの手に力が入る。

「もともと持っていた魔力、闇の聖剣の力、それに大量の瘴気を得た魔王アーロイは強かった。五振りそろっていて、防戦するのがやっとというくらいだ。……いや、違うな。正直に言えば、私たちは誰も本気で戦えていなかった。ギルスフォードの方は私たちを自分の邪じや魔まをする敵だと本気で殺しにきていたが、私たちは倒すことを躊躇していた。聖剣の勇者として魔王を倒たおさなけばならないと分かっていたのに」

　言葉を切り、一拍だけ置くとセルファシードは続けた。

「なぜなら、その場で戦っていた誰一人としてギルスフォードを憎にくんでいなかった。悪いのは人間の方だと分かっていた。それなのに、どうしてギルスフォードに剣を向けられただろう。でも、憎悪に駆られて人であることを辞やめてしまった彼を救うには、倒すしかなかった」

　セルファシードのアルスラディウスを摑つかむ手が震えている。

「ルティア……」

　気づかわしげにアシュアルドがルティアをのぞき込む。ルティアはいつの間にか涙なみだをポロポロ流していた。

「長い膠こう着ちやく状態が続いた。聖剣も、使い手も、皆が疲つかれていた。その中で瘴気から力を得られる魔王アーロイだけが元気で、皆が負けを覚かく悟ごしたその時だった。違う世界にいたアールゼータに、聖剣の嘆なげく声が届いたんだ。アールゼータは我が子たちの声に応じてほんの一瞬だけこの世界に降り立った。私の身体を依代としてね。私が神を降ろしていたのは、目を瞬まばたかせるくらいのほんの少しの時間だ。その刹せつ那なに、アールゼータは力を振るい、闇の聖剣アニムフィニスとギルスフォードの間のつながりを断たち切きった。要するにギルスフォードを闇の聖剣の使い手でなくしたわけだ。魔王アーロイの力の供給の大部分はアニムフィニスだったから、突然己が弱体化したことに驚き、動きが止まった。その隙すきをついて動いたのが私と、当時の水の勇者だったティーラという女性だ。前後からアルスラディウスとエクセルティーアの剣身で貫つらぬかれた魔王アーロイは、遺体すら残さず、彼が抱かかえ込んでいた瘴気と共に消しよう滅めつしていった」

　セルファシードとティーラは共にギルスフォードとは浅からぬ縁があった。二人は変貌したギルスフォードをこれ以上見ていられなかったのだろう。アールゼータ神のおかげで生じた最後の機会を前に、自然と身体が動いていた。

　こうして最強で最悪と言われた魔王アーロイ……いや、ギルスフォード・アーロイは消滅し、世界の平和は守られたのだ。

「私はあの戦いの折にアールゼータの依代となったために、死ねない身体になった」

「神を身体に降ろすと不老不死になるのですか？」

　ジェロイスが怪訝そうに眉を顰める。

「いや、私の場合が特殊なだけだ。もしまた何かあった時の安全弁として、アールゼータの目と耳の代わりとして存在するためだろう」

　セルファシードは自分の前まえ髪がみに触ふれながら苦笑した。

「この髪も昔はギルスフォードと同じように明るい金髪だったんだけどね。……アールゼータ神を身体に受け入れてしまったために色を奪うばわれてしまい、こんな色になった。ギルスフォードとは反対だ。私は白に染まり、彼は黒に染まったのだから。……本当に、私と彼は最後の最後まで正反対だった」

　しみじみと呟くセルファシードの言葉に含ふくまれていた感情をこの場で理解できたのは、きっと聖剣たちとルティアだけだっただろう。

　──正反対でありながら、セルファシードとギルスフォードはもっとも近しい間あいだ柄がらだった。なぜなら、二人は……。

　そこまで考えたルティアは、セルファシードの「さて、感かん慨がいにふけるのはこのくらいにして、話を元に戻しましょうか」という言葉で思考を切きり替かえた。

「世界に平和は戻ったけれど、問題は残っていた。大量の瘴気を吸収した闇の聖剣アニムフィニスだ。通常、使い手によって還されるか、あるいは使い手が亡なくなることで聖剣は自然と世界に還り、眠りについて次の顕現を待つ。けれど、アールゼータ神によって突然使い手との縁を切断されたアニムフィニスは、蓄えている瘴気を浄化することもできず、闇にも還れない状態だった。五振りの聖剣たちが万ばん全ぜんの状態だったら、あるいはアニムフィニスの瘴気を浄化できたかもしれない。でも、魔王アーロイとの戦いでほとんど力を使い果たしたあの時には、どうしたって無理だった」

「次の……闇の聖剣の使い手が現れるのを待つのではだめだったのですか？　闇の聖剣の使い手はなかなか現れないということでしたが、待っていれば必ずどこかで適合する人間は出てきたはずです」

　ジェロイスの疑問にセルファシードは首を横に振った。

「いや、魔術師長。次の闇の聖剣の使い手が現れることが、我々にとってもアニムフィニス自身にとっても、もっとも恐れていたことだったのだよ。考えてもみてくれ。アニムフィニスは瘴気に染まっているんだ。いくら闇の聖剣の使い手といえど、鞘さやに触れただけで魂まで侵されてしまうだろう。そうしたら再び魔王がこの世界に誕生してしまう。それだけは避けなければならなかった」

「もしや、魔剣を封印したという言い伝えは……」

　ディルナーが言いにくそうに尋ねる。セルファシードは頷いた。

「そう。二度と使い手を不幸にすることがないように、アニムフィニス自身が眠りにつくことを望んだんだ。闇の聖剣は自らの意思で眠り、当時の聖剣たちが残っている力を振ふり絞しぼって目覚めることがないように地中深くに埋めて封印した。だが、この封印は君たちが考えているようなものではなく、人間の声が届かないようにするためのものなんだ。闇の聖剣の使い手になりうる人物が再びこの世に現れても、アニムフィニスが気づかないようにするための遮しや断だん壁へきのようなもの、と言えばいいかな」

「なるほど。封印というのは闇の聖剣から世界を守るためではなく、人間から闇の聖剣を守るためのものだったというわけですね。理解しました」

　納なつ得とくしたように何度もジェロイスが頷く。今聞いたことは決して書物などからは知ることのできない貴重な真実だ。魔術の天才と呼ばれる彼の、眼鏡の奥にある紫むらさき色いろの目が心なしかキラキラと輝かがやいている。

「ただ、その封印も今は切れかかっている。この二千年の間に風の聖剣も大地の聖剣も、火の聖剣も破損し、そして十八年前に水の聖剣エクセルティーアも折れてしまったからね」

　はじかれたようにアシュアルドが頭をあげた。

「もしや、折れたことで封印が!?」

「そう。折れた段階で聖剣たちが施ほどこしたアニムフィニスの封印は少しずつ消えていく。今では光の聖剣アルスラディウスの封印しか残っていない。もし今闇の聖剣の使い手が現れたら、たちどころにアニムフィニスの封印は破られるだろう。止める術すべはない。……ああ、アシュアルド。そんな申し訳なさそうな顔をしなくていい。永遠に封じ続けていられるわけではないと分かっていた。魔王アーロイが出現した時代から二千年。封印はよくもった方だと思うよ。それに十八年前、君たちが魔王を倒しにアーロイに向けて出発する前から、こうなることは分かっていた」

「分かっていた……？」

　不意を突かれたような顔でアシュアルドたちはセルファシードを見つめる。

「あの日、君たちに魔王を倒すことは不可能だと分かっていた。でもそれは君たちが弱かったからじゃない。もし勇者として魔王を討伐する役目を負ったのが今の君だったとしても、サーファス殿下でも、ティファでも同じだっただろう。あの魔王は今までの魔王とは違う。単独で倒すことはできなかった」

　ディルナーが怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる。

「あの魔王は今までとは違う？　どういうことだ？」

「確かにギルスフォード・アーロイ以降も魔王という存在は出続けた。魔属を束ね、その頂点に立つ個体を魔王と呼ぶのならね。魔人が自ら魔王だと名乗った例もあるし、魔獣だった場合は冒険者ギルドが魔王だと認にん定ていしていた。でも聖剣や魔王アーロイと戦った私に言わせれば、彼らは魔王ではない。ただ、他の魔属より強いというだけだ。あの程度の個体ならば魔王アーロイ以前にもいたよ。だから私たちにとっては魔王と呼べる代しろ物ものではない。便べん宜ぎ上じよう魔王とは言っているけれど、私たちが真しんに魔王と呼ぶのは初代魔王アーロイだけだ。……今の魔王が現れるまではね」

　意味ありげなセルファシードの言葉にジェロイスが目を見開く。

「まさか……十八年前のあの魔王は……」

「そうだ、魔術師長。彼女こそ魔王アーロイ以来の真なる魔王。闇の聖剣の使い手──闇の勇者だ」

「なっ……！」

　アシュアルドたちは絶句する。セルファシードは自分の言葉が三人に与あたえた衝しよう撃げきを見て取って皮肉げに笑った。

「二千年前にあれほど恐れていたことが、我々の関知しないところで起こっていた。闇の聖剣に選ばれるまでもなく、闇の聖剣の使い手は誕生し、そのうえで瘴気に侵され魔属化していた。二千年前の悲劇がすでに繰り返されていたんだ」

「あの魔王が、闇の聖剣の使い手だったと……？」

　茫然とアシュアルドが呟く。その斜ななめ後ろでジェロイスが眉を寄せた。

「確かに……あの魔王は不思議な力を使っていましたが……」

「十八年前、君たちを拘こう束そくして動けなくしたのは闇の魔力だ。あれを見て、私はあの魔王がギルスフォード以来初めて誕生した闇の聖剣の使い手だと確信した。幸いだったのは、十八年前まではエクセルティーアが健在だったおかげで、封印された闇の聖剣アニムフィニスまでは彼女の存在が届かなかったことだ。つまり、使い手としての能力はあるが闇の聖剣を使ったわけではない」

　サーファスがその言葉を聞いて口を挟んだ。

「ちょっと待って、セルファシード。今、彼女って言った？　もしかしてアタシとアシュアルドが封印しているあの魔王は女だってこと？」

「そういうことだね」

　頷いてから、セルファシードは苦笑を浮かべた。

「外見からは分かりづらかったと思うけれど、あの魔王は……いや、闇の聖剣の使い手はと言うべきかな、彼女は確かに女性だ」

　アーロイの地に封印されている魔王の性別が分かりづらかったのは、顔のほとんどが長い前髪に覆われていた上に、だぶっとした黒い衣ころもを着ていたせいだ。身体の線が見えなかったので女性だとは判別つかなかった。

「話を元に戻すけれど、結果的にエクセルティーアが折れたことで闇の聖剣を封じる力は弱まってしまっているが、今度は魔王の方をエクセルティーアの欠片かけらの力とアシュアルド、サーファスの勇者の力で封印することで、両者が出会うことを防げた。だが、今、その封印はどちらとも解けかかっている。破られるのは時間の問題だ。だから」

　セルファシードは控ひかえの間にいるルティアたちを一人ひとり見つめながら告げた。

「水の勇者アシュアルド・クレメンス。水の聖剣エクセルティーアの生まれ変わりであるルティア・ホワイト。ロンダール国魔術師長ジェロイス・シャルネ。元ロンダール国軍所属の剣士にして現Ｓ級冒険者のディルナー・ノルン。緑の勇者シルヴィックことカシュクール国第三王子サーファス・カシュクール。火の勇者にしてアールゼータ大神殿の聖騎士ティファ・イレイス。あなた方に光の聖剣の使い手セルファシードとして要よう請せいします。風の聖剣と風の勇者が見つかり次し第だい、私と共にアーロイの地に行ってください。闇の聖剣が目覚める前に、魔王を倒す必要があります」

　沈ちん黙もくが広がる。シーンと静まり返る中、最初に言葉を発したのはサーファスだった。

「分かったわ。どうせ近いうちに行かないといけないのだしね」

　次に応えたのはティファだった。決意溢れる目をセルファシードに向ける。

「セルファ様が行かれるのであれば、命に代えてもこのティファがお守りいたします」

　ルティアはアシュアルドを一瞬だけ見上げると、セルファシードに視線を向けてため息交じりに頷いた。

「何となくこうなるんじゃないかと思っていたわ。分かりました。行きます。十八年前につかなかった決着をつけに」

「ルティアが行くのなら俺も行く」

　即そく答とうしたのはアシュアルドだった。やれやれとディルナーは肩かたを竦すくめる。

「ま、アシュアルドとお嬢じようちゃんが決着をつけに行くというのなら、俺たちが行かないわけには行かないよな、ジェロイス」

　ジェロイスは微笑んだ。

「ええ。ディルナー。決着がついていないのは僕たちも同様です。十八年前の借りは返させていただきますよ」

　全員の答えを聞いてセルファシードはにっこり笑った。

「これで決まりですね。それではさっそくアーロイに向けて出発しましょうか」

「はぁ？　風の聖剣と風の勇者はどうするの？　見つかり次第って言っていたじゃないの。いくら何でも早すぎない？」

　呆あきれたようにサーファスが言うと、「セルファ大神官」の口調にすっかり戻したセルファシードが答えた。

「もうすでに風の使い手となるべき相手はこの世に存在していますよ。風の聖剣ももうすぐ顕現してくるでしょう。私たちはアーロイに行く途と中ちゆうで風の勇者を拾えばいいんです」

「もう風の勇者が誰か分かっているっていうの？」

「はい。分かっています。十八年前から知っていました。今どこにいるのかもね」

　サーファスは胡う乱ろんげにセルファシードを見つめる。

「ねぇ、本当はセルファシードって『未み来らい視し』できるんじゃないの？　ミーム村のことといい、あまりに予想通りに進むから逆に胡う散さん臭くさいわ」

「胡散臭いとは失礼ですね。何度も言いますが、私に『未来視』の能力はありません。『未来視』の能力を持っていたのはシェライアです。私は彼女から色々聞いているだけにすぎません」

　シェライア。突然セルファシードの口からルティアの母親の名前が飛び出すのを聞いて、ビクッとなった。

　──ギルスフォードの話に気を取られてすっかり忘れていたけれど、そういえば、セルファシードが私の父親だという話はどうなったの？

「シェライア皇こう女じよ。フラウゼアの元第二皇女ね。聞くところによると、かなり強力な『未来視』の持ち主だったらしいけれど、そんな細かいところまで視みることができるもんなの？」

　セルファシードはにっこり笑う。

「私が知る限り、シェライアの『未来視』の能力は最強クラスです。今の私は彼女の『予言』という名の手のひらの上で踊おどる道どう化け師しのようなものだと思ってください」

「話の途中でごめんなさい。ちょっとセルファシードに聞きたいことがあるんだけど、いいかしら？」

　思わずルティアは口を挟んでいた。

「はい。かまいませんよ」

「シェライア皇女の相手が……その、つまり、私の父親がセルファシードだって話を聞いたんだけど、それは本当なの？」

　意気込んで聞いたルティアの質問に、セルファシードはあっさり答えた。

「ええ。そうです。あなたは私とシェライアの間に生まれた娘むすめです」

「……あ、ぅ……」

「おっと、あまりにサクッと答えられてしまい、お嬢ちゃん、言葉が出ないんだな」

　ディルナーが面おも白しろがって笑いながら暴ばく露ろする。

　──くっ。その通りですよ！　何かこう、深い事情があったとか、ロマンスがあったとか、前置きを期待してしまった自分が憎い……！

　セルファシードも楽しそうに笑う。

「私とシェライアは同志というか、協力者……いえ、共犯者という間柄ですね」

「共犯者……」

　どう考えても不ふ穏おんな響ひびきのある間柄である。

　もっと詳くわしく尋ねようとした矢先、突然セルファシードは真顔になって言った。

「その話はまた後ほど。そろそろ『聖座の大神官』の名前を使ってあなた方を呼んだのがギルド経由で総大神官長の耳に入る頃ころです。犯人捜さがしが始まる前にここを離れましょう。ティファ、皆さんを秘密通路を使って下まで案内して差し上げてください。私は支し度たくしてから行きます。外で落ち合いましょう」

「はい、セルファ様。おまかせください」

　一歩歩み出てティファが頭を下げる。

「え？　何がどうなっているの？」

　混乱してルティアは交こう互ごにセルファシードとティファを見つめる。

「説明は通路に入ってからいたします。ルティア様、急いでここを離れましょう」

　ティファにせかされて、ルティアたちは『聖座の大神官』の部屋を出た。いつの間にかセルファシードの姿が見えなくなっていたが、それを問う暇ひまはルティアたちになかった。
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「つまり、無断であの『聖せい座ざの大だい神しん官かん』の部屋を使っていたってことなのね」

　行きに使った薄うす暗ぐらい避ひ難なん通路を歩きながら、ルティアは額を押さえた。

　先頭を歩くティファは生き真ま面じ目めな顔をして振ふり返かえる。

「無断などと。セルファ様は総大神官長などよりよっぽどあの部屋を使う正当な権利があります」

「そりゃあ、『聖座の大神官』本人様だものね！」

　ケラケラとサーファスが笑う。

　──笑っている場合じゃないと思うんだけどなぁ。

　本神しん殿でんの奥おく宮みやにある『聖座の大神官』の部屋に行けるのは総大神官だけ。当然、一いつ介かいの大神官と聖せい騎き士しが近づける場所ではない。

　にもかかわらず、セルファシードはわざわざ秘密の通路を使って奥宮の『聖座の大神官』の部屋を利用していたのだという。誰だれにも話を聞かれなくて済むという理由で。

「今の大神殿は、表向きは総大神官長を中心にまとまっているということになっていますが、内情は派は閥ばつ争いが激化しています。隙すきあらば派閥同士で足を引っ張ろうと互たがいを見張っているのです。どこで話を聞かれるか分かったものではありません。ですからセルファ様は確実に誰にも話を聞かれない場所を必要としていたのです」

「それで『聖座の大神官』の部屋を利用することを思いついた、と」

　セルファシードはこの二千年の間に何度か神官として大神殿に所属していたこともあるので、今ルティアたちが歩いている場所のように、もう誰にも使われなくなっている抜ぬけ道みちや場所を色々知っているのだ。

「セルファ様は大神官という地位についていますが、どの派閥からも距きよ離りを置いているので、重要な役職にはついておりません。だからこそ、自由に動けるわけですが……」

　今の大神殿は、大神官になることはできても、派閥に入っていないとそれ以上の重要な地位には就つけない状態だという。

「どうやらフレイアがいた時より、ますます内情はひどくなっているようですね。嘆なげかわしいことです」

　ジェロイスがため息交じりに呟つぶやいた。

　彼の妻フレイアは元神官で、水の勇者に随ずい行こうして魔ま王おう討とう伐ばつに出るほど神聖魔ま法ほうに長たけた人物だ。ところが派閥争いには無む頓とん着ちやくだったために、彼女の名声を危き惧ぐした上層部から嫌いやがらせを受け、半ば追い出されるような形で大神殿を出ている。そのせいでジェロイスは大神殿の上層部に良い感情を抱いだいていない。

「はい。最近では大神殿の権力闘とう争そうに嫌いや気けがさして辞やめていく神官も多くなりました。大神殿に残るのは、人々に寄より添そうのではなく、権力を持ちたいと私欲にまみれた者たちばかりです」

　ティファもまた女の身で聖騎士にまで登りつめたものの、派閥に属してないことで隅すみに追いやられているらしい。もっとも、本人はまるで気にしていないようだが。

「おかげでセルファ様の護衛になれましたから。私とカリンはセルファ様にご恩があるのです」

　孤こ児じとなって神殿に引き取られたティファとカリンの教育係を担当したのが、当時神官になったばかりのセルファシードだったという。

「両親を失い、故郷も失った私たちに、生きる目的を与あたえてくれたのもあの方です」

　自分たちとは同じ境きよう遇ぐうの子どもをつくりたくないという二人に、セルファシードは進むべき道を示した。人々に寄り添いたいと願うカリンにはその魔ま力りよくを生かした神官職に、ティファには自分の手で大事なものを守るために聖騎士への道を勧すすめた。

「カリンは結局結婚するために大神殿を離はなれてしまいましたが、その時も反対する大神殿を説得して、結婚の後あと押おしをしてくださったのはセルファ様でした」

「なるほど、そういうことだったんですね」

　カリンから結婚にまつわる話を聞いていたジェロイスとルティアは、納なつ得とくしたように頷うなずいた。あの時カリンが上司と言っていたのはセルファシードのことだったのだ。

　サーファスが隣となりを歩くティファに「ねぇ」と声をかける。

「あの口ぶりでは、彼がアタシとあんたに関わったのは、将来聖剣の勇者になるとあらかじめ分かっていたからだと思うけど、それでもいいの？」

　あ、とルティアは口元を押さえる。

　確かにシェライア皇こう女じよから色々聞いていたというセルファシードが、奥宮に侵しん入にゆうしたサーファスを捕つかまえたのも、きっと偶ぐう然ぜんではないのだろう。

　試ためすようなサーファスの言葉にティファは微笑ほほえみながら首を横にふった。

「構いません。動機がなんであれ、私たちがあの方に救われたのは確かなのですから」

　迷いのない口調だった。サーファスもふっと口元を緩ゆるませる。

「ふーん。まぁ、アタシもまったく気にしていないけれどね。彼のおかげで刺し激げき的てきな日々を送れているし、何よりこの恰女好装に目覚めさせてくれたは彼のおかげだもの！」

「〝あ〟？」

　自分の真後ろでディルナーが妙みような声を出したのを、ルティアは確かに聞いた。

　──あわわわ。

　最さい後こう尾びにいるディルナーの様子にまったく気づかずにサーファスが弾はずんだ声でティファに言う。

「まだセルヴィアースの使い手となる前のことなんだけどね。彼の依い頼らいで潜せん入にゆう捜そう査さする必要があったの。その時に素す性じようを隠かくすために女装したらどうかと勧められたのよ。きっとアタシに似合うからって。あの時彼が女装を勧めてくれなかったら、今のアタシはないわぁ」

「……そうか、アレはあいつのせいだったのか」

　地を這はうような声が聞こえてきて、ルティアは背筋に冷ひや汗あせが流れていくのを感じた。

　のちにサーファスがいない所で、「責任とってあいつを真人間になるように教育しろ！」「私のせいじゃありませんし、無理です」などというディルナーとセルファシードの会話が交かわされることになり、間に挟はさまれたルティアが苦労するはめになることを、この時の彼女はまだ知らない。

　ティファが後ろを振り返って言った。

「皆みなさま、あと少しで本神殿を出ます。そのまま居住区を迂う回かいして正面に回って大神殿の外に出ましょう。そこでセルファ様と落ち合う予定になっております」







　巡じゆん礼れい者しやに紛まぎれて正面玄げん関かんから大神殿を出たルティアたちは、山を下ったところでセルファシードを待っていた。

「お待たせしました」

　しばらくして姿を現したセルファシードの恰好を見て、全員が驚おどろきに目を丸くする。ティファやサーファスも例外ではなかった。

「セルファ様？」

「ちょっとセルファシード、その恰好は何なのよ？」

「おかしいですか？　旅をするのにちょうどいいと思いますが」

　不思議そうにセルファシードは自分を見下ろした。

「いや、確かに旅をするにはちょうどいいけどさ……」

　二人が驚くのも無理はないとルティアは思う。

　現れたセルファシードは、髪かみの色こそこげ茶色にしているが、先ほどまでの神官服姿ではなくなっていた。神官姿だと目立つからそれは構わないのだが、問題は彼が身に着けているマントが、冒ぼう険けん者しやギルドのものだったということだ。

　神官服姿の時の髪は背中でゆるく一本にまとめていたが、今はうなじの部分できちんと結ばれている。先ほどまでの彼と違ちがうのは髪と服装、それに腰こしに下げられた光の聖剣アルスラディウスだけなのに、受ける印象はがらりと変わっていた。今の彼は神に仕える神官ではなく、誰が見ても剣けん士しだ。

「変われば変わるもんねぇ」

　サーファスは感心していたが、実のところルティアはこちらの姿の彼を見慣れているため、他の人ほど驚いているわけではない。

　──むしろ、神官姿の方が違い和わ感かん甚はなはだしかったわ。

　ルティアの知る光の勇者セルファシードは、真面目で正義感あふれる剣士だ。少し血気盛さかんなところはあったが、思し慮りよ深ぶかいギルスフォードがうまくフォローしていたものだ。

「型は多少古いようですが、そのマントは冒険者ギルドのものですよね？」

　まじまじとセルファシードの服を見ながらジェロイスが尋たずねる。

「その通り。実はね、十八年前に神官として大神殿に入る前は、冒険者ギルドに所属してたんだ。これはその当時のもの」

「冒険者ギルドに？　あなたが？」

　神官としての彼しか知らないアシュアルドには意外だったのだろう。目を丸くしてセルファシードを見ている。そんな彼にセルファシードは笑顔を向けた。

「Ａ級冒険者だった。私はこの姿のまま歳としを取らないからね。どんなに長くても数十年ほどしか同じ場所にいられない。だから、各地を転々としていたし、その時々についている職もバラバラだ。一番多いのはやっぱり冒険者かな。時々神官もやっていたよ。次に多いのは大国の王に仕える仕事。この三つが必要な情報を得るには都合がよかったから」

「そんなに……」

　ルティアは改めてセルファシードが長い時を生きてきたのを実感する。二千年前に一いつ緒しよに戦った仲間たちがとうに亡なくなっている世界で、彼はどんな気持ちでずっと生きてきたのだろうか。

　歳を取らないせいで人と深くかかわることもできず、転々と生きる場所を変えていく長い長い終わりのない生。

「その……辛つらくはないんですか？　アールゼータの依より代しろとして長い時間を生きることは」

　ためらいがちにアシュアルドが尋ねる。きっと彼もセルファシードの孤こ独どくな人生に、ルティアと同じような感かん慨がいを抱いたのだろう。

　アシュアルドの質問にセルファシードが答えようとした時、ジェロイスが眉を寄せながら口を挟んだ。

「少し疑問なのですが、なぜあなたが……あなただけがその役目を背負うことになったのです？　アールゼータの依代として不老不死になったからという理由があったとしても、聖剣たちが二千年前の真実を使い手だけに伝えていく方法もあったはずなのに……」

「次代の聖剣の勇者たちによけいな負ふ荷かをかけたくなかったし、私が背負うべきことだと思ったからね。それに……」

　セルファシードの口元に自じ嘲ちようの笑みが浮かんだ。

「贖しよく罪ざいの意味もある。二千年前、各地で増え続ける瘴気に対処するため、単独行動することに決めたのは私だったから。あの時、バラバラにならずに全員で動いていたら……。せめて二人一組であったなら、ギルスフォードに降りかかった悲劇は防げていたかもしれない。そう考えて、私はずっと悔くやみ続けているよ」

　二千年前、ギルスフォードが一人でなければ悲劇は防げたのか、それともやはり悲劇は起きていたのか。今となっては分からない。ただ、そう考えてセルファシードが自じ責せきの念ねんを抱いているのは確かだ。

「セルファシード殿……」

　痛ましそうにジェロイスはセルファシードを見つめる。

「気にしないでくれ、魔術師長。それにアシュアルド。辛くないと言ったら噓うそになるが、私は一人ではなかったからね」

　言いながらセルファシードはそっと腰にさしたアルスラディウスに触ふれる。

「他の聖剣たちに時々遭そう遇ぐうすることもあるし。……あ、だけど、二百年前のことでは少しアーデンティスフレアを恨うらんでもいるかな」

　セルファシードの視線が向かったのは、ティファの腰にある火の聖剣アーデンティスフレアだった。

（なんでじゃ）

　不ふ機き嫌げんそうな声でアーデンティスフレアは応じる。

「せっかく目立たないようにしていたのに、あなたが偽にせ物ものの火の聖剣や自じ称しよう火の勇者、それにその場にいた神官たちを物ぶつ騒そうにも焼やき尽つくそうとするから、つい出てきて口を挟む羽目になったんじゃないですか。そのせいで『聖座の大神官』などに祭り上げられそうになったんですよ」

『聖座の大神官』が誕生したきっかけは、二百年前に火の聖剣アーデンティスフレアと火の勇者を騙かたる偽物が大勢出現したからだ。居並ぶ神官たちもどれが本物か分からず途と方ほうにくれているところに、本物のアーデンティスフレアを言い当てた神官がいた。

　彼には聖剣の声が聞こえたのだという。実際、彼が本物だと言った火の聖剣と勇者は神官たちの前でいとも簡単に瘴しよう気きを浄じよう化かしてみせた。当時の魔王をも倒たおして、本物だと示した。彼が言っていたことは事実だったのだ。

　言うまでもなくそれが、当時大神殿に神官として潜もぐり込こんでいたセルファシードであり、彼を祭り上げるために名付けられた名めい称しようが『聖座の大神官』というわけだ。

（妾わらわを騙るからだ！　あのような欲の張った無ぶ礼れい千せん万ばんの輩やからは焼き尽くされて当然じゃ！　本物と偽物の見わけもつかぬ無能な神官どもも同罪じゃろうが！）

　アーデンティスフレアが声を張り上げる。ティファの腰に差してあった剣身が鞘さやの中でカタカタ鳴った。

　もちろんアーデンティスフレアの声は聖剣たちとルティア、セルファシード、それに火の聖剣の使い手であるティファには聞こえるが、その他の人間には聞こえていない。けれど、カタカタ揺ゆれるアーデンティスフレアの様子に、おおよそ言ってることは伝わったらしい。

　ルティアの後ろでジェロイスとディルナーが小さい声で会話を交わしている。

「聖剣にも色々個性があるものですねぇ」

「ああ。一つ確かなことは、魔王の城で勝手に動き出すまでカタリとも鳴らなかったエクセルティーアは、聖剣の中でも大人しい性格だったということだな。……ルティアはともかく」

「偶然ですね、僕ぼくも同じことを考えていましたよ」

　──ちょっと、私ルテイアはともかくって、どういうこと!?

　抗こう議ぎしようと後ろを振り返りかけたルティアの耳に、しみじみとした声が届く。

（賑にぎやかだね。こんな喧けん騒そうもたまにはいいものだ。全員が揃そろっていた頃ころを思い出すよ）

　懐なつかしそうな口調で言ったのは光の聖剣アルスラディウスだった。大地の聖剣セルヴィアースが呟く。

（我はもう少し静かな方が好ましいのだが。これで風が揃ったらどうなることやら）

　あちこちから聞こえてくる、新旧揃った懐かしい声。懐かしい喧騒。

　──ああ、確かにこれは昔を思い出す。

　こうして聖剣が一度に多く集まったのも、二千年以来のことだ。

　じわりとその実感が沸わいてきてルティアの目が潤うるむ。懐かしいような、うれしいような、悲しいような、そんな不思議な気持ちだった。

　涙なみだをこらえてじっと皆の様子を見つめていると、隣に立つアシュアルドがルティアを心配そうに尋ねる。

「ルティア、どうしたんだ？」

「え？　ど、どうって？」

「なんだか泣きそうになっているから」

　そこまで言うと、アシュアルドは少し声を落として続けた。

「やっぱり彼が実の父親だというのが気になる？　確かに昔の仲間が父親だったと聞かされて、ルティアが複雑な気持ちになるのも当然だ。彼にもあまり父親だという自覚はないみたいだし……」

「あ、そうじゃないの。違うの」

　エクセルティーア以外の聖剣の言葉が聞こえないアシュアルドには、どうやらセルファシードとの親子関係を気に病やんでルティアが涙をこらえているように見えたらしい。

「セルファシードのことじゃなくて、これほど聖剣が集まったのは久しぶりだなって思っていただけなの。こんな和なごやかな雰ふん囲い気きの中で聖剣同士が揃ったのは、ギルスフォードが魔王になる前のことだったから、なんだかぐっときちゃって」

「そうだったのか」

　アシュアルドはホッとしたように微笑んだ。

「確かに、これほど一気に聖剣と勇者が揃うとは、夢にも思わなかった。ルティアが感かん慨がい深ぶかくなるのも無理はない。ましてやルティアにとって二千年前の辛い出来事をともにした仲間たちだもの」

「うん。そうなの。だからね……」

　ルティアは火の聖剣アーデンティスフレアと会話をしているセルファシードにちらりと視線を向けて、小さな声で告白した。

「せっかくアシュが気にかけてくれるところを申し訳ないけど、あまりセルファシードに対して父親だという意識はないのよね。エクセルティーアにとって彼は辛い記き憶おくを共有する大事な仲間。今の私も彼を実の父親として見る以前に仲間としか思えないの。たぶん、セルファシードも同じだと思う」

　現にセルファシードのルティアへの態度は、娘むすめではなく仲間に対するものだ。

「私はそれでいいと思ってる。むしろ父親だという態度を取られたらどうしていいか分らないわ」

　ルティアにとって父親は孤児院から引き取ってくれたルギと、ルギの亡き後に育ててくれたバイロイドだけ。

　──そう感じる私は薄はく情じようなのかしら？

「ルティアがそれでいいなら、俺が何か言う必要はないんだ。ただ、前にも言ったけれど、一人で悩なやんだり抱かかえ込こんだりしないで欲ほしい」

　思えば昨晩からずっと彼はこうしてルティアに心を砕くだいてくれていた。

　──大切な、大切なアシュ。今の私の使い手。

　ルティアは感傷を振ふり払はらって今の使い手を見上げて微笑んだ。

「アシュ……ありがとう」

「礼を言うのは俺の方だ。ヴォルドの西の森に出かけた時、エクセルティーアのことで思おもい悩なやむ俺にルティアがかけてくれた言葉のおかげで、気持ちが楽になったんだ」

　アシュアルドは目を細めて微笑んだ。

「西の森で？　私、何か特別なことを言ったかしら？」

　あの頃、アシュアルドはルティアがエクセルティーアの生まれ変わりであることをまだ知らず、他人と関わり合おうとしなかったので、会話を成立させるのもひと苦労だった。そのため色々と話しかけた覚えはあるが、エクセルティーアのことで特に変わったことを言った覚えはない。

「それは──」

　思い出せず、首をかしげるルティアにアシュアルドが何か言おうとした時だった。二人の耳に、アーデンティスフレアとの会話を一方的に切り上げたらしいセルファシードの声が届く。

「さて、話はこれくらいにして、そろそろ出発しようか。ひとまず山を下りてラダとの国境を越こえる」

（まだ話は終わっておらんぞ！）

「ミーム村に戻るのですか？　セルファ様」

　まだ何か言いかけるアーデンティスフレアをぽんぽんと叩たたいてなだめながら、ティファが尋ねる。

　ラダ国との国境と聞けば思おもい浮うかぶのがミームの村だ。ところがセルファシードは首を横に振ふった。

「いや、ミーム村へは行かず、国境を越え次し第だい移動の魔法陣じんを使ってヴォルドへ向かう」

「ヴォルドへ!?」

　驚いたのはルティアだ。アーロイに行く前に一度ヴォルドに戻ることを提案しようと思っていたのだが、まさか先に言われるとは思っていなかったのだ。

「ああ。もうヴォルドに魔獣の群れが向かう心配はない。戻っても大だい丈じよう夫ぶだ。それに、ヴォルドに行くのは君たちのためだけじゃない。実はね、風の勇者となるべき者がヴォルドにいるんだ」

「ヴォルドに、風の勇者が？」

　予想もしなかった言葉にルティアとアシュアルド、それにジェロイスとディルナーが顔を見合わせる。

「風の聖剣ももうじき目覚めて風の勇者のもとへ顕けん現げんするだろう。ヴォルドに行き、風の勇者と合流し、準備を整えてアーロイに向かおう」

「お待ちください、セルファシード殿。アーロイまでは遠い。長く国を離れるのなら、王に許可を取らないとなりません」

　慌あわてて口を挟んだのはジェロイスだった。

　魔ま術じゆつ師し長ちようという要職に就いている彼は簡単に国を離れるわけにはいかない。必ず国王の許可が必要となる。

　今回の総本山行きはカシュクール国の第三王子直じき々じきの要よう請せいということで簡単に許可が下りたが、遠いアーロイの地に行くとなれば話は別だ。

　セルファシードはジェロイスに向かって微笑みながら頷く。

「もちろん、そうしてくれて構わないよ。ヴォルドに着いて数日ほどは余よ裕ゆうがあるだろうから、その間にロンダールの王都に行ってくるといい。私の素性と過去のこと以外だったら国王に話してくれても構わない。今のロンダール国王は聡そう明めいだから、魔王が封ふうじられているにもかかわらず、これだけ続々と聖剣が顕現していることの意味をすぐ悟さとるだろう」

「魔王の強さで顕現する数が変わると言われていますから、それだけあの魔王は強いということなのですね」

　聖剣が一度に顕現するのは一振り、多くても二振りほどだ。

　十八年前、アーロイの地にいる魔王がそれほど強くない魔獣王だと思われていたのは、当時顕現していた聖剣がエクセルティーア一振りだけだったことも一いち因いんといえる。

「その認にん識しきは正しくもあり間ま違ちがっているとも言える。聖剣が顕現するのは地上に溢あふれる瘴気の総量とかかわりがあるんだ。魔王の強さではない」

　確かなことは、瘴気が多いければ多いほど「魔王」は強くなるし、顕現する聖剣も増えていく。

「それほど強い魔王だったのなら、なぜ二十年前はエクセルティーアだけ顕現したんだ？」

　ぽつりとアシュアルドが呟く。

「なぜ今になって聖剣はすべて集まろうとしている？　あの魔王が闇やみの勇者だったのは二十年前も同じだったはずだ。それがなぜ今なんだ？　あの時、一振りだけでもいいから、他の聖剣と勇者がいれば、エクセルティーアは……！」

　折れずにすんだかもしれないのに──。

　声には出さなかったが、ルティアはアシュアルドがそう続けようとしていたことに気づいていた。思わずアシュアルドの腕うでに触れる。

「アシュ……」

「……ごめん、ルティア」

　──そのごめんは何に対して？　ルテ私ィア？　それともエクセルティーア？

　ほんの少しもやもやしたものをルティアは感じてしまう。

　セルファシードは目を細めてそんな二人の様子を見ていたが、やがて静かに口を開いた。

「なぜ二十年前に顕現したのがエクセルティーアだけだったのか、それは私にも分からない。あのシェライアですら理由を探さぐることができなかった。でも、今にして思えば、アールゼータ神の思おぼし召めしだったのかとも思う。未来は変えることができるけれど、起こってしまった過去は変えられない。アシュアルド、エクセルティーアは確かに折れてしまったけれど、今君の隣にはルティアがいる。君はそれを否定したいの？」

　アシュアルドはハッと顔を上げ、すごい勢いで首を横に振った。

「まさか、そんなことはない！」

「なら過去のことを悔くやむのはやめて、今目の前にある事実を忘れないでくれ。これは忠告だよ、水の勇者。大事なのは過去ではなく、今であり、そして未来なのだから」

　微笑みながら言うと、セルファシードはアシュアルド、ディルナー、ジェロイスをぐるりと見み渡わたす。

「それといい機会だから伝えておこう。十八年前、君たちがあの魔王を倒すのではなく封ふう印いんしたことは、最良のことだった。討伐できなかったのだと、失敗したのだと悔やむ必要はない。あの時点で魔王を倒すことは難しかったし、また倒すことができても、魔王がため込んでいた膨ぼう大だいな瘴気をエクセルティーアだけで浄化するのは無理だった。もしも倒せていたとしても、その結果、地上には瘴気があふれ、世界はひどいことになっていただろう。君たちは最悪の結果になることを防いだのだ。そして十八年間も時を稼かせいでくれた。光の聖剣の使い手として、また、この世界を見守っている者として感謝している」

「セルファシード殿……」

　魔王を討うつこともできずエクセルティーア聖剣を失い、あげくに魔王を封印するためにアシュアルドをも失ったディルナーとジェロイス、それにフレイアにとって、あの戦いは失敗で、非常に悔いが残るものだったに違いない。

　どれほど周囲が褒ほめたたえようが、討伐できなかったのはフラウゼアのいい加減な予言のせいだと慰なぐさめようが、三人にとっては何の気休めにもならなかっただろう。

　──でも、セルファシードの言葉で、ほんの少しだけ気が楽になったんじゃないかしら？

　ジェロイスとディルナーはセルファシードの言葉をかみしめるようにぐっと歯を食いしばっていたが、やがて顔をあげた。

　最初に口を開いたのはディルナーだった。

「俺たちこそ感謝している。こうして十八年の時を経てもう一度あの時の借りを返す機会を与えてくれて」

「そうです。私たちは聖剣の勇者ではないので、あまり役には立たないでしょうけど、せめて足を引っ張らないように精一杯頑がん張ばります」

　セルファシードはくすっと笑った。

「足を引っ張るなんてとんでもない。魔王を倒すためには、君たちの協力が不可欠になるとシェライアは『予言』していたよ」

「は？　俺たちが？」

　思わず二人は顔を見合わせる。

「だからアシュアルドとルティアだけではなく、君たちも連れてくるよう殿でん下かに依頼したんだ。どうあっても同行してもらうので、そのつもりでいてほしい。さて、あまり余裕もないので、そろそろ出発しようか。ヴォルドへ向けて」

（そうだな。確かにあまり余裕はなさそうだ）

　今までほとんど言葉を発しなかった大地の聖剣セルヴィアースが重々しい口調で言った。

（アーロイの大地がざわついている。魔王の目覚めは考えている以上に早いかもしれぬ）







　一時間後、ルティアたちは山を下り、国境を越えてラダ国に入るとすぐさま移動の魔法陣を使い、ヴォルドに移動した。

　いつも通りにぎわっているヴォルドのメインストリートを歩きながら、ルティアは感慨深げにため息をつく。

「なんか、王都に出発したのはたった一週間前なのに、長らく留守にしていた気分だわ」

　王都見物のはずが「聖座の大神官」に呼ばれて大神殿に行くことになり旅をし、ミーム村では魔獣の群れと戦い、大神殿で懐かしい相手と再会してヴォルドに戻ってきた。

　とても一週間の間に起こったことだとは思えないほど色々あって目まぐるしい日々だったのだ。長く感じてしまうのも無理はない。

「でも、まぁ、何も変わってない様子で安心したわ」

「たった一週間なんだから、変わりようなんてないでしょ」

　そっけない口調でルティアの感傷をぶった切ったのはサーファスだった。

「もう、そういう意味で言ったんじゃないんですってば」

　セルファシードに依頼されたサーファスがルティアたちを大神殿に連れて行かなければ、魔獣の群れはヴォルドを襲しゆう撃げきしていただろう。いくらヴォルドにギルド支部があって冒険者も大勢いるとはいえ、これだけの大人数を守り切ることは不可能だった。大きな被ひ害がいが出ていただろう。

　ミーム村でひとりの犠ぎ牲せいも出さずにすんだのは、あそこがそれほど大きな村ではなかったことと、元神官のカリンがいて村全体を結界で守っていたからなのだ。

　──これで当面ヴォルドが襲おそわれることもないはずだわ。そのために先手を打ってこちらからアーロイの地に赴おもむくんだから。

　ポケットからギルド特製の懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出してルティアは時間を確かく認にんする。

　時計は昼過ぎを示していた。この時間だとまだ養父のバイロイドはギルドのヴォルド支部にいるだろう。

「やっぱり、何をさておき父さんには無事に帰ってきたことを報告しないと、さすがにマズイわよね……」

　ルティアの独り言を耳にしたアシュアルドが頷く。

「そうだな。寄り道はしないでまっすぐギルドに行った方がいいと思う。アーロイ行きも許してもらう必要があるし」

「そうよね」

　一番の問題がそれだ。昔からルティアのアーロイ行きに反対していたバイロイドを説得するのは大変だろう。

　──でも、私が行かなくちゃ始まらないもの。何とか父さんに許してもらわないとね。あ、そうだ。

　振り返ってルティアは後ろを歩いている二人に尋ねる。

「私たち、このまままっすぐギルドに向かいますが、セルファシードやティファさんたちはどうします？　なんだったら私の家に先に行って休んでいても構わないですよ」

「いや、私たちもギルドに行くよ。用があるんだ」

　答えたのはセルファシードだ。

「用？」

　疑問に思ったが、あまりルティアは気にしなかった。ギルドに所属していない人も便利道具を買うためにギルド支部をよく訪おとずれるからだ。これからアーロイまで旅をするのに必要なものも、たいていギルドに行けば手に入る。

　それに、魔属の最新情報を得るにはギルドに行って確認するのが一番手っ取り早いのだ。

「それじゃあ、みんなで行きましょう」

　ルティアはギルド支部がある西側地区に向かって、メインストリートを横切った。




「あら、ルティア、おかえりなさい！」

　ギルド支部の建物に入ったルティアたちを受付のルルが笑顔で迎むかえる。いつもと変わらない親友の様子に、ルティアはホッと安あん堵どした。

　──本当に、何もなくてよかった……！

「王都はどうだった？　楽しかった？」

「あ、うん……すごい大きな都で、人もたくさんいたわ」

　答えながらルティアは心の中で付け加える。

　──王都にはほぼ一日しかいなかったけれどね！

　サーファスがやってきて急きゆう遽きよ大神殿に行くことになったせいで、着いたその日と、翌日の午前中しか王都に滞たい在ざいできなかったのだ。

「あ、ルル。お土産みやげのことだけど、ごめんなさい。もうちょっと後でいいかしら？」

　お土産は買ったのだが、大神殿に行くことになったので、王都にあるジェロイスの屋や敷しきに置いてきてしまったのである。

　ルルは朗ほがらかに笑った。

「いつでもいいから気にしないで。それより、見慣れない人たちを連れているのね」

　ルティアたちの背後に視線を向けてルルは首をかしげる。見慣れない人たちというのはセルファシードとサーファスとティファのことだろう。

「それとも一緒に入ってきただけかしら？　こんにちは、皆さん。何か手伝えることはありますか？」

　お客様向けの笑顔を浮うかべながらルルは尋ねる。答えたのはティファだった。彼女はルルににこやかな笑みを向けて言った。

「ありがとうございます、美しいお方。ですが、私たちはルティア様の付つき添そいで来ただけですので、どうかお構いなく」

「ま、まぁ、美しい方なんて……」

「ル、ルル……？」

　驚くことに、今まで冒険者たちにどれほど褒めそやされても顔色ひとつ変えなかったルルが、ティファの爽さわやかな笑顔を見つめて恥はじらうようにポッと頰ほおを赤らめたのだ。それどころかティファにうっとり見とれている始末だった。

　これにはディルナーも啞あ然ぜんとしている。

「難なん攻こう不ふ落らくのルルお嬢じようちゃんが、まさか女に陥かん落らくするたぁ、さすがの俺もびっくりだ」

　ティファの隣ではサーファスが口に手を当てていた。

「ティファ、なんて恐おそろしい子……！」

「ええっと、私が何か？」

　当のティファは自分が何を引き起こしたのか分かっていないらしく、微笑みを浮かべながら首を傾かしげる。

「はうっ……！」

　凜り々りしくもかわいらしいティファの仕草を見て、ルルが悶もだえはじめる。このままでは埒らちが明かないと思ったルティアは、カウンターに身を乗り出してルルの肩かたを摑つかんだ。

「ルル！　気持ちは分かるけどしっかりしてぇ！」

　ハッと我に返ったルルは姿勢を正して、咳せきばらいをした。

「ご、ごめんなさい、ルティア。理想が服を着ていたものでつい……」

　──ルルの理想はティファさんなのか……。

　と思ったものの、ルルのいつもと違う様子に受付の近くにいる冒険者たちが勘かんづき始めたことに気づいて、ルティアはそれ以上突つっ込こむのはやめにした。今は受付からティファを遠ざけるのが先決だろう。

「ええと、ルル、父さんはいるかしら？　確かギルドの会合があったって聞いたわ」

「支部長なら上にいるわ。昨夜遅おそくギルドの緊きん急きゆう会合から戻ってきたそうよ。それよりルティアったら、支部長の許可を取らないでカシュクールにある大神殿の総本山まで行っちゃったんだって？　支部長、カンカンだったわよ」

「アハハ……やっぱり怒おこってるよね、父さん……」

「ずっと機き嫌げん悪かったわよ。ちゃんと謝あやまりなさいね」

「わ、分かってる。土下座して謝るわ」

「大げさね。そこまでしなくても支部長は許してくれるわよ」

　ルルはルティアの言葉を冗じよう談だんだと思ったようだが、ルティアは本気だった。何しろアーロイに行く許可を得るという難事業まで待っているのだ。土下座で許可をもらえるのであれば、何度だってしてみせよう。

「とにかく行ってみるわ」

　名残なごり惜おしげにティファに視線を注ぐルルをよそに、ルティアは全員を連れて上の階に向かった。

　バイロイドの執しつ務む室しつの前に立ち、ルティアは覚かく悟ごを決めて扉とびらを叩く。

「と、父さん？　ルティアです。ただいま戻りました」

　ややあって低い声が中から聞こえた。

「……入りなさい」

　──あ、これはものすごく怒っている。

　この時点でルティアは長時間の説教を覚悟した。

「ええっと、他の皆も一緒だけど、いい？」

「あいつらだろう？　ちょうどいい。連中にも言いたいことがある」

「おっさん、これは相当怒ってるなぁ」

　ディルナーが顔を引きつらせる。

「仕方ないです。大人しく怒られましょう。さぁ」

　ジェロイスがルティアの横から手を伸のばして、扉を開ける。促うながされ、ルティアはしぶしぶ先頭に立って部屋に足を踏ふみ入いれた。

　バイロイドは書類の乗った大きな机の前に立ち、両腕を組んで部屋に入ってくるルティアたちを見守っている。……いや、見守っているというより睨にらんでいるといった方が正しいだろう。

　──ひええ。

「よう、バイロイド」

　部屋に入りながらディルナーが手を上げて挨あい拶さつする。が、バイロイドはじろりと睨みつけるばかりで挨拶を返すことはなかった。

「こんにちは、バイロイド」

　もちろんジェロイスの挨拶にも返答をしなかったが、彼の後からアシュアルドが部屋に入ってくるのを見て腕うで組ぐみを解いた。

「ようやく帰き還かんか。お前たちは俺がなんで怒っているのか分か……」

「はーい、こんにちは～」

「お仕事中、申し訳ありません、失礼します」

「……なんだ、客人か？」

　アシュアルドに続いてサーファス、ティファが姿を見せると、そこでようやくバイロイドはルティアたちの他に人がいることに気づいたようだった。

「だが、客人がいるからって俺が説教を遠えん慮りよするとでも──」

　最後に部屋に入ってきたセルファシードを見てバイロイドの声が途と切ぎれる。目を見開き、まじまじと彼を見つめて呟いた。

「……シド？」

　セルファシードはにっこり笑う。

「久しぶりだね、バイロイド。今は支部長だっけ？　すっかり貫かん禄ろくついたじゃないか」

「え？」

　ルティアのみならず、その場にいた誰もが驚いて二人を見る。

「あなたは全然あの頃と変わってな……いや、そうじゃなくて、シド！　十八年前に突とつ然ぜんギルドをやめて以降、一体どこに行ってたんです!?」

「なに、ちょっとばかり大神殿で神官職についていたんだよ」

　思ってもみなかったようで、バイロイドは目を丸くした。

「は？　神官？　あなたが？　そういえば、どうしてうちのルティアたちと一緒に？」

「まぁ、色々あってね」

「ちょ、ちょっと、父さん！　二人とも知り合いだったの!?」

　ルティアは我が慢まんできずに二人の会話に割わり込んだ。

「あ、ああ。俺の先せん輩ぱいでＡ級冒険者だった人だ。ギルドに入ったばかりの俺に色々教えてくれた恩人でもある」

　セルファシードがルティアにいたずらっぽく笑った。

「神官になる前に冒険者ギルドにいたと話したじゃないか」

「いや、確かに言ってたけどっ！」

　──それで父さんと知りあいだなんて思うわけないじゃない！

　冒険者ギルドに所属する冒険者の数は多い。入いれ替かわりが激しいからだ。その中で養父とセルファシードが親しく付き合っていた可能性など考えもしなかった。

「Ａ級冒険者のシドと言えば、有名だったんだぞ。古参の奴やつに聞いてみるといい。あ、そうだ。シド、確かあなたはグンター支部長と同期でしたよね？　グンター支部長、今は運営本部の東部統とう括かつ部長になっていますよ」

「へぇ、出世したじゃないか、グンターの奴。ちょうどいいや。彼に連れん絡らくを取ろう」

「そうしてください。あなたが突然ギルドをやめて消息不明になった時、グンター支部長も心配して方々を探してたんですからね」

　啞然として二人を見ているルティアの耳に、アシュアルドとディルナーの会話が届く。

「おい、アシュアルド。バイロイドはシドって呼んでいたよな。もしかして、セルファシードはあのシド・アヴィスなんじゃないのか？」

「俺もそうだと思う。Ｓ級の実力を持ちながら『面めん倒どうだから』という理由でＡ級にとどまり続けたというシドの正体がセルファシードなら、ギルド本部で未いまだに語り草になっている数多くの逸いつ話わも頷けるものがある」

　──逸話？　セルファシードったら、一体、何をやったの？

　おそらく本人は素性を詮せん索さくされないために目立たないように活動しているつもりなのだろうが、全然隠しきれていなかったようだ。

（まぁ、セルファシードだからね）

　呆あきれているルティアの様子に気づいたのか、光の聖剣アルスラディウスが笑い交じりに呟く。

　思えば二千年前もそうだった。本人は目立たないようにしているつもりでも、なぜか注目を浴びるようなことをしてしまう。一いつ般ぱん人じんに紛れても、どういうわけか彼だけ目を引いてしまうのだ。光の聖剣に選ばれる使い手は得てしてそうだ。

　ルティアは断言する。

　──二百年前『聖座の大神官』などと言われるようになった原因は、本物の火の勇者と聖剣を当てただけじゃないに違いない。

　それに今も、セルファ大神官として絶対に何かやらかしているはずだ。

（昔話は後だ、セルファシードよ。大気が動いている。風が顕現しようとしているぞ）

　緊きん迫ぱくした大地の聖剣セルヴィアースの声が、和やかになりつつあったバイロイドの部屋に響ひびき渡わたる。その声が聞こえたのはルティアとセルファシード、そして緑の勇者であるサーファスだけだったが、ハッと反応した三人の姿に、事情を知らないバイロイド以外も異変に気づいたようだった。

（うむ。むずむずしよるわ。これは間違いなくあやつの気配じゃ。セルファシードよ、この部屋をめちゃくちゃにされたくなくば、外に出よ）

　アーデンティスフレアも偉えらそうな口調で告げる。セルファシードは頷き、バイロイドに言った。

「バイロイド。確かこの支部の建物には屋上があったな。今すぐそこへ移動しよう。でないと君は書類仕事をする前に部屋の後片付けをしなければならなくなる」

「え？　それはどういう……」

「いいから父さん、早く屋上へ行きましょう！」

　ルティアは強ごう引いんにバイロイドの身体からだを戸口に向かって押し出した。

　剣の姿を取ってないからか気づくのが後おくれたが、確かに背中がむずむずしていた。張りつめた空気が何かを孕はらんではじけそうになっているのが分かる。

　──濃のう厚こうな「風」の魔力が近づいてきている。

　風の聖剣ラプスエールが顕現しようとしているのだ。

　怪け訝げんそうなバイロイドを連れて、ルティアたちはギルド支部の屋上にあがった。

　ギルド支部はレンガ造りの四角い建物だ。屋根瓦がわらのない屋上は平らになっていて、洗せん濯たく物ものや薬草などを干すのにも利用されている。だが幸いにも今日は風が強いせいか、干している物はないようだ。

　屋上に出たルティアたちを明るい太陽と青空が迎えた。

「一体、屋上がなんだっていうんだ？」

　ひとり状じよう況きようが分からず首を傾げていたバイロイドだったが、不意に足を止めてキョロキョロ辺りを見回した。

「父さん？」

「いや、今何か、聞こえたような──」

（来るぞ）

　光の聖剣アルスラディウスが短い言葉を発した直後のことだった。いきなり周囲にキーンという不快な音が響き渡る。空気が振しん動どうしているのだ。

「な、なんだ？」

　その場にいた全員がとっさに耳を押さえたが、音は鳴り止まない。

（もうちょっと静かに来これんのか、あやつは）

　アーデンティスフレアがぼやく。当然ながら聖剣たちには鼓こ膜まくがないので、音による影えい響きようはない。騒さわがしいと感じるだけで、耳を押さえて顔をしかめている使い手たちの不快さは分からないようだ。

　──み、耳鳴りがするっ……！

　剣の姿になろうかとなかば本気でルティアが思いかけた時だった。不意に音が止んだ。

　と、突然、強い風が吹ふき、ルティアの髪が空を舞まう。

　目を開けていられなくて、とっさに閉じたルティアの耳に、今度はゴォォという轟ごう音おんが聞こえた。だが、音の割には身体に当たる風はそれほど強くない。

　そおっと目を開けたルティアは次の瞬しゆん間かん、ぽかんと口をあけた。

　屋上に竜たつ巻まきができていたのだ。誰もがその竜巻を啞然として見つめる。

　竜巻はそれほど大きくはない。人ひとり分の幅はばほどしかないのに、渦うずを巻く中心は風のうねりでまったく見えなかった。

　だが、セルファシード以外の人間が驚いたのは、その竜巻がバイロイドのほんの目と鼻の先でまるで生き物のようにうねっていたからだ。

「な、なんだ？」

　バイロイドはうろたえて竜巻から飛びのく。けれど竜巻はバイロイドが後ろに下がった分だけゆらゆらと近づいてくる。

「な、なんだ、これは!?」

　困こん惑わくするバイロイドを見ながら、ルティアはここに来て重要なことを思い出した。

　──そうだわ。聖剣は直接使い手の前に顕現するんだった！

　エクセルティーアも、アシュアルドが住んでいた家のほんの目と鼻の先にある小川の中に顕現している。

　──そして風の聖剣ラプスエールが今ここにああして顕現しているということは……。

　ルティアは思わず叫さけんでいた。

「と、父さん!?　父さんが風の勇者だったの!?」

「その通りだ。風の聖剣の使い手はバイロイドだ」

　セルファシードが楽しげに笑う。

「ルティア、君だって彼の魔力の性質が『風』だってことに気づいていただろう？」

「き、気づいていたけれど！　父さんが風の勇者だなんて分かるわけないわよ──！」

　エクセルティーア本人であるルティアにだって聖剣がどういう基準で使い手を選んでいるのかよく知らないのだ。ただ、目の前の人間が使い手だと感じる。──分かるのだ。

　ジェロイスが眼鏡めがねの下で目を大きく見開きながら呟いた。

「これは驚きです。ええ、ここ最近は驚きっぱなしですが、今回のこれが一番驚いたかもしれません」

　その言葉はたぶん、屋上にいる者の共通した思いだっただろう。

「まさか、おっさんが風の勇者だとはなぁ、世の中何が起こるか分からん」

「……だが、バイロイドなら確かに剣を扱あつかえる。エクセルティーアと会った時の俺のように、剣の修しゆ行ぎようをする必要はない」

「まぁ、探し物は案外身近にあるものよね」

「ルティア様のお父上が風の勇者だったのですね。なるほど、セルファ様が『よく知っている者だ』とおっしゃったわけです」

　どうやらバイロイドが風の聖剣の使い手になると知っていたのは、セルファシードただ一人だけだったらしい。

　もっとも、聖剣たちは風の魔力を持つバイロイドを見た瞬間に分かったのだろう。気づかなかったのは、あまりに身近にいすぎたルティアだけ。

　そのセルファシードが、竜巻をよけようとずるずる後ろに下がっていくバイロイドに声をかけた。

「バイロイド！　竜巻の中に手を入れて、中にあるものを摑むんだ！　そうすれば竜巻は消える」

「え、シド？　竜巻の中に手を入れろって……」

「大丈夫。その竜巻は君を傷つけない。私を信じて竜巻の中から取り出してほしい。世界のために必要なものだ」

「世界って……」

「君にしかできないことなんだ」

　いきなり世界を持ち出されて、すっかり困惑していたバイロイドだったが、ややあって竜巻を睨みながら言った。

「何だか分かりませんけど、分かりました。手を入れればいいんですね!?　そうすればこの竜巻はなくなるんですね!?」

「ああ」

「こうなりゃヤケだ！」
















　バイロイドは叫びながら竜巻の中に手を突っ込んだ。セルファシードの言う通り、竜巻はバイロイドの腕を吹き飛ばすことなく受け入れる。

「何かに手が当たりました、シド！　これを摑んで引き出せばいい──」

　突然竜巻が消しよう滅めつした。うなりを上げていた風もいつの間にか止んでいる。そしてバイロイドの伸ばした手に、一振りの剣が握にぎられていた。

　それは不思議な流線形をした剣だった。柄つかの中央にはガラスのような透とう明めいな石がはめ込まれている。

　誰もがその剣に目を奪うばわれていた。

　懐かしい波動を伝える剣に見入りながら無意識のうちにルティアは呟く。

「ラプス、エール……」

　風の聖剣ラプスエール。「風の石エア」を内包する、古い言葉で「疾走する大気ラプス・エール」と呼ばれる風を司つかさどる聖剣だ。

「な、なんだ、これは!?」

　自分が摑んでいるものを見てバイロイドは目を剝むいている。彼が仰ぎよう天てんするのも無理はない。竜巻の中から現れた、誰がどう見ても聖剣としか思えないものを手にしているのだから。

「これが聖剣の顕現──。本当に風の中から出現するのですね。まさかこの目で見ることができるとは夢にも思いませんでした」

　感動のためか、震ふるえるような吐と息いきを漏もらしながらジェロイスが呟く。

　誰もが聖剣の顕現という稀まれなる光景に息を奪われていた。ところが、そんな厳おごそかで神聖な雰囲気をぶち壊こわしにする「声」が響き渡る。

（はぁーい、空気を読んで風の聖剣ラプスエール、ここに参上！　あなたが新しいラプスエールの使い手ね。いやーん、すっごい好みの渋しぶいおじさまだわ。ラプスエール、張り切っちゃうぞ☆）

　底そこ抜ぬけに明るい声と口調に、脱だつ力りよくしてしまったのはルティアだけではないだろう。セルファシードすら目を白黒させている。だが、一番面食らったのは使い手に選ばれたばかりのバイロイドだろう。

「け、剣から女性の声が……」

　どうやらバイロイドには、初めからラプスエールの声が聞こえるらしい。

（うふふふ。末永くよろしくね、パパ♡）

「パ、パパ？」

　バイロイドの口がぽかんと開いた。

「……いや、これは予想しなかった。今度のラプスエールの性格はずいぶん明るめの女性だね」

　セルファシードが苦く笑しようする。さすがのシェライアの「未来視」でも、ラプスエールの性格までは予知できなかったようだ。

　聖剣たちにも個性がある。それは剣という形を得て、代々の使い手たちとの交流を経て徐じよ々じよに培つちかってきたものだ。性別のような区別すらある。エクセルティーアは女性の口調と声だ。ルティア女の子として生まれ変わっても違和感がなかったのは、エクセルティーアが女性的な気質の剣だったからだ。

　その個性は時とともに多少なりとも変化はするが、根本は変わらない。ところが、唯ゆい一いつ纏まとう人格や性別すら顕現するたびに変わるのが、風の聖剣だ。

　無色透明な「風の石エア」が象しよう徴ちようするがごとく、自由でとらえどころのない気質そのものの聖剣──ラプスエール。

　どうやら今度のラプスエールは軽い口調の若い女の子のようだ。

（はーい、セルファシード、お久しぶり！　変わらないわね、あなたは。ま、当然か）

「そうだね、君もつつがなく顕現できておめでとう、ラプスエール」

（ありがとう♡　あ、そこにいるのはエクセルティーアじゃない？　ずいぶんかわいらしい女の子に生まれ変わっちゃったのね。でもでも、ラプスエールと話が合いそうな予感がするわ！）

「そ、そうかな……」

　つい目が泳いでしまうのは仕方のないことだろう。だがラプスエールはルティアの返事などまるで聞いておらず、会話の矛ほこ先さきを他の聖剣たちに向けた。

（そして、兄弟きようだいたち、お久しぶり☆　皆の偶アイ像ドルラプスエールが来たからには、どどーんとお任せよ♡　瘴気なんて空のかなたに吹ふっ飛とばしちゃうんだからね☆）

（ええい、イライラする話し方をするでない！　なにがアイドルじゃ！　なにが「吹っ飛ばしちゃうんだからね☆」じゃ！）

　以前からラプスエールとはそりが合わない火の聖剣アーデンティスフレアが忌いま々いましそうに叫んだ。

（過去最高に腹立つ言こと葉ば遣づかいをしおって！　もう少し頭がよさそうなしゃべり方はできんのか！）

（あらやだ、アーデンティスフレアこそ、相変わらずババくさい話し方しちゃって。いまどき妾わらわなんて古ふる臭くさい言葉使ってるの、アーデンティスフレアくらいなんじゃない？）

（なんじゃと！　妾を愚ぐ弄ろうするのか！）

　ガタガタガタとティファの腰にあるアーデンティスフレアが鞘の中で抗議するように鳴る。それに応じるようにバイロイドの手の中の聖剣もカタカタと鳴った。

（図星つかれたからって怒らないでよ。みっともなーい。ね、パパもそう思わない？）

　ちなみにその「パパ」はさっきから啞然としたまま微び動どうだにしない。ルティアはバイロイドが心配になったが、ラプスエールたちの争いに口を挟む気力もなかった。

　──相変わらず、ラプスエールはアーデンティスフレアを煽あおるのがうまいわ。

　ラプスエールがどんな性格や性別を纏おうと、この二振りが顔を突つき合あわすと、いつもこんな感じの言い争いになるのだ。

　大地の聖剣セルヴィアースがため息をついた。

（やれやれ、今度から二倍うるさくなるのだな……）

「なんだか分からないけど、あんたも苦労するわねぇ」

　サーファスが腰に差してあるセルヴィアースを慰めるように叩いた。

「アーデンティスフレアもラプスエールもそのくらいで。皆が面食らっているよ。特にバイロイドが」

　セルファシードは二人をいさめると、ぽかんと口を開けたままのバイロイドの肩をポンと叩いた。

「中に入ろう、バイロイド。君に長い話をしなければならないんだ。その剣のこと、私のこと、ルティアのこと。……君には知る権利がある」

　その言葉にようやく我に返ったバイロイドが、長い息を吐はいて頷いた。
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　二階から響ひびいてくる怒ど鳴なり声ごえに、ディルナーは苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめた。

「あー、怒おこってんな、おっさん」

　一階の台所にいる彼らには内容までは分からなかったが、二階から時折響いてくる怒ど声せいの主ぬしが誰だれかはすぐ分かる。

　バイロイドだ。彼は今二階の自室で絶賛説教中なのだ。

　だが説教する相手はルティアたちではない。彼が怒っている相手は、なんとセルファシード。

　風の聖せい剣けんの使い手となったバイロイドに説明するために、ルティアたちはいったん自宅に戻ってきた。ギルドの建物の中では誰に話を聞かれるか分からないからだ。

　全員がまた同じ話を聞く必要はないだろうと、セルファシードが説明役を引き受けてバイロイドの自室へ二人で入っていったのが一時間前のことだ。その間にするべきことを済ませようと、サーファスとティファは宿を取るために外に出て行き、ジェロイスは国王の許可をもらいに王都へ戻っていった。

　残ったルティアとアシュアルド、それにディルナーは台所のテーブルでバイロイドたちの話が終わるのを待っているのだが、十分ほど前から雲行きが怪あやしくなってきていた。二階の部屋から怒声が交じり始めたのだ。

「父さん、聖剣の勇者をやるのが嫌いやなのかしら……」

　突とつ然ぜん風の聖剣の使い手に選ばれて、バイロイドが戸と惑まどっていたのは明らかだった。なので、てっきりルティアはバイロイドが聖剣の勇者を嫌がって拒きよ否ひしているのかとハラハラしたのだが、どうやら腹を立てているのは別のことだったらしい。

（パパはね、エクセルティーアのことで怒っているのよ）

　証言したのは、ルティアの隣となりの椅い子すに立てかけられた風の聖剣ラプスエールだ。彼女はつい先ほどまで二階にいたのだが、バイロイドがわざわざ二階から下りてきて置いていったのだ。会話の途と中ちゆう、あの口調で割り込んでくるので、気が削そがれるというのが理由だった。

「え？　父さん、私のことで怒ってるの？」

　バイロイドの怒いかりの原因が自分にあると聞いてルティアは顔を顰しかめる。

（そうよ。「親として無責任すぎる！」ってすごい剣けん幕まくでセルファシードを怒ってるの。もう、パパったら、怒っている姿もすごく素す敵てきで、ラプスエール悶もだえちゃう☆）

　椅子の上でカタカタ鳴る風の聖剣を見ながらアシュアルドが口を挟はさんだ。

「ルティア、ラプスエールは何と言ってるんだ？」

　水の聖剣の使い手であっても、アシュアルドにはエクセルティーア以外の聖剣の「声」を聞くことができない。そこでルティアが一言一句、口調も真ま似ねてラプスエールが言ったことをそのまま伝えると、ディルナーが顔を引きつらせた。

「……俺、少しばかりバイロイドが気の毒になってきたぜ」

「そうね……」

　これにはルティアも同意せざるを得なかった。どう考えてもラプスエールはバイロイドの苦手な部類の女性だ。聖剣とその使い手としてこれからうまくやっていけるのだろうかと心配になってしまう。

　──まぁ、ラプスエールはあれでも戦せん闘とうに長たけているから、戦いの場では大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど。

「それより、なぜバイロイドはセルファシードを無責任だと怒っているんだ？」

　ラプスエールの口調を意に介かいさず、アシュアルドが尋たずねる。

（んーっと、それはぁ──）

　話を聞いたルティアたちはバイロイドが怒るのも無理はないと思った。

　バイロイドはルティアの父親がセルファシードだということを知らなかった。もちろん、バイロイドの親友で、ルティアを自分たちの娘むすめとして育てていたルギとアウラの夫ふう婦ふもそうだ。

　今日セルファシードから聞かされるまで、彼が赤あかん坊ぼうの父親だとは夢にも思わなかったのだ。

　十七年前、彼らはシェライア皇こう女じよに頼たのまれて、まだ赤ん坊だったルティアを安全なロンダール国に逃にがそうとしていた。けれど、シェライアの侍じ女じよをしていたアウラとその夫のルギが赤ん坊を連れていたら、すぐフラウゼア側にバレてしまう。

　ルギと冒ぼう険けん者しや仲間として有名だったバイロイドも同様だ。

　そこでルギとバイロイドは、その時偶ぐう然ぜん私用でフラウゼアにいたセルファシードに協力を仰あおいだのだ。セルファシードは剣のみならず魔ま術じゆつにも長けた冒険者で、フラウゼアに顔と名前を知られていない貴重な存在もあった。彼なら移動の魔ま法ほう陣じんを使って直接ロンダールへ行くことも可能だ。

　セルファシードは、シェライアが幽ゆう閉へいされている屋や敷しきから監視の目を盗んで赤ん坊のルティアを連れだし、そのままロンダールに移動した。そしてバイロイドがギルドから護衛の依い頼らいを受けてロンダールへ行った時期に合わせてセルファシードからルティアを受け取り、ルギと共に育った孤こ児じ院いんに一旦預けた。しばらくしてフラウゼアの監視が緩ゆるんだ頃ころ、冒険者を引退したルギとアウラ夫婦がルティアを養子として引き取ったのだ。

　すべて計画通りに順調に進んだ。それもこれも、セルファシードが協力してくれたおかげだと、三人は深く彼に感謝していた。──だが、セルファシードがルティアの父親だったというのなら話はまるで違ちがってくる。

「つまりセルファシードは、親切心で協力する体ていを装よそおって娘を国外に逃がすことにバイロイドたちを巻き込んだ上、父親の役目を放ほう棄きしてルギたちに養育を押おしつけたってことになるのか。……バイロイドが怒るはずだな」

　やれやれとアシュアルドが深いため息をつく。

　ルティアは「ハハハ」と乾かわいた笑いを浮うかべた。

「何だか、よく考えるとセルファシードがろくでもないように思えるわね」

「いや、お嬢じようちゃん。よく考えなくても十分ろくでもないと思うぞ」

　椅子の背もたれに背中を預けながらディルナーが口を挟む。

「お嬢ちゃんの養育を放棄したどころかその後も知らぬ存ぜぬを通したんだからな」

「まぁ、そうだけど。でも、セルファシードにも事情があったんだと思う」

「本来だったらお嬢ちゃんが一番怒る権利があると思うんだが……物分かりがよすぎるな」

　ディルナーは苦笑する。ルティアもつい苦笑いを返した。

「そうね。客観的に見たら、セルファシードは父親として最低だと思うわよ。でも私自身は、あまり気にならないというか……」

　うまく説明できなくて、ルティアは考えながら言葉を紡つむぐ。

「大だい神しん殿でんを出る時にアシュにも言ったけれど、私、あまりセルファシードに対して父親だっていう意識がなくて。彼に対しては、エクセルティーアだった時の感覚のままなんだと思う。……ううん、それとも少し違うかも」

　もしかしたら、エクセルティーアの時の感覚は関係ないのかもしれないと、ルティアは思った。父親と聞いてまず頭に浮かぶのはルギでありバイロイドなのだ。

　──ああ、だからなんだ。私には「父親」がいるから、だからセルファシードを父親だと思えないんだわ。

「私にはルギとバイロイドという二人の父親がいるから、セルファシードに父親を求めていないんだと思うの。それに、私はセルファシードの苦しみと悲しみの原点を知っている。彼にとって家族はとても意味があるものなの。だから、私の養育を父さんたちにまかせたのには、必ず理由があるはずよ」

　ルティアの言葉を聞いて、ディルナーは肩を竦めた。

「……理解がありすぎるのも問題だな。お嬢ちゃんがそんなだから、なおさらバイロイドは怒ってるんだろうよ」

「どういうこと？」

「セルファシードに事情や理由があるなんてこたぁ、バイロイドだって十分理解しているんだ。その上で怒っているんだよ。重要なことを隠かくされて腹立たしいってこともあるとは思うが、バイロイドの怒いかりの大部分はお嬢ちゃんのためだ」

「私の……？　それはどういう……」

　聞き返そうとした時、二階から人が下りてくる気配がしてルティアは言葉を切る。

「ああ、すごい怒られた。こんなに怒られたのは二千年ぶりだよ」

　ぼやきながらセルファシードが台所に現れた。その後ろから入ってきたのは、まだ不ふ機き嫌げんな顔をしているバイロイドだ。

「当たり前です！　あなたは親の役目を何だと思っているんですか！　一番腹立たしいのは、預けたっきりルティアの様子を見にも来なかったことです！」

　どうやらバイロイドはまだ言い足りないらしい。ここで説教を再開されても困ると思ったルティアは、椅子から立ち上がりながら声をかけた。

「もう、二人ともいい歳としして人前で言い争うのはやめてよ。それより、お茶淹いれるから、ほら、座って」

「言い争ってなんかないぞ！」

「一方的に父さんが怒鳴ってるんだよね、分かってる」

　ルティアはバイロイドの抗こう議ぎの声を軽くいなして、お茶を入れるために茶葉の瓶びんが置いてある戸と棚だなに向かった。

（怒っている顔も素敵よ、パパ♡）

「……そのパパというのはやめてくれ……」

　ラプスエールの空気を読まない言葉に気が削がれたのか、バイロイドは顔を顰めながらもテーブルを挟んでセルファシードの向かいに腰こしを下ろした。

　それを確認し、ルティアはリラックス効果のあるハーブティーの瓶に手を伸のばしたが、聞こえてきたセルファシードの言葉に手を止めた。

「確かに私はルティアに会いに来なかった。でも彼女の動向はずっと追っていたよ。ルギやアウラのことも、もちろん君のこともね。それが私にできる唯ゆい一いつのことだったから」

「……あなたは勝手すぎます」

　バイロイドが苦々しそうに呟つぶやく。セルファシードが苦笑しながら頷うなずいた。

「そうだね、私もシェライアも身勝手な理由でルティアを誕生させ、君たちに何も伝えないで育てさせた。一番申し訳ないのはルティアに対してだな。こんな両親で申し訳ないと思っているよ」

　ルティアはハーブティーの瓶を取り、黙もく々もくとお茶の用意をした。セルファシードの言葉に静まり返った台所で、ルティアがお茶を淹れる音だけが響いている。

　やがてルティアはテーブルに近づき、セルファシードとバイロイドの前にハーブティーの入ったカップを置きながら口を開いた。

「……ねぇ、セルファシード。ずっと聞こうと思っていたのだけど、セルファシードはどうして娘という存在をつくろうと思ったの？」

　彼が実の父親だと聞かされた時から、ずっと不思議だったのだ。

　セルファシードはアールゼータの依より代しろとして世の中を見守り、闇やみの聖剣アニムフィニスの封ふう印いんを守りながら生き続けることを選んだ。普ふ通つうの人とは違う時の流れの中で生きている彼は、誰かと共に生きていくことはできない。彼に寄より添そえるのは光の聖剣アルスラディウスだけ。

　そんな彼が、シェライア皇女と子を成すほど親密になったのが驚おどろきだった。

「そうだね、君には聞く権利がある。バイロイドにもね」

　そっと目を伏ふせると、セルファシードは静かな口調で語り始めた。

「私がシェライアと初めて会ったのは、ギルドの仕事でフラウゼアに立ち寄った時だ。十八年ほど前──水の勇者である君たちが魔ま王おう討とう伐ばつの旅に出る、ほんの少し前のことだった。当時私はギルドの依頼で世界中を飛び回る傍かたわら、闇の聖剣アニムフィニスがほんの一時目を覚ましかけた原因を探さぐっていた」

「アニムフィニスが目を覚ましかけた？」

　ルティアが目を丸くする。初耳だったからだ。

「ああ。当時まだエクセルティーアは顕けん現げんしておらず、そのことに気づいたのは私と光の聖剣アルスラディウスだけだった。アニムフィニスはすぐにまた眠ねむりについたが、私は彼が目覚めかけたのは闇の聖剣の使い手がこの世界のどこかで誕生したからではないかと考えた。それ以外、アニムフィニスが反応する要因はないからね。それで、任務にかこつけて、闇の勇者らしき人物を捜していた。フラウゼアに立ち寄ったのもそのためだ」

　そこでセルファシードはフラウゼアの第二皇女シェライアと遭そう遇ぐうした。いや、遭遇というのは正しくないだろう。シェライアは彼が来るのを予知して、待っていたのだから。

「フラウゼアの王都に行く途中に、都を一望できる小高い丘おかがある。そこでシェライアは私が来るのを待っていた。皇女であるにもかかわらず、侍女も護衛もつけずに、一人でね。そして私に『闇の聖剣の勇者の情報と引ひき換かえに協力して欲しい』と言ってきた」

「協力？　どんな協力ですか？」

　怪け訝げんそうに尋ねたのはバイロイドだ。バイロイドは直接シェライアと面識はなく、アウラとルギを通してしか知らない。

「彼女は知っての通り『未み来らい視し』──フラウゼアで言うところの『予言』の力を持っていた。とても強力な力だ。同時に欠点もあってね。彼女が視みることができるのは自分と血のつながりのある人物か、親しくなった相手の未来だけ。だが予知できる範はん囲いが限定的だったからこそ、彼女の未来視ははっきりしていて正確だったとも言える。自分がいつどうやって死ぬかをも分かってしまうほどに」

　そう。彼女は自分が死ぬ未来が分かっていた。分かっていたからこそ、その前に幽閉先から赤ん坊だったルティアをひそかに逃がしたのだ。

「シェライアは幼い頃から自分が姉皇女に殺される未来を見続けていたそうだ。未来というのは一つではなく、可能性は無限にある。ほんの少しの行動の差さ異いで未来は分ぶん岐きする。その先にあるのは、似ているようで少し違う結末だ。シェライアはそんな異なる未来を何度も視てきた。だが、過程は違っても彼女の行きつく先は、いつも同じ。姉皇女か、その取り巻きの手の者によって命を落とす。その結末だけは変わらなかった。シェライアがどんなに未来を変えようとしても、殺される場所と時間と状じよう況きようが少し変わるだけ。待っているのは自分の死という結末だったそうだ」

　そんな状況でシェライアはどんな思いで生きてきたのだろうか。ルティアの……いや、エクセルティーアの記き憶おくの中の母親は、そんな苦く悩のうを微み塵じんも感じさせない穏おだやかな表情をしていた。それともあの時はもうすでに覚かく悟ごしていたのだろうか。

「変えられない結末に絶望するシェライアを救ったのは、ほんの偶然垣かい間ま見みることができた自分の子どもの未来だった。それが君だ、ルティア」

　セルファシードはルティアをまっすぐ見つめた。

「私？」

「シェライアが視たのは、成長した娘の君が笑っている未来だった。彼女は自分の死が避さけられないのであれば、せめて娘が笑っている未来になることを望むようになったんだ。でもその未来はとても実現するのが難しく、ほんの少しそこに至るまでの道筋が変わっただけで吹ふき飛とんでしまうようなものだった。導きたくても自分はもうすぐ死んでしまう。シェライアは自分が死んだ後も代わりに導いてくれる人間が必要だった。そこで私を協力者に選んだんだ」

「なるほど、皇女にしたら、ルティアの父親であり、光の聖剣の勇者であるあんたが最適……いや、待てよ」

　ディルナーが途中であることに気づき、困こん惑わくしたように額に手を当てた。

「その時まだルティアは誕生していなかったんだよな。子どもの父親になるからあんたを選んだのか、それともあんたを協力者に選んだから子どもができた？　ん？　混乱してきたぞ。どっちだ？」

　──つまり、鶏にわとりが先か、卵が先かということね。

　どちらが物事の始まりなのか。何を発ほつ端たんとするのか。

「そのどっちでもある、と言えるかな」

　くすっと笑いながらセルファシードは答える。

「少なくとも私が介かい入にゆうしなければ成しえない未来だったというのは確かだ。一いつ介かいの冒険者と一国の皇女が顔を合わせることなどほとんどない。私とシェライアもまた、彼女があの丘で待っていなければ運命が交差することなどなかっただろう。ルティアも生まれない。エクセルティーアも人間には生まれ変われなかった。だからシェライアも、実現するのが難しい未来だと言ったんだ。万に一つの偶然と必然を手た繰ぐり寄よせた先にあったのが『今という未来』なのだから」

　一つ何かが違えばルティアはこうして存在しなかった。シェライアがあの日、丘に向かわなければ。セルファシードが丘を通らなければ。きっと今という日は何もかも違っていただろう。

「私は闇の勇者の情報と引き換えにシェライアの協力者……いや、共犯者となった。彼女は視えた未来をできる限り私に教えた。私が介入しなければ、分岐した未来がどうなるかまで事細かにね。たとえば、私が殿でん下かに頼んで大神殿にルティアたちを呼び出さなければ、ヴォルドは魔ま獣じゆうの群れに襲おそわれて陥かん落らくしていた」

　ハッとして全員がはじかれたようにセルファシードを見つめる。セルファシードは一人一人の顔を順番に見つめ返した。

「冒険者ギルドの建物は崩ほう壊かいし、壊かい滅めつ状態になる。君たちは何とか生き残ってヴォルドを脱だつ出しゆつするが、自分のせいでヴォルドが襲われたことを知ったルティアは激しい自じ責せきの念ねんに囚われていただろう」

　ルティアは唇くちびるを嚙かみしめる。もし本当にそうなっていたら、ルティアは死ぬほど自分を責めただろう。

「十八年前もそうだ、もし私がルティアの父親としてまっとうに役目を果たしていたら、ルギとアウラには悲ひ惨さんな運命が待っていた。……バイロイド、君にもね」

「なんですって？」

　ぎょっとしたようにバイロイドが目を剝むく。

「君たちが受けるはずだった魔獣討伐の依頼には、魔ま人じんが関わっていた。その魔人のせいでルギは殺され、アウラも失意のうちに自ら命を絶つはずだった。そしてバイロイド、君はかろうじて生き残るが大けがを負い、冒険者としてやっていけなくなっていただろう」

　誰かが息を吞のんだ音をルティアは聞いた。もしかしたらそれはルティア自身が立てた音だったかもしれない。

　それはもしもの未来だ。けれど、セルファシードが言っているからなのか、妙みように胸に迫せまる未来図でもあった。

「でも、そうはならなかった。ルティアに安定した生活を与あたえるためにルギは冒険者ギルドを辞やめて、アウラとロンダールの農村へ移り住んだ。一方、バイロイドは組んでいたルギが辞めたことで魔獣討伐といった危険な仕事ではなく、もっと安全な依頼を受けるようになった。ルギとアウラは病気で亡なくなったが、シェライアが視た別の未来よりもよほど幸せな最後だったと言えるだろう」

「その、魔人が陰かげにいたという依頼はどうなったんです？」

　気になるのかアシュアルドが尋ねる。

　ふっとセルファシードの口元がほころんだ。

「その依頼は私が代わりに受けておいた。ギルドへの報告は魔獣と戦ったことになっているがね。魔人とはいっても、まだ『なれの果て』になっていなかったのが幸いだった」

「なれの果て」とは、瘴しよう気きに取り込まれて魔属化した動物や人間が至る最終段階のことだ。長期間瘴気にさらされているとやがて肉体が変化し、傷つけられても血も出なければ痛覚もなくなる。この状態になった魔属はたとえ魔獣一頭だとしても倒たおすのはとても大変だ。

　セルファシードはさらりと答えているが、「なれの果て」になっていなくとも、魔人と戦うとなればギルドのＳ級冒険者でも相当難しい仕事になる。彼の言うとおり魔人と遭遇して戦っていれば、いくらＡ級冒険者だったルギとバイロイドでも無事ではすまなかっただろう。

　──もし、私を育てるためにお父さんルギが冒険者を辞めていなかったら……。

　同じことを思っているのか、バイロイドは複雑そうな表情でセルファシードを見ていた。

「まぁ、だが、たとえルギたちのことがなかったとしても、私がルティアの父親としての役目を放棄したことに変わりはない。ある意味シェライアもね。だからルティアには申し訳なく思っている」

　ルティアは首を横に振ふった。

「だから、私は気にしてないって。セルファシードがそうした理由も分かるもの」

　納なつ得とくもしていたし、そのうえで事情があってしたことと分かって安あん堵どもした。

　セルファシードが口元を歪ゆがませる。

「ルティア、そう簡単に許しちゃいけないよ。理由あってのことだけど、私もシェライアも自分勝手な理由から未来を先導しているし、捻ねじ曲まげてもいるのだから。私がシェライアの『未来視』に従って動くことで、不幸になった者もいるだろう。分かっているのにわざと放置した未来もある。フラウゼアの滅めつ亡ぼうがそうだ。シェライアはそれを予知していながら、国ではなく子どもの未来を取った。皇女としては失格だ」

　シェライアが紡いだ『予言』は子どものことだけだった。フラウゼアの滅亡については何一つ残さなかった。懇こん意いにしている大神官に伝えていれば、何かが変わったかもしれないのに。

　でも、彼女は口を噤つぐむことを選んだ。フラウゼアの滅亡の延長に、『ルテ娘ィアが笑っている未来』があったからだ。

「シェライアが分かっていて言わなかったのはフラウゼアのことだけじゃない。アーロイの廃はい城じようにいる魔王についてもそうだ。それに関しても、彼女は君たちに申し訳ないと言っていたよ」

　アシュアルドとディルナーに視線を向けてセルファシードは言った。困惑したようにアシュアルドが眉まゆを寄せる。

「俺たちに？」

「君たち魔王討伐の一行がフラウゼアにやってきた時のことだ。あの段階ですでにシェライアはアーロイにいる魔王が魔獣の王ではなく、魔人の王だということが分かっていた。エクセルティーアが折れることも、君たちが魔王を討伐できずに封印せざるをえなくなることもだ。そしてアシュアルド、君が魔王を封印するために十三年もの月日を奪うばわれることも……。すべて分かっていながらシェライアは君たちに言わなかったんだ」

　それもすべて「娘の笑顔」を守るため。「娘の笑顔」の未来のために必要だったから、シェライアは告げなかった。

　アシュアルドはそっと目を伏せる。

「……そうですね、第二皇女は分かっていたと思います。思い当たるふしがありますから」

　それは姉皇女の魔の手から逃がすため、フラウゼア神殿からアシュアルドたちを脱出させた時にシェライアが言った言葉だ。

『どうかご武運を、水の勇者様。この先にはおそらく困難が待ち受けていることでしょう。でも必ずあなたの望みは叶かないます。私には分かるのです』

　困難とはエクセルティーアが折れ、魔王を討伐できずにかろうじて氷の中に封印するだけで終わること。そしてアシュアルドの望みとは、折れたエクセルティーアともう一度巡めぐり合あうことだ。

　あの時には分からなかったシェライア皇女の言葉。今は彼女がすべてを見通していたことが分かる。

「謝あやまる必要はありません。言ってくれなかったことを恨うらむ気もありません。もう過去のことだし、あの時点でシェライア皇女がフラウゼアの『予言』とは異なることを告げたとしても、どのみち俺たちは魔王城に行かなければならない状況でした」

　魔獣の被ひ害がいが日に日に増える中、「一刻も早く魔王討伐を」という声が高まり、それを無視できなくなったロンダール国王は修しゆ行ぎよう途中のアシュアルドたちに討伐の命めいを出さざるをえなかった。たとえ、シェライアがアーロイにいるのは魔人だと告げたとしても、アシュアルドたちは出発を余よ儀ぎなくされていただろう。

「それに、シェライア皇女の言う通り、俺の望みは叶いました。俺たちが文句を言う筋合いはありません」

　ディルナーも大きく頷く。

「そうだな。それにフラウゼア神殿の間ま違ちがった『予言』を鵜う吞のみにしたのは俺たちの落ち度だ。アシュアルドの言う通り、俺たちに文句を言う筋合いはない。今こうして、みんなが無事にそろっていることが重要だ。……だから」

　斜ななめ向かいに腰を下ろすバイロイドにちらりと視線を向けながらディルナーは続けた。

「腹を立てる気持ちは分かるが、おっさんもいい加減に矛ほこを収めたらどうだ？」

　ムッとバイロイドは口を引き結ぶ。

「なにがおっさんだ。お前さんとたいして歳は変わらんだろうが！　それに、俺が言わなければ、誰がこの人に注意するというんだ？　ルティアは何も言わないだろうさ。仲間だからな。だが、この人が親として何もしてこなかった十七年間がそれで埋まるわけじゃない」

「頑がん固こ者ものだなぁ、おっさんも」

　呆あきれたようにディルナーが言うと、セルファシードは苦笑を浮かべた。

「いや、バイロイドの言う通りだ。だから文句も説教も甘あまんじて受けるよ」

「言っておきますが、これからは消息不明で音おと沙さ汰たなし、などということにはさせませんからね！」

　鼻息も荒あらく言い放ち、バイロイドはルティアの淹れたハーブティーを一気に飲み干すと、立ち上がった。

「ギルドに戻るの？　父さん」

「ああ。あまり留守にはできんしな。それにやることもたくさんある。アーロイに行く手て筈はずも整えないと」

「アーロイ？　え？　父さん、一いつ緒しよに行ってくれるの？　私も行っていいの？」

　思わずルティアは椅子から立ち上がり、テーブルに手をついて身を乗り出す。バイロイドは顔を顰めながら答えた。

「仕方ないだろう。世界の存続に関わると言われたらな。お前一人だったら絶対に許可しないが、今回はこいつらもいるし不本意ながら俺もいるからな」

「父さん、ありがとう！」

　ルティアは飛び上がって喜んだ。こんなに簡単にバイロイドの許可が下りるとは思っていなかったのだ。

「その代わり、無茶はするなよ」

「うん！」

「じゃあ、あとは頼む。シド、まだまだ言いたいことがありますから、逃げないでくださいね」

（ちょっと、パパ！　ラプスエールも連れて行ってよぉ！）

　バイロイドは最後にセルファシードに釘くぎを刺さして玄げん関かんから出て行った。ラプスエールの懇こん願がんはまるっと無視して。

（ひどぉぉい！　パパのいけず！）

　ラプスエールが椅子の上で抗議するようにガタガタと揺ゆれる。それをよそにセルファシードもハーブティーを飲み干すと立ち上がった。

「まだ殿下とティファも戻ってこないことだし、私は気分転てん換かんにちょっと外の空気を吸ってくるよ。ルティア、この家には屋上とかあるかい？」

「屋上というか、ベランダならあるわ。案内するね」

　ルティアは椅子から立ち上がり、セルファシードを連れて台所を出る。そのまま階段をのぼって二階にあがったところで、足を止めて振り返った。

「ねぇ、セルファシード。尋ねようと思っていたことがあるの」

　ここなら台所にいるアシュアルドたちには聞こえない。質問するなら今しかないと思われた。

「何かな？」

「どうして大神殿で二千年前のことを説明した時、あなたとギルスフォードの関係を皆みなに言わなかったの？　あなたたちが──実の兄弟きようだいだったことを」

　大神殿でセルファシードは自分のファーストネームしか伝えなかったが、彼の本当の名前はセルファシード・アーロイだ。ギルスフォードの弟で、彼もまたアーロイの王族の血を引いている。

　兄は闇の聖剣に選ばれ、弟は光の聖剣に選ばれてその使い手となった。過去に兄弟で聖剣に選ばれた例はなく、またそれぞれ正反対の性質の聖剣の使い手になったことは奇き跡せきのような出来事だったのだ。

　思し慮りよ深ぶかくて穏やかな気質の兄ギルスフォードと、明るくて正義感の強い弟セルファシード。彼らは兄弟なのに、持っている魔ま力りよくも性格も何もかもが違っていた。似ていたのは髪かみの色と瞳ひとみの色くらいだ──それも最後は互たがいにまったく異なる色に染まってしまったけれど。

　正反対の性質だったが、彼ら兄弟はとても仲が良く、いつも一緒にいた。当時エクセルティーアの使い手だったティーラが軽く嫉しつ妬としてしまうほどに。

　だからこそギルスフォードが魔王になった時、一番苦しんだのも辛つらかったのもセルファシードだったに違いない。

　兄を止められなかった己を悔くやみ、魔王が引き起こした惨さん状じように心を痛めた。アールゼータの依代として生き続けているのも、アニムフィニスの封印を見守り続けているのもその贖しよく罪ざいのためだ。

「なんだ、そのことか」

　セルファシードは淡あわく笑った。

「私とギルスフォードが兄弟であることは、彼らにとって何の関わりもないからね。私たちのことは君たち聖剣が覚えていてくれればいいんだ」

「セルファシード……」

　アールゼータはセルファシードを依代として生かし続けてはいるが、それはいつだってセルファシード自身の意思で終わらせることができる。光の聖剣アルスラディウスが、アールゼータから預かったという「言こと霊だま」を口に出せば、その瞬しゆん間かん、彼はアールゼータの依代という重たい役目から解放される。

　そう。セルファシードは自分の意思で、アールゼータの依代としてあり続けているのだ。大好きだった兄が犯おかした罪を償つぐなうために。そして、大切な家族とアーロイの民を守れなかった己への罰として。

　贖罪が終わったとセルファシード自身が思うまで、彼の長い旅はきっと終わらない。

「そんな悲しそうな顔をしないでくれ。シェライアとよく似ている君にそんな顔をされるととても困る」

　つんと額を指でつつかれて、ルティアは目を丸くした。もちろん、つつかれたことに驚いたのではなくて、セルファシードの言葉に驚いたのだ。

「シェライア皇女……ううん、お母さんのこと、セルファシードは好きだったのね」

　協力者とか共犯者とか言うから、シェライアと二人の関係はもっと割り切ったものだと思っていた。だが、セルファシードの言葉からはそれ以上の親しみ、あるいは思し慕ぼのようなものが感じられる。

　セルファシードは一いつ瞬しゆんだけ虚きよを衝つかれたような顔になったが、その表情はすぐ苦笑に変わった。

「君の考える『好き』とは違うかもしれないけれど……そうだね、彼女の意思の強さには惹ひかれたよ。協力したのも、ほんの余興のつもりだったのに、彼女から目が離はなせなくなっていた」

「ふんふん」

　にまにま笑いながらルティアはセルファシードの口から出るシェライアの印象を聞いていた。

　エクセルティーアとしてもルティアとしても、セルファシードがシェライアに対して特別な感情を抱いていたことは、とても嬉うれしいことだと思った。

　──ただ贖罪のためだけに世の中を見守っていたセルファシードに、変化が現れたのだもの。

　それに娘として、両親の間に愛があったと感じられることは、くすぐったいようで、それでいてとても温かく思える。

「……なに笑っているの？」

　にやけるルティアを、セルファシードは怪訝そうに見おろす。

「何でもないわ。さぁ、ベランダはこっちよ」

　明るく言って、ルティアは上の階へと続く階段をのぼり始めた。
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　ルティアの家のベランダはルティアが薬草置き場にしている屋根裏部屋に隣りん接せつしている。

　屋根裏部屋を突つっ切きってベランダに出ると、外はもう日が暮れかけていた。西の空が夕日で真っ赤に染まっている。

　ルティアは周囲を見回しているセルファシードに言った。

「私は夕飯の支し度たくに戻るわね。ほとぼりが覚めたら下りてきて。皆の分も作るから、宿に行く前にセルファシードも食べていってね」

「ありがとう、ルティア」

「どういたしまして」

　セルファシードはルティアが屋根裏部屋に消えていくのを見守ってから、ゆっくりと周囲を見回した。

　バイロイドの家は住宅が密集している地域にあるが、高い建物は少なく、ヴォルドの街のかなり遠くまで見通すことができた。

　ひときわ高くそびえているのは、街の中心である広場に立っている時計塔とうだ。

「……いるね」

　呟くと、セルファシードの腰に下がっている光の聖剣アルスラディウスが応じる。

（ああ。あそこで魔人が気配を絶ってこちらを窺うかがっているね）

「大神殿を発たつ時はいなかったのに。ヴォルドにルティアたちがやってくるのを待っていたのかな？」

（おそらくそうだろう。このヴォルドにいれば、いずれエクセルティーアと水の勇者たちが戻ってくるのは分かっているからね）

「偵てい察さつだろうけど、うっとうしいね。滞たい在ざい中、ヴォルドの街に手を出されても困るから、釘を刺しておこうか」

　言うなり、ベランダからセルファシードの姿が消えた。







　ヴォルドの刻ときを知らせる時計台の上で、姿を人間に見られないように隠いん匿とくし、気配を絶ちながら水の勇者たちの動向を見張る魔人がいた。

　リーダーであるクロードから偵察を命じられていたその魔人は、監視している建物のベランダに突如現れた男の姿を見て目を眇すがめる。

　男の素す性じようは不明だった。だが魔人は、神殿から一行に加わったこげ茶色の髪の男を見て、不思議な既き視し感かんを覚えていた。遠目からしか見ていないが、前にどこかで見た気がしたのだ。

　気になった魔人は、ずっと男を注視していた。

　──大神殿にいたということは神官か？　以前に大神殿で顔を合わせたことがあったかもしれないが……。

　記憶を探っていた魔人はベランダに男の姿がないことに気づく。気配も完全に消えていた。

「なっ……！　魔術？　それとも神しん聖せい魔法か？　分からん。だが家の中にも気配はない。どこへ消えた？」

　焦あせって探る魔人の頭上で声が轟とどろく。

「ここだよ」

「っ……!?」

　振り仰いだ瞬間に、魔人の首は切断されていた。驚く間もなかった。痛覚はないが、突然身体からだを失い、魔人は混乱する。

「なっ……お前は──」

　魔人の目に夕日に赤く染まった銀色の髪が映る。目の前に男がいた。ベランダで姿を見失ったはずの男だ。だが、あの男はこんな髪の色をしていただろうか？

「お前は、お前は──！」

　ようやく魔人はどこで男を見たのか思い出した。

　今から十八年前、この時も魔人はクロードに命じられてトゥマという土地にある冒険者ギルドの本部を窺っていた。初代魔王が使っていた魔剣がトゥマの地中深くに封印されているという情報を得たからだ。男はそれが本当なのか探るために偵察に来ていた。

　だが、魔力持ちが数多くいる冒険者ギルドの建物に侵しん入にゆうすることはおろか、本部を窺うことすら容易ではない。見つかったらすぐに狩かられてしまうだろう。そこで魔人は弱そうな人間を襲い、操あやつって代わりに中を探らせるつもりだった。

　ところが、操れそうな人間を見つける前にギルドの冒険者らしい銀ぎん髪ぱつの男によって、魔人は消しよう滅めつ寸前のところまで追おい詰つめられたのだ。

　今思い出しても、なぜああも簡単に魔王の直属の配下の一人である自分がやられたのか、記憶は定さだかではない。そして隠れていた場所にいつの間にか忍しのび寄よっていた銀髪の男は、とてもつもなく強力な魔術を操って魔人の動きを封ふうじ、彼の急所を剣で貫つらぬいた。

　当時、魔人は魔属化してそれほど時間が経たっておらず、まだ肉体の影えい響きようを受けていた。流れる血は魔人の命そのものだ。すべての力を使って何とか銀髪の男からは逃げることができたが、その時すでに魔人は消滅寸前だった。

　長い時間をかけて瘴気を取り込み、肉体を修復してようやく復活した時には、すでに八年近くが経っていた。

　彼はクロードのもとへ戻ると、仲間の多くが同じ銀髪の男に消滅させられていたことを知る。そのため、水の勇者がアーロイにやってきた時、魔王の身辺を警護するはずの魔人がほとんど誰も傍そばにいられなかったのだ。

　復活した後、当然ながら魔人たちは「銀髪の男」を警けい戒かいした。氷の封印の中にいる水の勇者よりも脅きよう威いだった。だが、冒険者ギルドに該がい当とうする男はおらず、それ以降、銀髪の男に襲われたという報告もなかった。

　だから、失念していた。男が髪の色を変えているなどとは、夢にも思わなかったのだ。

　首だけになった魔人はあの時と同じようになすすべもなく、銀髪の男が返す刀で切り離した己の胴どう体たいに剣を突き立てるのを見ていた。剣で貫かれた胴体は瞬またたく間まに消滅していく。

　その時ふと魔人は違い和わ感かんを覚え、すぐにその原因を悟さとる。十八年前魔人はまだ「なれの果て」にはなっておらず、肉体という軛くびきに縛しばられていた。だが、月日が経ち、今の魔人は「なれの果て」──つまり、肉体には影響を受けない存在となっている。

「なれの果て」になった魔属は剣で切っても血も出ないし、損傷も少ないはずだ。……なのに。

　──なぜ、自分の身体は消滅していくのか。

　ここでようやく魔人は自分の身体に突き立てられた剣に気づく。

「その……剣は……まさか、聖剣？」

　銀色の髪の男は優しげに微笑ほほえむ。それがかえって魔人には恐おそろしかった。

「名乗っておこうか。私は光の聖剣アルスラディウスの使い手、セルファシードという者だ」

「光の……聖剣……だと！」

　魔人は息を吞んだ。

「お前の命がもつか分からないが、もし仲間のところにたどり着くことがあれば伝えるがいい。光、水、大地、火、そして風の聖剣がすでに顕現している。こちらから魔王のもとに出向くので、首を洗って待っているがいい、とね」

　言いながら銀色の髪の男は光の聖剣を鞘さやに収める。男は慌あわてて距きよ離りを取り、残るすべての力を使ってクロードのもとへ移動を開始した。

　もはや魔人には自分を保つ魔力すら残されていない。跳ちよう躍やくを終えた時に自分の命が潰ついえることは分かっていた。だが、かまわなかった。一刻も早くクロードに伝えなければならない。

　光の聖剣と勇者のこと。そして彼が告げた言葉を──。
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　セルファシードは首だけになった魔人が慌てて逃げていくのを、時計台の上でじっと見送っていた。

　やがて完全に魔人の気配も瘴気も消えたことを確認すると、移動の魔術を使ってバイロイドの家のベランダに戻る。足が床についた時、すでにセルファシードの髪は本来の銀色からこげ茶色へと変わっていた。

　ふぅとため息をつき、セルファシードは先ほどまではベランダにいなかった人物に声をかける。

「……見ていたのかい？」

「ほんの少しだけです。……魔人ですか？」

　屋上にいたのはエクセルティーアを腰に下げた水の勇者アシュアルドだった。

「ああ、どうやらヴォルドで君たちの帰りを待ち伏せていたらしい。ただの偵察で、こちらに手を出す気はないようだったけれど、監視されているのは気分がよくないからね。君は魔属の気配に気づいていたかい？」

「……ギルドの建物を出たあたりから、微かすかな気配と、見られているような感覚はあったんですが、相手がどこにいるかまでは分かりませんでした」

　なるほどとセルファシードは思う。微かとはいえ気配を感じていたからこそ、彼は戦いが始まったことにすぐに気づいてベランダまで移動してきたのだろう。

　あれほど巧たくみに隠されていた気配を、エクセルティーアの助力なしに感じ取ることができるのだから十分すごいと思うが、アシュアルドの考えは違うようだった。少し悔くやしそうに続ける。

「俺には魔人が隠れている場所すら分からなかったのに、あなたはすぐに見つけ出し、そのうえ相手に気づかれないように攻こう撃げきした。俺はまだまだなんだって思い知りました」

「私は無む駄だに場数を踏ふんでいるだけだ。君だって十分強い」

　本気で言ったのだが、アシュアルドは首を横に振った。

「いえ、まだまだです。もっと強くならなくては。……ルティアを守れるように」

　唇を嚙みしめながら呟くアシュアルドを見て、ついセルファシードの口元に笑みが浮かんだ。

　その真面目さも、正直さも、若々しさも、彼には好ましく見える。

　──エクセルティーアはよい使い手を選んだな。

　心の中で呟けば、アルスラディウスの声が返ってくる。

（私もそう思う）

　長い間共に生きていた彼らは、声に出さずとも互いの思考が読めるようになっていた。

「話は変わりますが、あの、あなたに一つ聞きたいことがあるんです」

　どことなく言いにくそうにアシュアルドは前置きした。

「みんなの前で聞いていいのか分からなかったので、今いいですか？」

「かまわないよ。私に答えられることがあれば聞いてくれ」

　何だろうと思いながらセルファシードは、ついいたずら心で付け加える。

「あ、でも『ルティアをお嫁よめにください』というようなことだったら、私よりバイロイドに言った方がいいよ？」

「なっ……!?」

　アシュアルドは絶句すると、次の瞬間には顔を赤く染めて否定した。

「ち、違います！　そういうことじゃなくて！　俺たちまだそういう関係じゃないですから！」

「すまない、つい」

　思った以上にいい反応が返ってきてセルファシードは口元を覆おおって笑いを堪こらえた。

　──ああ、シェライア。

　面おも影かげの中で笑っている女性に、セルファシードは心の中で囁ささやく。

　──君の望んでいた未来は、きっともうすぐだ。

　その時こそ、セルファシードもようやく一つの区切りを迎むかえることができるだろう。

　──そのためには、もう一つ試練を潜くぐり抜ぬける必要があるけれど、きっとこの青年となら大丈夫だ。

「からかってすまない。それで、聞きたいこととは何かな？」

　笑うのをやめ、むすっと口を引き結んでいるアシュアルドを促うながすと、彼はとたんに言いづらそうな様子に戻った。

「聞いていいのか迷ったのですが……でも、どうしても気になってしまったんです」

　そう呟くとアシュアルドは意を決したように顔をあげた。

「いきなり昨日、父親がいると聞かされたルティアが、あなたのことを父親として見られないという気持ちは分かるんです。エクセルティーアの記憶があるから父親だという意識より仲間だという気持ちが先に立ってしまうというのも。でも、あなたはどうなんでしょうか？　あなたはもしかしたら、きちんとルティアのことを娘だと思っているんじゃないかと……その、さっきのシェライア皇女との話を聞いて、そう思えてきたんです」

　一気にそこまで言うと、アシュアルドは視線を床ゆかに落として続けた。

「確かにあなたはルティアを娘というより仲間として扱あつかっています。でもそれはルティアとバイロイドに配はい慮りよしているのであって、あなた自身は彼女を娘として慈いつくしんでいるのだと、俺はそう感じたんです」

「……その、根こん拠きよは？」

　静かな口調でセルファシードは問いかける。アシュアルドは首を横に振った。

「根拠はありません。ただの勘かんです。……でも、あなたはシェライア皇女から赤ん坊だったルティアを受け取り、ロンダールまで連れて行っている。それって、一番危険な役を自分で引き受けて、ルティアを何が何でも守ってあげたかったからですよね？　それに、赤ん坊だったルティアは絶対可愛かわいかったはずです。そのルティアを見て愛情を抱いだかないはずはありません！」

　きっぱり言い切ったアシュアルドを見返しながら、セルファシードは何度も瞬まばたきした。彼はある意味呆あつ気けに取とられたのだ。

「……最後のそれは、惚気のろけているのかな？」

「え？　いや、別に……」

　アシュアルドはきょとんとした。

　可愛いとか、愛情を抱かないはずはないとか、どう考えても惚気ているようにしか聞こえなかったが、当の本人は無自覚らしい。

　思わずセルファシードの口からため息が零れた。

「君は鈍にぶいのか敏さといのか、わざとなのか、それとも天然なのか、よく分からない子だねぇ……」

　これではさぞかしルティアは振り回されていることだろう。セルファシードは娘に大いに同情した。

「セルファシード？」

「……いや、いいんだ。それより君の率そつ直ちよくさに敬意を表して私も本音で答えるよ。確かに私はルティアを娘だと思っているよ。生まれたばかりのあの子を抱いて、エクセルティーアだと思うよりも先に血のつながりを感じた。でもね、私がルティアを娘扱いしないのは、別にあの子やバイロイドに遠えん慮りよしたわけじゃない。本当に親としての資格がないと思っているからだ。私もシェライアも、親として失格なんだよ」

「どうしてです？　話を聞いている限り、あなたもシェライア皇女もできる限りのことはしたと思いますが……」

「いや、私たちはやっぱり身勝手だよ」

　セルファシードは首を横に振り、昔のことを思い出して目を細めた。

「……シェライアが亡くなったあの日、赤ん坊だったルティアを胸に抱いて、私は思いがけず情がこみあげてきてしまって、どうしても二人を失いたくないと感じた。だからシェライアに言ったんだ、『このまま三人で逃げよう』と。私にはフラウゼアの追手から二人を守り切る自信があった。だてに二千年も放ほう浪ろうし続けたわけじゃない。フラウゼアの手の届かない場所だってたくさん知っていた。でも、彼女は首を縦に振らなかった。泣きながら『あなたと一緒には行けません』と言ったんだ」

『私は今、初めて自分がお姉様に殺されずにすむ未来が視えています。でもこの未来は選べない。選べないのです、セルファシード様』

　青い目から涙なみだを流しながら、シェライアはセルファシードを見つめた。

『お姉様は私がいる限り絶対に諦めません。赤ん坊一人消えただけなら目こぼしをしても、私が死なない限り探し続けるでしょう。私たちがいくら逃げおおせても、そのせいで大勢の人に迷めい惑わくをかけてしまう。あなたと私の大事な人たちの安全が脅おびやかされるのです』

「……そう言った時のシェライアの目に映っていた未来は一体どんなものだったか、彼女は私に教えてくれなかった。それでも、知らないからこそあの場で彼女とルティアをそのまま攫さらうこともできた。でも、彼女の次の言葉で、私は三人で逃げることを諦あきらめた」

　セルファシードは溢あふれてくる様々な感情を抑おさえつけるかのように、ぎゅっと目を閉じた。

「彼女はこう言った。『私がこのまま逃げてしまえば、あれほど望んだ未来は永遠に失われてしまう。それが怖こわいのです』と。シェライアが生き残れば、彼女があれほど願っていた娘の未来を迎えることは不可能になると言う。彼女はそれを選べなかったんだ。そして、私も……結局彼女の望む通りにするしかなかった」

　そこまで言うと、セルファシードは目を開けて自じ嘲ちようを浮かべた。

「それと同様に、私もルティアをロンダール国に連れてきた後、父親だと名乗り出て自分であの子を育てることもできたのに、それをしなかった。未来が変わってしまうことを恐れたんだ。娘のために望んだ未来だったのに、いつしか私たちはそれに縛られるようになっていた……」

「セルファシード……」

　アシュアルドは痛ましそうな目でセルファシードを見つめる。セルファシードは力なく笑った。

「こんなことをバイロイドに知られたら、また怒られるだろうな。バイロイドやルギだったら、きっと『未来視』なんかを恐れることなく、親子三人で生きる道を選んだだろうからね。でも私にはできなかった。選べなかったんだ」

　セルファシードはまっすぐアシュアルドを見つめた。

「分かったかい、アシュアルド。二人とも親として失格だと言ったわけが。私とシェライアは、共に親子で暮らす道も選べたのに、それを自らの手で投げ捨てたんだ。あの時に私は、親としての資格を失ったと思っている」




　──この時、屋根裏部屋の片かた隅すみでじっと彼らの会話を聞いていた人ひと影かげが、そっと離れていったのだった。
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　ルティアは屋根裏部屋を出ると、二階の自室に戻った。

　ベッドに腰を下ろし、枕まくらを抱きしめてうつむく。

　一度下に向かったルティアがベランダに戻ったのは、セルファシードに食事のことで聞きたいことがあったからだ。

　アールゼータ神殿の神しん官かんたちは曜日によって口にしてはいけない食べ物があるので、出しゆつ奔ぽんしたとはいえ、大神官だった彼にはそれに準じた食事の方がいいか尋ねようと思ったのだ。

　……そうしたら思いもかけない話を聞いてしまった。

　──私、セルファシードの気持ちを深く考えようともしなかった……。

　自分が仲間としか思えないからって、彼も同じだと決めつけていた。セルファシードがシェライア皇女に特別な感情を抱いていたことに気づいていたのに。

　エクセルティーアが知るセルファシードは愛情豊ゆたかかな人だった。その彼が自分の娘に愛情を抱かないはずはないのに。

　──ほんの少し何かが違っていたら、みんなで幸せになる未来もあったのかな？

　そう思うとやるせなくて、胸の奥が痛くなってしまう。

　起こってしまった過去は変えられやしないのに。

　──私、これからどんな態度でセルファシードに接したらいいのかな。

　話を聞いてしまったら、もう以前のように「懐なつかしい仲間」だけには思えなくなってしまった。でも親子として接するのは、何か違う。

　──ああ、もう、どうしたらいいの？

　食事の支度をしなければいけないから長く部屋にこもっているわけにはいかないのに。

　枕に顔を押しつけて思おもい悩なやんでいると、不意に扉とびらを叩たたく音がした。

「ルティア、いいかい？」

　アシュアルドの声が聞こえてルティアは顔をあげる。どうしようかと思ったものの、拒否する理由はなかった。偶然聞いてしまったのはアシュアルドのせいではないのだ。

　ルティアは枕をベッドに戻しながら答えた。

「う、うん。どうぞ」

　扉を開けて部屋に入ってきたアシュアルドがどこか思わしげな表情をしていた。彼はルティアの隣に腰を下ろすと開口一番、こう言った。

「ごめん、ルティア。君に聞かせる気はなかったのに」

　あそこで話を聞いていたことを、アシュアルドに知られていたのだ。

「き、気づいていたのね、アシュは。セルファシードも……気づいているのかな」

　ルティアは内心うろたえる。

　──気づかれていたのなら、ますますこれからどんな顔して接したらいいのか分からなくなる……！

「彼が気づいていたかは分からない。俺は、ルティアの姿が見えなくても、いつどこにいて何をしているのか常に確認しているからだし」

　アシュアルドがさらりと問題発言をした。

　──あれ？　何か今、ものすごく引っかかることを言われたような気がするんだけど？

　だが残念なことに突っ込む暇ひまはなかった。アシュアルドがこう尋ねてきたからだ。

「ルティアは彼の話を聞いてどう思った？」

「それは……」

　言葉を切り、しばらく考えてからルティアはぽつりと答えた。

「……やるせなくなったし、申し訳なく思った」

「セルファシードに？」

「彼にも、それ以外の人にも……」

　うつむき、膝ひざの上でスカートをぎゅっと握にぎりしめる。

「セルファシードの話を聞いて最初に思ったのは、何かが少し違っていたら、親子三人で幸せに暮らす未来があったかもっていうことだったの。でも、そう考えたら今度はルギとアウラや、父さんにも申し訳ない気持ちになってしまったの」

　ルティアは自分が愛情を受けて育ったことを知っている。ルギとアウラとの生活に不満もなかったし、バイロイドにも本当の娘のように育ててもらった。

　なのに実の親子と三人で……などと考えてしまうのは、裏切りのような気さえしてしまう。

「バイロイドたちはそれほど気にしないと思うけどね」

「それは……分かっているけれど」

　そう。ルギとアウラも気にしないし、バイロイドだってルティアを責めはしないだろう。だからこそ、よけいにルティアは申し訳なく思ってしまうのだ。

「私……これからどんな顔をしてセルファシードに会ったらいいのかな……」

　弱々しく呟くと、アシュアルドはルティアの肩をそっと抱き寄せた。

「あ、アシュ？」

「今までと同じでいいんだ。セルファシードも今さら君に父親と思われたいとは望んでいない。……というか、彼がそれを自分に許していない。セルファシードがルティアに仲間として接しているということは、彼もそう扱われたいということだ。だからルティアは今までと同じように、エクセルティーアだった時のように彼と接すればいいんだ」

「……うん」

　ルティアは頷いて、アシュアルドの肩に頭を預けた。

　──……ちょっとくらい甘えてもいいよね？

　ドキドキしながら身体を寄せると、肩に回されたアシュアルドの手にほんの少しだけ力が入った気がした。

「ありがとう、アシュ。何だか少し気持ちが楽になった気がする」

「俺は話を聞くことしかできないけどね。でも気持ちを吐はき出だすことも時には必要だ。口に出すことで楽になることもある。かつての俺がそうだった」

「アシュが？」

　驚いて顔をあげると、アシュアルドの水色の瞳と視線が合った。

「つい三ヶ月前までの俺がそうだったんだ。氷の封印の中から助け出されて以降、胸の内に気持ちをため込んで、表に出さないようにしていた。そのせいか、どんどん表情がなくなって、それと同時に気持ちもどんどん硬かたくなっていった」

　そうして人と交わらなくなり、ついたあだ名が「氷のアルド」だった。

「ディルナーたちが心配してくれているのは分かっていたけれど、心配されればされるほど、気き遣づかわれればその分だけ、どんどん気持ちが頑かたくなになっていった。今は、皆にきちんと自分の気持ちを吐き出しておけばよかったと反省しているけれどね。そんなふうに俺を変えてくれたのは、君だよ、ルティア」

「私が……？」

　面食らってルティアは目を瞬かせる。

「私、何かしたっけ？　あ、私がエクセルティーアの生まれ変わりだったってことで？」

「違う。エクセルティーアは関係なくて、そのもっと前のこと。西の森に薬草を採りにいって、二人で小屋で一晩過ごしたことがあっただろう？　あの時、俺は君にエクセルティーアが折れた時の話をした。そうしたら、どういうわけか、自分の気持ちも吐き出していたんだ。覚えてない？」

「お、覚えてる」

　あの時、アシュアルドはエクセルティーアが折れたのは自分のせいだと、己おのれをひたすら責めていた。

「その時に君が言ったんだ。『過去を悔やんでも何にもならない』って。俺にできるのは、エクセルティーアが選んだのは最高の勇者だったと身を以もつて示すことだって。君はそう俺に発はつ破ぱをかけたんだよ」

「い、言いましたっけね、そんなことを」

　彼に自分を責めて欲しくなくて、エクセルティーアに選ばれたことを誇ほこりに思って欲しくて、夢中でそんなことを言ったんだった。

　アシュアルドは微笑んだ。

「あの時は驚いたけれど、少し心が軽くなった気がしたし、道が開けた気がしたんだ。ただ漠ばく然ぜんと生きているだけだった俺の背中を押おしてくれたのは、ルティアだったんだよ。すごく感謝している」

「アシュ……」

　そういえばあの時を境にして、アシュアルドの氷のようだった態度が少し変わったのだ。今はこうして笑ってくれているけれど、それまではにこりともしなかった。

　──あの励はげましが、アシュの心にちゃんと届いていたんだわ。

　そう思うととても嬉しくなる。

　ところが、急にアシュの笑みが消えた。

「そのことを分かっていたはずだったのに、ルティアがエクセルティーアの生まれ変わりだと知って舞まい上あがって、深く考えようとしなかった。俺の背中を押してくれたのは、エクセルティーアではなくてルティアだったのに」

「アシュ……アルド？」

　ルティアを間近で見おろすアシュアルドの水色の目に甘い光が浮かぶ。ルティアの心臓がドキッと大きく跳はねた。

「ルティア。ミーム村が魔獣の群れに襲われる前、俺が何か言いかけたことがあっただろう？」

　──そう。あの時もアシュは私をこんな目で見つめて、何か言いかけていた。

「あの時、俺が言おうと思っていたのは」

　ひゅうっとルティアは息を吸すい込こんで止めた。心臓がバクバク言いだす中、アシュアルドの次の言葉を待つ。

「ルティア、俺は君と──」




「たっだいま～！　すっかり遅おそくなっちゃったわ、ごめんね！」




　アシュアルドの言葉が口から零こぼれ落おちる寸前、気の抜ぬけそうな声が下の階から響ひびき渡わたった。

「買い物してたらさぁ、ついつい夢中になって！」

　それは玄関から聞こえるサーファスの声だった。ティファの声も聞こえる。

「さすがに殿下、これは少し多すぎでは？」

「いいじゃないの、みんなで食べれば。ルティア、ルティア──？　いないの？　色々と食べ物も買ってきたわよ～！」

　騒さわがしい声に、二人は見つめ合ったまましばし啞あ然ぜんとしていた。

　──せ、せっかくいいところだったのに、ぶち壊こわしだよ、お姉ネエ様！

「……その、えっと、サーファスがうるさいから、下に降りようか」

「そうね……ご飯の支度もしなくちゃいけないし……」

　すっかり気が削がれた二人は、どちらからともなく苦笑を浮かべる。どう考えても話の続きができる雰ふん囲い気きではない。

　アシュアルドは諦めて、ルティアを放してベッドから立ち上がった。ルティアもやれやれと立ち上がる。

「どうも邪じや魔まばかり入るな。魔獣といい、サーファスといい」

「そうね」

　魔獣とサーファスを同列に扱うのはどうかと思うが、ルティアもその通りだと同意する。

　いい雰囲気になりかけるたびに、サーファスの声で中断されるからだ。

　──悪気はないんだろうけどさ……。

　恐ろしいのは今後もこのパターンが続きそうな予感がするということだ。

　と、戸口に行きかけたアシュアルドがふいに振り返った。

「ルティア」

　はい？　──と口にしかけた言葉はルティアの喉のどから零れることはなかった。突然アシュアルドが屈かがみ込んで、ルティアの頰にキスをしたからだ。
















　──へ!?

　唇はすぐに離れていったが、ルティアは呆気に取られたまま固まる。

　──な、な、何？　頰にキスするとか、いきなりなんで!?　ただの挨あい拶さつ？　それとも……？

　収まりかけていた心臓の鼓こ動どうが再び早くなった。

「ルティア、俺は──」

　アシュアルドはルティアを見つめて何か言いかけるが、ため息をつきながら横に首を振った。

「ルティア。話の続きはアーロイから戻ってから伝えるよ。水の勇者と水の聖剣として、やり残したことをすべて終えてから。その……サーファスがいないところで」

「う、うん」

「だから……必ず無事に戻ってこよう。今度こそ」

　言いながらアシュアルドはルティアに手を差し出す。その表情は静かな決意と覚悟に溢れていた。ルティアはその手をしっかり握り返して頷いた。決意をこめて。

「はい──今度こそ」

　そうして二人は手を握り合ったまま、一緒に部屋を出たのだった。
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　でっぷりと肥こえ太った男が、憂うれいを浮うかべて言った。

「クロード大神官、『聖せい座ざの大神官』様が君たちの考えを危き惧ぐしている。総大神官たちの間でも君たちを危険視する意見が出された」

「何ですと？」

　総大神官長の執しつ務む室しつに呼び出されたクロードは、上司の物言いに思わず眉まゆを顰ひそめた。

「もちろん私は『瘴しよう気きもまたアールゼータ神が作ったもので一いち概がいに否定できない』という君たちの考えを全否定はしないが、魔ま獣じゆうの被ひ害がいが増えている昨今、その主張は危険すぎる。ともすれば大だい神しん殿でんが瘴気に侵おかされているのではないかと誤解されてしまう」

「総大神官長。何度も言いますが、我々の主張は『瘴気を作り出しているのは人間自身である。瘴気を否定することは、我々自身を否定するのと同じことにつながる。だからやみくもに排はい除じよするのではなく、瘴気の発生の原因と瘴気化の過程を突つき止とめて対処するべきだ』というものです」

　だが、総大神官長になったばかりの男は不快そうに鼻を鳴らす。

「またその、瘴気を作り出しているのは『人間』だという話かね。何度も言うが、その話は受け入れられん。人間は創造神アールゼータが最後に創った最高傑けつ作さくだ。この世界の生物の中で頂点に立つものなのだ。その我々が悪あしきものである瘴気を作り出しているなど、あってはならん。アールゼータ神は六振りの聖せい剣けんに『人間の中から使い手を選んで地上の瘴気を払はらえ』とお命めいじなさった。それは、我々がもっとも優すぐれた生き物だからだ！」

　──それは、瘴気を作り出したのが人間だから、自分たちで尻しり拭ぬぐいをしろという意味だったのでは？

　クロードはそう思いはしたものの口には出さずに、冷静な口調で相手を諭さとそうとした。

「ですが、過去の記録からすれば、瘴気が増えて魔ま王おうが誕生する前には、必ずどこかで大規模な戦いくさがあったり、飢き饉きんや疫えき病びようが発生して大勢の人間が亡なくなったりしております。瘴気の増減には少なからず人間が関わっているのです」

「ふん、そんなのはただの偶ぐう然ぜんにすぎんさ」

　鼻で笑う総大神官長から見えないように、机の下で拳こぶしを握にぎりながらクロードはなおも言った。

「瘴気の発生の仕組みを解き明かせれば、魔属化を止められるかもしれないのです。魔属化を止めることができれば、魔獣もいなくなる。人々は安心して暮らせるようになるのです」

「魔獣がいなくなったら困るではないか」

「は？」

　信じられない思いでクロードは総大神官長を見返した。

「大神殿がこれほど世界中の皆に信しん仰こうされ、発展したのは、人々に魔獣や瘴気への恐おそれがあったからだ。魔獣の脅きよう威いから身を守るため、人々は神しん殿でんに助けを求め、寄付をして支える。魔属がいなくなり、瘴気への恐きよう怖ふも薄うすれたら、神殿の求心力が衰おとろえてしまうではないか」

　──下げ種すが。

　クロードはぎりっと歯を食いしばる。このような考えを持った者が総大神官長の地位についているのかと思うと、反へ吐どが出る。

「おお、そうだ。そのような話をするために君を呼んだのではない。君たち瘴しよう派はを危険視する声が高まってきていて、さすがの私でも庇かばいきれなくなってきたのだよ。そこで、君たちの考えが正しいということを大神殿に示してみてはどうだろう」

　総大神官長はそう言うと、意味ありげな目つきでクロードを見た。嫌いやな予感がクロードの胸をよぎる。

「正しいことを大神殿に示す、ですか？　具体的にはどういうことでしょうか？」

「ここ数年、各地で魔獣の出現が相次いでいるのは君も知っているだろう？　今のところ大した被害はないが、かのアーロイの廃はい城じように強力な魔属が住み着き始め、周辺はもうすっかり魔獣たちの巣そう窟くつになっているらしい。冒ぼう険けん者しやギルドでは、この強力な魔属が魔王になる個体かもしれないと見て、近々調査団を派は遣けんすることに決めた。大神殿からも神官たちを何人か派遣して、ギルドの調査団と一いつ緒しよにアーロイに向かわせるべきではないかという話が出ている。そこでだ。君たちにその役目をお願いしたい。君と君の部下たちは優ゆう秀しゆうな人材ばかりだ。瘴気のことを調べたいというのなら、アーロイに行って実際にその目で見て確かめるのがもっとも早い。その上で瘴気を作り出しているのが人間だと言うのであれば、『聖座の大神官』様も、君たちを認めてくださるだろう」

　──『聖座の大神官』がだと？　まやかしの存在を利用して、我々を排除しようという腹づもりか。

　一いつ瞬しゆんだけ焼けつくような憎ぞう悪おがクロードの中で膨ふくれ上あがる。けれど、すぐにそれは消え、代わりにクロードの心を占しめたのは諦あきらめだった。

「……分かりました。そのお役目、引き受けましょう」

「そうしてくれるか、クロード大神官。いや、君たちには大いに期待しているのだよ！　冒険者ギルドの連中に、ぜひとも神の御み業わざを見せてやってくれたまえ」

「……準備がありますので、私はこれで失礼します」

　上じよう機き嫌げんな総大神官長を残し、クロードは執務室を静かに出た。

　大神官長の意図は明らかだ。魔獣の跋ばつ扈こするアーロイの地にクロードたち瘴派を送り込み、始末したいのだ。自分の手を汚よごすことなく。

　──狸たぬきめ。総大神官長になるためさんざん我らを利用したくせに。いざ総大神官長になったとたん、切り捨てようというのか。

　たとえ、アーロイの地に調査団として送り込まなくとも、いずれ何らかの形で排除するだろう。そういう男だった。

　腹立たしいことに、総大神官長となった男の権力は絶大だ。表向きには、総大神官長は大神殿を運営する十人の総大神官たちの取りまとめ役をするだけで、権限はないとされている。ところが実際は、人事権を持つ総大神官長の権限は大きい。クロードたちに勝ち目はなかった。

　──それに、勝ちたいとも思わない。

　クロードは疲つかれていたし、嫌になってもいた。このアールゼータ大神殿のすべてを。

　──私たちがやってきたことはすべて無む駄だだった。何の意味もなかった。

　部屋に戻ると、呼び出された彼を心配した部下たちが集まっていた。

「クロード様！　総大神官長は一体、何と？」

　総大神官長に言われたことを伝えると、部下たちは悔くやしそうに歯ぎしりした。

「おのれ、総大神官長め。私たちを体ていよく始末するつもりなのか」

「さんざん我らを利用しておいて……！」

　憤いきどおる部下たちを順番に見回し、クロードはそっと目を伏ふせる。

　ここにいるのはクロードをはじめ、全員高い志こころざしを持って大神殿に入った者たちだった。魔属たちの脅威から人々を守り、安心して住める世界をつくるために神官になることを選んだ。

　ところが、期待して入った大神殿はすっかり腐くさり果てていた。権力や派は閥ばつ闘とう争そうにあけくれ、人々のことなど頭にない連中ばかり。上の位の者ほどそれは顕けん著ちよで、大神殿の腐ふ敗はいに失望して離はなれていく者も多かった。

　自分たちもそうしていればよかったと、今では思う。だが、クロードたちは清せい浄じような大神殿を取り戻すために留まることを選んだ。

　──思えばそれが、過あやまちの始まりだったのだろう。

　派閥争いに巻き込まれて潰つぶされないために志を同じくする者で集まり、瘴派を作って瘴気の発生の原因と仕組みの研究を続けた。

　だが、大神殿の総大神官たちは「瘴気は人間が作ったもの」という考えを受け入れなかった。それだけでなく、クロードたちを異い端たん視しし、いつの間にか瘴派の考えは歪ゆがめられた形で神官たちの間に広まってしまった。

　排除されないようにと、瘴派に近づいてきた総大神官の一人に肩かた入いれしたのだが、結局は利用されただけ。

　──腐敗を厭いとい、派閥や権力闘争を嫌きらっていたはずなのに、そこに片足を突つっ込こんだことがそもそも間ま違ちがいだったのだ。

「皆みなの者、私は総大神官長の要よう請せいを受け入れようと思う」

　クロードが静かな口調で告げると、部下たちはぎょっとしたように彼を見た。

「クロード様!?」

「奴やつらの言う通りにするんですか!?」

「……もう疲れたのだ。大神殿は腐敗し、権力を求める者だけが上にあがり、人々を顧かえりみないばかりか、力なき者を虐しいたげている。善人の顔をして、魔属よりも邪じや悪あくだ。このままここにいて異端の烙らく印いんを押されて連中に葬ほうむられるくらいなら、いっそアーロイの地に行って魔獣の手にかかった方がましだ」

「クロード様……」

「だが、皆は私に付き合う必要はない。総大神官長が一番危険視しているのは私だ。私がいなくなれば、後の者に咎とがは及およぶまい」

「いいえ。私はどこまでもクロード様に付き従います」

　一歩前に出て告げたのは、助じよ祭さいから神官になってまだ間がないフェンダールだった。

「私もご一緒いたします！」

「私もです！」

　フェンダールを皮切りに、部下たちは次から次へと声をあげる。結局、この場にいた全員がクロードと共にアーロイに赴おもむくことになった。

「フェンダール、ユーグ、トリス、グウェン……」

　一人一人の名を挙げ、クロードは感謝の言葉を贈った。

「ありがとう。君たちは私の宝だ」




　──こうして部下を連れて大調査団の一員として足を踏ふみ入いれたアーロイの地で、クロードたちは「運命」と出会うことになる。




　アーロイの地に入るなり、大調査団は魔獣の群れに襲おそわれた。

　襲ってきたのは通常よりはるかに強い魔獣たちで、百ひやく戦せん錬れん磨まの冒険者たちが、見る見るうちに鋭するどい爪つめに切きり裂さかれて地に伏していく。クロードたちが張はり巡めぐらした神しん聖せい魔ま法ほうによる結界もほとんど役に立たず、大事な部下たちは次々と魔獣の手にかかって殺されていった。

「クロード様！」

「集まって円えん陣じんを組んで、結界を重ねるんだ！」

　死ぬつもりでアーロイの地に来たものの、ついてきてくれた部下たちをむざむざと殺されたくはなかった。生き残っていた部下たちを集めて結界を重ね、必死で防衛する。

　だが、大調査団の者たちも次々と殺され、いつしかその場に立っているのはクロードたちだけになっていた。

　円陣を組むクロードたちを、魔獣が取り囲む。結界がいつまでももつはずはない。殺されるのは時間の問題だった。

　全員が死を覚かく悟ごした──その時だった。

　血と遺体で埋うめ尽つくされた戦場に、黒い衣ころもを纏まとった黒くろ髪かみの人間が現れた。長い黒髪と身体からだの線が見えないゆったりとした衣服のせいで性別は分からない。ただ、非常に小こ柄がらであることは見て取れた。

　──こんなところに人間が？

　だが、すぐにクロードはソレが人間ではないことを悟さとる。

　魔獣たちが一いつ斉せいに地に身体を伏せて、黒衣の存在に恭きよう順じゆんを示したからだ。そして何より、ソレは魔獣たちよりはるかに濃こくて巨きよ大だいな瘴気を纏っていた。

「魔ま人じん……」

　茫ぼう然ぜんとクロードは呟つぶやく。

　黒衣の存在はゆっくりとクロードたちに近づいてくる。

「ク、クロード様、見てください、瘴気が……！」

　フェンダールの声に視線を転じてみれば、倒たおれたギルドの冒険者たちや神官たちの遺体から、黒い靄もやのようなものが立ちのぼっている。

　瘴気だった。

　様々な濃さや大きさを持った瘴気が、血の海に沈しずむ人間の軀からだから誕生している。奇くしくもクロードたちは、瘴気の発生の瞬間を目もく撃げきすることになったのだ。

　けれど、そんなことを考えている余よ裕ゆうは彼らにはなかった。立ちのぼった瘴気が、黒衣の魔人に向かって吸い寄せられるように集まっているからだ。

　魔属の、そして瘴気の王──そんな単語がクロードの頭をよぎる。

　神官であるクロードたちにとって魔人は、忌いむべき相手であり、排除しなければならない存在だ。なのに、瘴気を吸い寄せながらこちらに近づいてくる黒衣の魔人を見てクロードが思ったのは、まったく別のことだった。

　──なんと、神こう々ごうしくて清浄な存在なのだろう。

　禍まが々まがしい瘴気を纏いながら、魔人が発する気配は清浄そのものだった。

　魔人はクロードたちのすぐ傍そばまでやってきて足を止める。いつの間にか、重ねて張っていたはずの結界は消えていた。

　けれど、クロードたちは結界が消きえ失うせたことにも気づかず、その場で茫然としたまま魔人を見ている。恐ろしいまでの力を持った魔人がすぐ目の前にいるというのに、その場にいた誰だれもが心を奪うばわれていた。

　そしてクロードは、顔を覆おおう長い黒髪の隙すき間まから覗のぞく黒衣の魔人の唇くちびるが、確かに弧こを描えがいたのを見たのだ。

「あなたね？　私に救いを求めていたのは」

　鈴すずの音を転がしたような声が響ひびく。それは目の前の魔人が発した言葉で、この時ようやくクロードたちは、魔人が女であることを知った。

　確かに、男にしては小柄で、黒衣から覗く手と足、それに首筋は白くて華きや奢しやだ。

　その白い手がすっとクロードの前に差し出される。

「神官様は私に、聖女として、救いを求める人には等しく手を差し出しなさいと言ったわ。さぁ、旅人よ。一緒にいらっしゃい。村の皆はとても優しいから、きっとあなたたちを歓かん迎げいするわ」

　──村？　旅人？

　黒衣の魔人の言っていることはよく分からなかったが、クロードはその手を拒こばめなかった。

　これが求めていたものだ、と彼は思ったのだ。

　瘴気にまみれながら、穢けがされることのない気高い存在。善人の顔をした邪悪な者たちと対極にある存在。

「我らの、王──」

　クロードは知らず知らずのうちに跪ひざまずき、こうべを垂れていた。彼の部下たちも皆同じように跪き、魔人に恭順している。

「我らはあなた様のものです。永遠の忠誠を、あなたに──」

　差し出された白い手を取って、クロードはうっとり微笑ほほえみながらその甲こうに唇を落とした。

　そんな彼らの身体を、黒衣の魔人の纏う瘴気が覆っていく。




　──この日、アーロイの地で大だい捜そう査さ団だんにいた何人かの神官たちが姿を消し、魔王に忠誠を誓ちかう魔人が誕生した。







「魔王様……」

　暗くら闇やみの中で二十年前のことを思い出していたクロードは、目を開けて小さな声で呟く。

「我らが王よ。何年経たとうがあなたと初めてお会いした日のことは、私の中で色あせることはありません」

　彼女は彼らにとっての救いだった。あの日、彼女と出会ったことでクロードたちは人間という枠わくから抜ぬけ出だし、新しい価値観、新しい世界を見出したのだ。

　──人間などというのはつまらぬ存在よ。自分たちが生み出した瘴も気のから目をそむけて、世界の頂点に立っているなどと嘯うそぶく、愚おろか者よ。お前たちは所しよ詮せん、汚きたない世界で這はいつくばるしか能がないのだ。

　それに比べて瘴気から得られるこの力はなんと偉い大だいなことか。

　クロードは総大神官長などという矮わい小しような人間より、はるかに強大な力を手に入れた。恐れるものは何もなかった。

　──水の聖剣が顕けん現げんして、水の勇者が誕生するまでは。

　いいや、違ちがう。

　脳のう裏りに銀色の髪かみと青せい灰かい色しよくの瞳ひとみを持つ男が浮かんでは消えた。

　──あの男がやってくるまでは、だ。

「……尊そん師しっ、クロード、尊師……！」

　静せい寂じやくを破って、聞き覚えのある声が暗闇に響ひびき渡わたる。次の瞬しゆん間かん、空気を震ふるわせて暗闇の中に何かが出現する。その姿を見てクロードは仰ぎよう天てんした。

「グウェン!?」

　大神官だった時から付き従ってくれていた部下のグウェンが、首だけの状態で目の前に現れたのだ。

「何があったのだ、グウェン！」

「尊師、大変、です。あの、銀ぎん髪ぱつの、男がっ……」

「銀髪の、男……」

「気を、つけて、ください。あの男が、やってきます。聖剣の、勇者として、魔王様……が……」

　グウェンの顔がどんどん崩くずれていく。もうすでに消しよう滅めつしてもおかしくない状態だったが、ここまで懸けん命めいに戻ってきたのだろう。

「見たもの、すべてを、尊師、に……」

　そう言い残してグウェンの首はその場で消滅していった。だが、すべて消え去ったわけではない。残ったものがある。それはほんの小さな、手のひら大の大きさの瘴気だった。

「グウェン……」

　目を閉じて仲間の消滅を悼いたむと、クロードは残されていた瘴気を自分の中に取り込んだ。そのとたん脳裏に流れ込んできたのは、グウェンがその目で見、耳で聞いた最後の記き憶おくだった。

『もし仲間のところにたどり着くことがあれば伝えるがいい。光、水、大地、火、そして風の聖剣がすでに顕現している。こちらから魔王のもとに出向くので、首を洗って待っているがいい、とね』

　クロード自身の記憶の中に残っている姿より若じやつ干かん髪は長くなっていたものの、あの時と寸すん分ぶん違たがわぬ姿の銀髪の男がいた。

「あの男が……光の勇者……」

　忘れもしない十八年前。クロードたちは当時、冒険者ギルドの本部があるトゥマの大地に眠ねむる初代魔王の剣を見つけようとしていた。水の聖剣と水の勇者から魔王を守るために必要だと考えたからだ。

　だがトゥマに放った部下たちは誰も戻ってこなかった。それが銀色の髪の男のせいだと知ったのは、もっとずっと後のことだった。

　クロードとフェンダールはアーロイの城で魔王の傍を離れずに守っていたのだが、ある日、その魔王がふらりとどこかへ消えてしまった。だが、これは珍めずらしいことはではない。彼らの魔王は、四六時中城を抜け出しては別の場所に移動してしまうのだ。

　たいていは城の周辺をうろついているだけなのだが、困ったことに、時々遠くの場所まで飛んでしまうこともあり、そのたびにクロードをやきもきさせていた。

　──偶然、水の聖剣とその勇者に出くわさないとも限らない。今すぐ魔王様に戻ってもらわねば。

　そう思い、魔王の城から出てすぐのことだった。銀髪の髪の男が襲いかかってきた。たかが人間風ふ情ぜいが──そう思って油断したクロードは瞬またたく間まに完敗する。

　急所は外れたが、脳に剣を突き立てられ、流れ出る血にクロードは消滅を覚悟した。だが、薄れていく意識の中、男は言った。

『今アーロイに残っている魔人たちを消してはいけないそうなので、とどめは刺ささないでおくよ。ただ、しばらくの間は動けないように、ギリギリまで力は削けずらせてもらう』

　その言葉通り、クロードが力を取り戻し、肉体を修復させて何とか動けるようになるまでは、何年も要した。

　ところが、やっとのことで城に戻ったクロードが目にしたのは、水の勇者が命がけで作り出した氷の封ふう印いんと、水の聖剣の欠片かけらに貫つらぬかれた魔王の姿だった。

　──ああ、なぜ私はあの時、城を離れてしまったのだろう。

　心の底から後こう悔かいした。必ず自分たちの王を封印から解き放ってみせると固く心に誓う。

　ようやく元の力を取り戻し、自由に動けるようになるまでにはさらに年月がかかったが、その間に散り散りになっていた魔王配下の魔人たち──クロードの元部下たちと再会することもできた。

　予想通り、生き残った彼の部下たちは、クロードと同じように銀色の髪の男に消滅寸前まで追おい詰つめられていた。城に戻ってこない者はきっと消滅させられたのだろう。

　クロードたちが魔王の封印を解くために表だって動き回ることを避さけたのは、銀色の髪の男を警けい戒かいしてのことだった。聖剣の勇者も厄やつ介かいだが、同じくらい厄介な男で、慎しん重ちようにならざるを得なかったのだ。それなのに。

「あの男が……光の勇者だと……？」

　十八年前あの男が持っていたのは、聖剣ではなく普ふ通つうの剣だった。クロードたちが「なれの果て」になる前で、まだ肉体の影えい響きようから抜け出せていない時期だったとはいえ、普通の剣で自分たち魔人をあそこまで翻ほん弄ろうしたのだ。

　──それが、聖剣を手に魔王様のもとへやってくる。五振りの聖剣の勇者を従えて。

「なんということだ……！」

　──このままでは魔王様を守り切ることができない。

　火の聖剣が顕現したと知った時でさえ余裕を失わなかったクロードが、今は激しい焦しよう燥そう感かんを覚えていた。

　魔剣は見つからない。そのうえ、度たび重かさなる聖剣の勇者たちとの戦いで、クロードたちはもともと少なかった仲間を相次いで失っている。時間も足りなかった。まだ余裕があると見たクロードの失態だ。

　──だが、それでも守らねばならぬ……命に代えても、我らの王を。

　行き先を見失っていたクロードたちに「救い」を与あたえてくれたあの女性を。

「……たとえ、あなたが与えてくれた『救い』が、私たちを思って与えてくれたものではなくとも、それでもお慕したいしております、魔王様」

　決してクロードたちの名前を呼ばず、いつも異なる名前で呼んだ魔王。その名前の本来の持ち主たちは、まだ人間だった頃ころの魔王を裏切り、彼女が心を壊こわす原因となった村人たちだろう。

　──あの女ひ性との心は今もなお、自分を裏切った村とそこに住む人々のところにある。

「それでもいい。必ずお守りします。魔王様。たとえ、この命に代えても」

　クロードたちに向けられたものではないと分かっていながら、自分たちはその慈じ悲ひによって、確かに救われたのだから──。





[image: ]






　ロンダール国王にアーロイ行きの許可をもらうため、王都に行っていたジェロイスがヴォルドの街に戻ってきたのは、三日後の朝のことだった。

　その間、ルティアたちは準備や手続きに追われていた。

　冒険者ギルドでは基本的にアーロイに行くのを禁止している。興味本位に足を踏み入れ、魔獣に殺される冒険者たちが後を絶たなかったためだ。アーロイに行くならばギルド本部に許可を得なくてならない。

　だが正式な許可が下りるのを待っていたら、何日かかるか分からない。結局、延期になっていたアーロイの調査に行くという名目で、アシュアルドとディルナーが許可をもらう形になった。

　ギルドも、火の聖剣に続いて風の聖剣も顕現した事実を重く受け止めているようだ。

　この三日間、一番大変だったのはバイロイドだろう。ギルドの支部長という立場があるので、そう簡単に支部を留守にするわけにはいかなかったのだ。ギルド本部に掛け合って、代理の者を派遣してもらうことになり、その引ひき継つぎ作業をする傍かたわら、セルファシードから聖剣による浄じよう化かの訓練も受けていた。

　さすが元Ａ級の冒険者として名を馳はせていただけあって、バイロイドの剣の腕うでは問題ない。問題があるとすれば風の聖剣ラプスエールとの意思疎そ通つうだが、これはバイロイドだけの責任とは言えないだろう。

「何というか……ラプスエールと話していると疲れるんだ……」

　とはバイロイドの談だ。もちろん、彼を責める者は誰一人としていなかった。

「ジェロイスも無事に国王陛下の許可をもらえたそうだ。明日の朝、ヴォルドに戻ってくるってよ」

　ジェロイスからディルナーに連れん絡らくが入り、こうしてすべての準備と手続きを終えたルティアたちは、彼が戻り次し第だいアーロイに向けて出発することになった。

　ところがその朝、ヴォルドの外の待ち合わせ地点に移動の魔ま術じゆつを使って現れたジェロイスは、一人ではなかった。彼の妻で元神官のフレイアを伴ともなっていたのだ。

「ま、まさか、フレイアも一緒に行くとか言うんじゃないわよね？」

　確かにフレイアは、過去にアシュアルドたちと魔王討とう伐ばつの旅に出たこともある神聖魔法のエキスパートだ。けれど、今は身み重おもの体。

　──確か、産み月も近いはず。

　フレイアは笑いながら手をパタパタと横に振った。

「やだわルティア、さすがに一緒に行くのは無理だってことは重々承知しているわよ」

「そ、そうよね」

「私が一緒にここまで来たのは、あなたたちを見送るためよ。ヴォルド支部の人たちには何も知らせずに、こっそり行くんでしょう？」

「うん。混乱を避けるためにね」

　ルティアたちがこれから封印されている魔王を倒しにアーロイに行くことを、冒険者ギルド本部ではほんの一ひと握にぎりの人間しか知らない。世間では顕現している聖剣は水の聖剣エクセルティーアだけだと思われているのだ。

　大地の聖剣や火の聖剣、それに風の聖剣まで顕現しているとなれば、人々の混乱は必至だ。そのため彼らは、アーロイから一番近いギルド支部を視察するという名目で動くことになっている。

　戦いに行くことを知っている者はこのヴォルドにはいないので、当然、見送りもなしだ。

「決戦に行くというのに見送りもなしじゃ寂さびしいでしょう？　私があなたたちを見送って、このヴォルドでみんなが帰ってくるのを待っているわ。だから……今度こそ全員無事に戻ってきてね。絶対よ？　約束だからね？」

　ルティアを抱だきしめてフレイアが震える声で囁ささやく。ルティアも大きく張り出したお腹に障さわらないようにそっとフレイアを抱き返すと、しっかりと頷うなずいた。

「うん。必ず全員無事で、誰一人欠けることなく戻ってくるわ」

「ふふ、その時に『女として意識させる作戦』がどうなったかも聞くわね」

「あ……、ハハハ……」

　──そういえば、すっかり忘れていたけれど、そんな作戦を決行している最中でしたね！

　ミーム村で魔獣に襲われてから立て続けに色々なことがあり、ルティアはすっかり失念していたのだった。

　ただ、相変わらずエクセルティーアにべったりなものの、ここ最近のアシュアルドは以前よりその偏へん愛あいぶりも落ち着いてきているように見える。

　──お風ふ呂ろとか厠かわやの時も、素す直なおに私に預けてくれるようになったし。うん、いい傾けい向こうなんじゃないかしら？

「アシュアルド。しっかりみんなを守ってね」

　ルティアとの抱ほう擁ようを解いたフレイアがアシュアルドに向き直る。アシュアルドは真しん剣けんな面おも持もちで頷いた。

「もちろん。ルティアは絶対に俺が守る」

　フレイアは「ルティアは、ね」と意味ありげに笑って頷いた。

「それじゃ、そろそろアーロイに向かうとするか。皆、忘れ物はないね？」

　セルファシードがぐるりと一同を見み渡わたして確かく認にんする。

「大だい丈じよう夫ぶ、薬草もちゃんと持ったから」

　薬の入っているカバンをポンと叩たたいてルティアは胸を張った。

　魔獣や魔人相手に薬は効かないが、足止め程度には使えることもある。それに、もし万が一誰かが怪け我がをした場合、ルティアの持つ薬はきっと役に立つはずだ。

「それは頼たのもしいな」

　セルファシードがルティアに向かって微笑む。ルティアは落ち着いてその笑顔を受け止めた。

「もし薬が必要なら遠えん慮りよなく言ってね」

　アシュアルドと話をして気持ちが楽になったのか、あの話を聞いた後もセルファシードとは前と変わらない態度で接することができている。この距きよ離り感が、おそらく今は互たがいにとって一番いいのだろう。

「行ってくるわね、フレイア！」

「皆、どうか無事で」

　フレイアに見送られながら、ルティアたちはジェロイスが展開した移動の魔法陣の上に立つ。足元が光り、ルティアの視界を一面の白が覆った。

　その直後、光は急激に収束し始め、完全に消えた時、フレイアの目の前には誰もいない地面が広がっているだけだった。

「神よ。偉大なるアールゼータよ。どうか彼らにご加護を。……全員無事で戻ってこられますように」

　祈いのるフレイアの言葉が、風に乗って消えた。







　魔獣が徘はい徊かいし、常に瘴気の濃いアーロイに直接魔術を使って乗り込むことはできない。移動の魔術は終点に何もないことを前提として空間を飛ぶからだ。もし移転した先に何かがあれば、術は失敗して命の危険にさらされることもある。

　そこで、アーロイに一番近い街の郊こう外がいまで魔術で移動し、そこからは徒歩で行くことにした。

　街に続く街かい道どう脇わきに無事に移動したルティアたちは、今度は街を目指して歩き始める。

「十八年前みたいに長い時間歩いてアーロイに行くわけじゃないんだな」

　ディルナーが先頭を歩くセルファシードに声をかける。

　十八年前、アシュアルドたち一行はロンダールから、徒歩か、あるいは馬を使って、色々な国を巡りながら何ヶ月もかけてアーロイに向かった。それは途と中ちゆうの国や町や村で魔獣を倒す必要があったからだ。

　つまり魔獣を駆く除じよしながら魔王城を目指したのだ。

　魔獣を倒し、瘴気を浄化して回ることは、人々の安全を守るだけでなく、魔王の勢力を削そぐという意味もあった。そのため、歴代の聖剣の勇者は自分の足で歩いて魔王のいるところを目指していたのだ。

　だが、今回はその必要はないらしい。

「今、各地で増えている魔獣は魔王が送り込んだものではないからね。増大しつつある瘴気の影響で、魔属化した獣が好き勝手に暴れているだけなんだ。いくら討伐しても魔王の勢力にまったく影響はない。時間もないことだし、今回は無視していいだろう。魔獣退治は各国の魔獣討伐隊や、冒険者ギルドにまかせておけばいい」

「でも、セルファシード」

　サーファスがのんびりした口調で口を挟はさむ。

「こっちの目がアーロイに向いている隙すきに、また魔人が魔獣の群れを操あやつって街を襲ったらどうすんの？　魔王を倒す前に先に魔人を倒した方がよくない？」

　セルファシードは苦く笑しようしながら首を横に振った。

「心配はいりませんよ、殿でん下か。フラウゼア、ミーム村、つい先日のヴォルドでも『なれの果て』になった魔人を倒している。もう、魔王の直属の配下はそれほど多くはない。魔王が封印されている今、彼らほど力のある魔人が新たに誕生することはないし、めぼしい魔人はもうほとんど狩かり尽くしていますから」

　だからこそ今がいい機会なのだと、セルファシードは続ける。

「ミーム村を襲った魔獣の群れは、各地から集められ、移動しながら数を増やしていった。これは言いい替かえれば、彼らの手元に自由に操れる手て駒ごまとしての魔獣がもうほとんど残っていないということを示しています。再び集めるのは時間がかかるだろうし、別のことにかまけている余裕はないと思います。つまり、今魔王城はとても手て薄うすだということだ」

「なるほどねぇ」

　そうこうしているうちに、街道の先に高い城じよう壁へきで囲まれた街が見えてきた。アーロイに一番近い街、ソルグだ。

　ソルグは街の規模としてはそれほど大きくはないが、冒険者ギルドにとっては重要な拠きよ点てんの一つだった。

　城壁の中に入り、街の中心に向かって歩いていくと、ひときわ大きな建物が見えてきた。

「あれがソルグの街のギルド支部だ。いつアーロイの魔獣が襲ってくるか分からない土地柄がらだし、近きん隣りんの街から討伐の依い頼らいが多く舞まい込こむこともあって、ソルグには東部でもっとも大きなギルドの支部があるんだ。雇やとっている冒険者の数も当然多い」

　ギルド支部の建物の前を通り過ぎながらバイロイドが説明をする。

　名目上、ルティアたちはこのソルグ支部の視察をするためにやってきたことになっている。だが今回立ち寄る必要はないため、素す通どおりだ。

「ただ、大きいだけに問題やトラブルも多いから、ここの支部長に就つくには特に経験と統とう率そつ力と忍にん耐たい力が必要となる。俺の先せん輩ぱいも長い間ここの支部長をやっていたんだが、いつ訪ねても大変そうだった。……と、そういえばシド」

　バイロイドがセルファシードを振ふり返かえった。

「グンター支部長……じゃなくて、グンター東部総そう括かつ部長に手紙を出すって言ってましたけど、どうしましたか？」

　今回、セルファシードことＡ級冒険者シド・アヴィスの存在はギルド本部にも伏せられている。もちろん光の勇者が顕現していることもだ。これはセルファシードたっての希望だった。

『だって、光の聖剣が顕現しているなんて、冒険者ギルドや大神殿にとって大ごとだからね。素す性じようを探さぐられて今後の活動に支障が出ても困る』ということらしい。

　セルファシードはバイロイドに向かって頷いた。

「個人的に顔なじみに挨あい拶さつするくらいはかまわないだろうと思って、手紙を送ったよ。もちろん口止めはしたけどね。今いま頃ごろ、手元に届いて読んでいると思う」

「きっと彼はものすごく驚おどろいて……あっ」

　何かを思い出したようにバイロイドはハッとし、慌あわてたような口調でセルファシードに言った。

「申し訳ない、シド。色々あってすっかり忘れていた。つい先日、ギルドの緊きん急きゆう会議でグンター東部総括部長に会ったんです。その時に、二十年前に起きたアーロイ合同調査団全ぜん滅めつ事件の話になりまして……」

　バイロイドはグンターに聞いた話をルティアたちに伝えた。

　二十年前、アーロイの地に魔王かもしれない魔属がいるという噂うわさになり、冒険者ギルドと大神殿で合同調査団が組まれることになった。だが調査団はアーロイに入ってすぐに魔獣の群れに襲われてしまう。当時ソルグのギルド支部長をしていたグンターは、冒険者たちを集めてすぐにアーロイに向かったが、すでに合同調査団は全滅していた。

　だが、遺体を回収していたグンターはその時、調査団の遺体が少ないことに気づいた。大神殿側を代表して調査団に参加していたクロード大神官とその部下たちの遺体は、最後まで見つからなかったという。

「グンター東部総括部長は、今魔王を復活させようと動いているのは、もしかしてその時行ゆく方え不明になったクロード大神官たちではないかと考えているようでした」

　ジェロイスが「そういえば」と口を挟んだ。

「ミーム村を襲った魔獣の群れを操っていた魔人は、色こそ違えど神官服を纏っていました。その話の信ぴょう性は高いと思います」

　話を聞いていたセルファシードも大きく頷いた。

「ああ。今魔人として暗あん躍やくしているのは、瘴派を立ち上げたクロード大神官たちと見て間違いないだろう。これは推測でしかないが、彼らは魔獣の群れに襲われた時に、自分たちの意思で魔属にくだったんだと思う」

「魔属に……くだる？」

　聞き慣れない言い回しにアシュアルドが眉を寄せた。セルファシードの代わりにルティアが説明する。

「つまり、自分の意思で瘴気を身体に受け入れて魔属化したということよ。獣はそういうことはほとんどないんだけど、人間の場合は時々あるの。力を求めたりヤケになったり、とか理由は様々だけど。クロード大神官たちは意思に反して魔人になったのではなく、望んで魔人になったっていうケースだと思う」

　その証しよう拠こに、フラウゼアを支配していたフェンダールという魔人は、理性を破は壊かいされて凶きよう暴ぼう性せいを引き出されたにしては、あまりに「理性的」だった。無理矢理魔属化され魔人となった者は、どこかしら「壊れて」いる部分があるものだが、フェンダールにはそれがない。

　理性的なのが、自分から進んで魔属になった者の特とく徴ちようだ。魔人の中でこのタイプが一番厄介である。

「私が神官として大神殿に入った時、すでにクロード大神官たちはいなかった。なので直接の面識はないんだが、興味があって瘴派のことも調べてみたんだ。そうしたら、当時の瘴派はかなり追い詰められていたことが分かった」

「追い詰められていた？」

　思わずルティアが聞き返すと、セルファシードは頷いた。

「ああ。大調査団へも、自分から志願して参加したと言われているが、調べたら、当時の総大神官長に押しつけられたものだったようだ。たぶん、彼らを排除するのが目的だったのだろう。少なくとも、死んでもかまわないという裏の意図はあったと思う」

「わざと死地へ送ったということですね」

　不快そうにアシュアルドが眉を寄せる。

「異端視され、排除を目的として危険な魔獣が闊かつ歩ぽするアーロイへ送られた。彼らが将来を絶望し、魔属化を望むには十分な理由だと思わないか？　そしてクロード大神官が生きているのなら、最近大神殿の中で廃すたれたはずの瘴派が盛り返していることにも説明がつく。彼が先導しているのだろう」

「ちょっと待ってくれ」

　反論の声をあげたのはディルナーだった。

「合同調査団が全滅したのは二十年前のことだろう？　ということは十八年前、俺たちが魔王討伐に出かけた時には、すでに魔王の配下に魔人たちがいたということになる。だが、アーロイに入ってからも、もちろん城の中でも、魔人の姿など一度も見ていないぞ？　グンター部長の話だと、遺体がなかったのは一人や二人の話じゃないんだろう？」

「六、七人という話だったが……」

「ほらみろ。そんなにいたら、あの時俺たちを阻そ止しするために姿を現さなかったのはおかしい」

　確かに、とルティアも思う。あそこに魔人の姿はなかった。襲いかかってくるのは魔獣ばかり。だからこそ魔王の姿を見るまでアシュアルドたちは、魔王が魔獣王だと疑いもしなかったのだ。

「ああ、あの時は君たちがアーロイに着く前に、あらかたの魔人は私が消滅させるか、消滅寸前まで追い込んだからね。だから見なかったんだろう」

　とんでもないことをさらっとセルファシードが告げた。

「は……？」

　アシュアルドたちの口がぽかんと開く。ルティアも例外ではなかった。

　──ちょ、まさか、先回りしてセルファシードがやっつけていたというの!?

「そうしなければ、君たちは魔王の元にたどり着く前に力尽きていただろう。使い手を失ったエクセルティーアは失意のうちに世界に還かえり、そして水の勇者アシュアルドは人類史上初めて魔王に敗北した勇者となっていた」

「それ、は……シェライア皇こう女じよの『未み来らい視し』ですか？」

　あえぐような声でアシュアルドが尋たずねる。セルファシードは頷いた。

「そうだ。シェライアによると、私が介かい入にゆうしなかった場合は高確率でそうなるだろうということだった」

　街の大通りを行きかう人々のざわめきをよそに、ルティアたちはシーンと静まり返った。その中にあってただ一人、セルファシードだけが言葉を紡つむぐ。

「そう言われたら介入しないわけにはいかなかった。もちろん、アルスラディウスを使えば簡単に魔人を倒せただろうけど、光の聖剣の存在を知られるわけにはいかなかったから、身一つで魔人と戦う羽目になったよ」

　当時のことを思い出したのか、ふとセルファシードは遠い目になった。

「あの時はけっこう大変だった。魔人たちは魔王の傍を離れたがらなかったから、トゥマの地中深くに魔剣が封印されているという噂を流し、彼らが出てこざるを得ないようにしたり、魔王が城を離れている隙に残っていた魔人を襲ったりしてね」

「ちょ、ちょっと、ちょっとセルファシード、トゥマって……トゥマって……」

　──実際に闇の聖剣アニムフィニスを封印した場所じゃないの！

　ルティアは心の中でギャーと叫さけんだ。

　トゥマは創世神アールゼータの力が残る聖なる土地だ。魔王アーロイとの戦いを終えた五人の聖剣の勇者は、最後に残っていた力で闇の聖剣アニムフィニスをその地に封印した。

　時が経ち、初代魔王も魔剣もおとぎ話として語られるようになった頃、冒険者ギルドの本部がトゥマの大地に建てられた。まるで、地下に眠る剣の存在を覆おおい隠かくすように──。

　おそらくそれを先導したであろう人物は、ケロリとして答えた。

「そうだよ。トゥマは冒険者ギルド本部がある場所であり、アニムフィニスを封印した大地だ」

　その言葉に全員、ぎょっとしたようにセルファシードを見る。だが、まるで気にする様子を見せず、セルファシードは続けた。

「偽にせの情報じゃ、魔人である彼らを誘さそい出だすことはできないからね。でも大丈夫。そう簡単に見つけることはできないし、万一見つけたとしても、アニムフィニスの封印は魔人ごときでは破れないから。現に今も魔人たちはアニムフィニスを見つけようとしているけれど、未いまだに地下の正確な場所を特定できていないようだ」

　くすくすと笑うセルファシードをルティアは呆あきれたように見つめる。

（この二千年の間に、貴様もずいぶんと図太くなったものじゃのう）

　火の聖剣アーデンティスフレアが呟く。その声に気を取り直したのか、ティファが前方に視線を向けて声をはりあげた。

「皆様、東の門が見えてきました！」

　行く手にそびえる高い城壁の下に、鉄で作られた頑がん丈じような門があった。

　門の東側は誰も住んでおらず、不毛な大地が続いている。荒こう野やを一時間ほど東に下ったところにある国境線という名の結界を越こえれば、そこはもうアーロイの地だ。

「さぁ、行きますよ」

　セルファシードの声に、ルティアたちは身を引ひき締しめた。




　──ルティアたちが東の門を抜けて、アーロイに続く大地に足を一歩踏み出したのと同じ頃。

　前ソルグ支部長であり、現在はギルドの東部総括部長の座についているグンターは、一通の手紙を前に頭を抱かかえていた。

「シド。あの野や郎ろう、十八年ぶりに手紙をよこしたと思ったら、トゥマの中央棟とうにいる人間を避ひ難なんさせろ、だとぉ？　いったい、なんだっていうんだ……！」

　彼の苦く悩のうは尽きない。
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「来たか……」

　近づいてくる聖剣の気配を感じて、クロードは暗闇の中でふと目を開けた。

　けれど、彼の呟きに応じる声はない。かつての部下であり魔王直属の配下だった魔人たちは、すべて聖剣の勇者たちの手にかかり、消滅していた。

　──残るは私ただ一人。

「フェンダール、ルーグ、トリス、グウェン……」

　散っていった部下たちの名前を一人ひとり呟く。涙なみだは出なかった。とうに人間ではなくなっているクロードの身体は、目を潤うるおす必要がないため、涙を流す機能も失われている。

「私も遠くないうちにそこへ行くことになるのだろうな。いや──人間ではなくなった我らがアールゼータの御み許もとへ行くことは許されぬか。ただ塵ちりのように消え去るだけ。だが、それでいい」

　クロードはこうなったことをほんの少しも後悔していなかった。

「さて、一人では勝機はなかろうな。だが、ほんの少しでいい、魔王様に届けば、あるいは──」

　その先の言葉は声にならず虚こ空くうに消えていく。

　くつりと昏くらい笑みを浮かべると、クロードは何もない空間に向かって呼びかける。

「さぁ、来るがいい、聖剣の勇者たちよ。そうしてこの身を引き裂くがいい。その時がお前たちの終わりの始まりだ」
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　アーロイの大地は元は緑豊かな土地だった。

　ところが民たみが虐ぎやく殺さつされ、魔王アーロイによって呪のろわれた大地には、次第に草花が生えなくなった。不毛の荒あれ地ちが広がっていき、かつて森だった土地は、今では少しばかりの緑が残る程度となっている。

　だが、アーロイの地に足を踏み入れる人間にとっては、遠くまで見通せる荒れ地よりも、緑が生おい茂しげる森の方が危険な場所となっていた。

「合同調査団が魔獣の群れに襲われたのは、森にさしかかった時だったそうだ」

　獣だった時の本能からか、魔獣は荒れ地より身を隠すことのできる森の中を好む。つまり、荒れ地より森の中の方が襲われる可能性が高い。

「おそらく、あそこの森の入り口だろう」

　バイロイドが指さした前方にはさほど広くはないが森が広がっていた。

「セルヴィアース、どう？」

　サーファスが腰こしに差してある大地の聖剣セルヴィアースに尋ねると、すぐに答えが返ってきた。

（うむ。おるな。あそこで我らが来るのを待まち伏ぶせている）

「魔獣？」

（そうだ。群れとまではいかないが、そこそこの数はいるだろう）

「了りよう解かい。ねぇ、セルファシード、聞いたでしょう？　魔獣があそこでアタシたちが来るのを待ち構えているそうよ」

　先頭を行くセルファシードが立ち止まって、振り返った。

「そのようだね。だが、わざわざ出向いて襲ってくることはなさそうだな。荒野を歩いているうちは襲われる心配もないだろう。みんな、森の中に入ったら、しばらくは油断できない状態が続くだろうから、今のうちに休んでおこう」

　セルファシードの提案により、その場で休きゆう憩けいを取ることになった。ルティアは敷しき物ものを広げ、お茶の準備を始める。

　ほんの目と鼻の先に自分たちを狙ねらう魔獣がいることが分かっていながら休憩を取るなど、並みの冒険者だったら嫌がるだろうが、生あい憎にくここにいるのは普通ではない者ばかりだ。

　戦い慣れていないルティアでさえ、あまり気にならなかった。

　──身体が資本だもの。休める時にしっかり休まないと。

　それに警戒を怠おこたっているわけではない。もし魔獣たちが襲ってきたらすぐに対処するため、常に誰かが森の様子を窺うかがっていた。

　ルティアは湯を沸わかし、人数分のお茶を淹いれて配る。敷物に腰を下ろして温かいお茶を堪たん能のうしていると、ジェロイスがセルファシードに声をかけた。

「セルファシード殿、聞きたいことがあるのですが」

「何かな、魔術師長」

「あなたは確か魔王の情報と引ひき換かえにシェライア皇女に協力することにしたと仰おつしやっていた。その情報というのはいったいどういうものだったのですか？　これから相手にしようとしている魔王について知っていることがあるなら教えてください」

　セルファシードは手にしているカップをじっと見おろし、それから顔をあげてジェロイスを見た。

「シェライアが私に伝えた魔王の情報は、実はそれほど多くはないんだ。魔王に関しては未来ではなく、もうすでに起こってしまった過去の出来事だったから、さすがのシェライアも視みえにくかったらしい。シェライアが読み取れたものは、断だん片ぺん的てきなことだった。魔王が女性であること。司し祭さい見習いをしていて、聖女と呼ばれていたこと。けれど、闇の魔ま力りよくを持っているがゆえに迫はく害がいされて裏切られた結果、瘴気に取り込まれてしまったこと。……そして闇の魔力に覚かく醒せいした時に、その力で無意識のうちに村を滅ほろぼしたこと。そんな切れ切れの情報だった。だから私はその情報を手がかりにして、魔王の素性を調べようと思ったんだ。だが、該がい当とうする事件が見当たらなかった」

「魔属によって村が全滅した場合、必ずギルドが調査するはずですが……」

「そうだね。魔人や魔獣が関わっていると思われる事件や事故なら、必ず冒険者ギルドの調査が入ったはずだ。私もそう思ってギルドの資料を当たったんだが、私がアニムフィニスの異常を感じた時期に村が全滅したという記録は一いつ切さい残っていなかった。冒険者ギルドではその事件を魔属によるものではないと判断したのか、あるいは──」

「村が滅びたこと自体が隠いん匿とくされて、冒険者ギルドでは把は握あくさえしていなかった……？」

　顔を顰めながらアシュアルドが呟く。セルファシードは頷いた。

「ああ。私もそう思った。冒険者ギルドに隠し通すことができる組織は多くない。大国か、もしくは──大神殿だ」

「もしかして、セルファシードが冒険者ギルドを辞めて大神殿に入ったのは……？」

　身を乗り出してルティアが尋ねると、セルファシードは微笑んだ。

「隠匿されているものを探るためには、神官として潜もぐり込こむのが一番手っ取り早かったからね。年数はかかったけれど、ようやく探り当てて、関係者から話を聞くこともできた。魔王──いや、魔王となった女性の名前はセアラ。二十五年前、南カトレーゼ連合国の外れにあるロシェという村に住んでいた、当時十七歳だった女性だ」

「十七歳……」

　──今の私と同じ歳としだ……。

　ルティアはそっと胸を押さえる。だが、サーファスは別のことが気になったようだ。

「南カトレーゼっていえば、五十年前、激しい内戦の末、カトレーゼ国と南カトレーゼ連合の二国に分かれたといういわくつきの地じゃないの。昔から魔獣の被害も多い土地だけど、長い間内戦状態が続いて、治安も悪化して、さすがの冒険者ギルドでも危険すぎて冒険者を派遣できなくなったのよね」

　ジェロイスが頷く。

「そうです。このままだと共とも倒だおれになるということで大神殿が仲ちゆう裁さいに入ったのですが、まとまりきれず、南カトレーゼ連合国が独立宣言して結局国は分ぶん割かつされてしまった。その後も色々とゴタゴタがあって、今も南カトレーゼ連合国にギルド支部はありません」

　一国の魔術師長として政治にも精通しているジェロイスは、諸外国の歴史や情勢に誰よりも詳くわしい。

「はぁ、南カトレーゼ連合国か。ギルドに報告があがらないはずだわ」

　サーファスがため息をついた。

　冒険者ギルドに頼たよれない南カトレーゼの人たちの心の支えは、大神殿から各礼拝堂に派遣されてくる神官や司祭や助祭だった。

「私が話を聞いたのも、以前ロシェの村に派遣されていた神官だった。高こう齢れいのために引退したんだけど、セアラのことをよく覚えていたよ。彼が言うには、セアラは村の中でも特に敬けい虔けんな信者を両親に持って生まれた。癒いやしの力があるということで、小さい頃から村のアールゼータ神の礼拝堂で司祭の見習いとして預けられていたらしい。癒しといっても強い力ではなく、触ふれられると痛みが和やわらぐとか、彼女と話をしていると心が安らぐといった程度のものだったそうだが」

　それは闇の魔力を持った者の特性で、気づかない場合も多いが、セアラの場合は幼い頃からその才能を開花させていたようだ。

「セアラは救いを求める者には誰にでも手を差し伸べる少女で、親身になって皆に尽くした。彼女は愛され、彼女も村の皆を愛した。いつしか誰からともなく『聖女』と呼ばれるようになっていたらしい。またその名めい称しようが似合う、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの可か憐れんな少女だったそうだ。でも、彼女に救いを求めるのは、人間だけじゃなかった──」

　瘴気もまた、セアラの闇の魔力に惹ひかれるように集まり、彼女はその慈悲の心で瘴気をも受け入れた。

「老神官が言うには、セアラは瘴気がどういうもので、どのくらい危険なものかを知らなかったようだ。魔獣の被害が多い地域だったが、セアラが生まれてからは一度も村は魔獣に襲われたことがなかったらしい」

　おそらくセアラが無意識のうちに村の周辺に漂ただよう瘴気を浄化していたのだろう。魔属化する動物はおらず、そのせいでセアラは瘴気の恐ろしさ、それがどれほど人々に忌いみ嫌きらわれることなのかを知る機会がなかったのだ。

「セアラのもとには、ますます瘴気が集まるようになった。老神官はそのことにうすうす気づいていたらしいが、いつも瘴気はすぐに消えてなくなり、セアラに何も影響がなかったことから、大おお事ごとにはなるまいと見て見ぬフリをしていたようだ。けれど、彼が引退し、別の神官が赴ふ任にんされてきたことが悲劇の始まりだった」

　神官として派遣された新しい神官は野心家で虚きよ栄えい心しんが強く、小さな村の神官になったことを不満に思っていた。それ以上に面おも白しろくなかったのが、司祭見習いにすぎないセアラが聖女と呼ばれ、村の皆に自分より尊敬されていることだった。

「そんな男が瘴気を浄化しているセアラを目撃してしまったら、あとはどうなるか予想がつくだろう？　彼はセアラを瘴気に憑つかれていると告発し、魔力を封ふうじて投とう獄ごくしてしまったんだ。もちろん、村人は最初神官の言うことを信じず、セアラを庇った。ところがセアラに不利な証言が出てきた。村人の中に魔力を持っている者がいて、黒い靄に包まれているセアラを見たことがあると口にしてしまったんだ。そこから後は、坂を転がるように事態が悪化していった」

　村人はセアラを疑うようになり、やがて村で起きた悪いこともすべて彼女のせいにされた。

「引退した老神官のもとにも、人づてでセアラのことが耳に入ったそうだ。彼は慌ててそれはセアラの稀まれなる瘴気の浄化方法であり、決して瘴気に憑かれているわけではないとしたためた手紙を送ったんだが、すべては遅おそかった。手紙が届く前に、例の神官がセアラに巣くっている瘴気を自分が浄化してみせると言い出したんだ。だが、男に神聖魔法の才能はなく、せいぜい礼拝所のろうそくに火をともすのが関の山だ。浄化するなどどだい無理な話。そこで、浄化したと見せかけるためにセアラを火あぶりにしようとしたわけだね」

「そんな……」

　思わずルティアは両手で顔を覆った。

「ロシェの村が全滅したのは、セアラの処しよ刑けいされる日だった。実際にその日に何があったかの記録は残っていない。何しろ村人も、セアラを殺そうとした神官も、全員火に巻かれて亡くなっているからね」

　サーファスが眉を顰める。

「火？　村は火事で全滅したというの？」

「大神殿の記録ではそうなっていたね。問題の神官が操作を誤り、セアラの足元に高く積まれた藁わらに火をつけるのではなく、別の場所に火をつけてしまった。それが瞬く間に広がり、広場に集まっていた村人や、火をつけた神官自身やセアラまで焼いて、村全体に燃え広がった、そう結論づけてすべてを終わらせた。記録が正しいのか、それとも都合よく書き換えられて歪められたものだったのかは、今となってはもう分からない。一つだけ確かなことは、セアラが処刑されたその日が、私がアニムフィニスの異常を感じ取った日ということだけだ」

　もちろん、それは単なる偶然ではないだろう。

「……セルファシード、あなたの見けん解かいを聞かせてください」

　アシュアルドが静かな口調で促うながす。セルファシードはそっと目を伏せ、手の中にあるカップをじっと見おろした。

「記録では村人は火に巻かれて死んだとされているが、シェライアはセアラが村人を殺したのだと言っていた。おそらく、火あぶりにかけられたことが引き金となって、彼女の中で眠っていた闇の魔力が覚醒したのだろう。闇の魔力はセアラを守るためにその場にいた村人や神官を殺した。村人すべてが死に絶えてしまったから、燃え広がる炎ほのおを止める者はおらず、村は火に巻かれて焼しよう失しつしたのだと思う」

「話を聞く限り、僕もそれが真実だったのではないかと感じます。非常に後味の悪い、やるせない真実ですが……」

　ジェロイスがその秀しゆう麗れいな顔を痛ましそうに歪めた。

「そうだね。私もそう感じた。結局人々は、二千年前と同じ過ちを犯おかしてしまったのだと」

　殺されかけたセアラもまた、ギルスフォードと同じように瘴気に堕おちてしまった。悲劇が繰くり返かえされてしまった。

「闇の聖剣アニムフィニスは、使い手であるセアラの覚醒に呼こ応おうして、一瞬だけ目覚めかけたんだろう。だが封印が破れることはなく、彼は再び眠りについた。あとは知っての通りだ。魔属となったセアラは五年かけてアーロイの地に流れ着き、そこに住み始め、さらに瘴気を吸収して力を増大させた」

　──そして同じ頃、アシュのもとへエクセルティーアが顕現し、水の聖剣とその勇者が誕生した……。

「私が知る魔王の話は以上だ。ずいぶん長く話をしてしまったな。そろそろ出発しようか」

　セルファシードはカップの中のお茶を飲み干し、立ち上がろうとした。だが、不意に何かを思い出したように動きを止めてルティアたちを見る。

「そういえば、もう一つ伝えていなかったことがあった。シェライアは魔王のことを『人間として壊れていて、魔王としても壊れている』。そう言っていたんだよ」

「壊れている……？」

　ルティアは思わず聞き返す。

「もしかして、魔王……ううん、セアラの心は、もう……」

　脳裏に浮かんだのは十八年前、魔王城で見た魔王の姿だった。奇き声せいをあげながら、黒い帯状のものを放っていたあの姿だ。

「本当のところは魔王と対たい峙じしてみないと分からない。でも、ルティア。たとえそうだとしても、同情は禁きん物もつだ。もうこれ以上、二千年前と同じ轍てつを踏むわけにはいかないんだ」

　セルファシードが諭すように言いながら立ち上がる。ルティアは唇を嚙かみしめて頷いた。

　二千年前、エクセルティーアたちはギルスフォードに同情するあまり、彼を倒すことができなかった。戦う前から負けていた。

　もう二度とあのような失態を演じるわけにはいかない。

「分かっているわ。セアラが正気であろうとなかろうと、私たちは彼女を倒さなければならないのだから」

　決意をこめて呟くと、ルティアは立ち上がった。
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　森にさしかかったとたん、ルティアたちは魔獣の群れに襲われたが、これを難なく倒して先に進んだ。

　何しろ聖剣とその使い手がこれだけそろっているのだ。ルティアがエクセルティーアになる必要もないほどあっという間に戦せん闘とうは終わった。

「父さん、大丈夫？」

　ルティアはバイロイドに近づいて声をかけた。バイロイドはラプスエールを鞘さやに収めながら頷いた。

「ああ、妙みような竜たつ巻まきが先せん端たんから出るくらいで、振るっている時は普通の剣と変わらないからな。今のところは問題なさそうだ」

　ややぎこちないながらも、バイロイドはうまく風の聖剣ラプスエールを使いこなしているようだ。

　その後も森を進む間、散発的に襲われたが、ルティアたち一行の足を止めるほどではなかった。

「今のところ襲ってくるのは魔獣だけね。魔人はどこへ行っちゃったのかしら？」

　サーファスは物足りなさそうに呟きながらセルヴィアースを鞘に収める。

「この森を抜ければ城まではすぐだ。魔人はそこにいるだろう」

　セルファシードの言葉通り、森が開けてすぐ目の前にある小高い丘おかの上に、魔王城は建っていた。

「魔王城」と便べん宜ぎ上じよう呼んでいるが、この廃城は魔属が作り上げたものではなく、元は大昔の人間が作った城じよう塞さいの跡あとだ。魔王アーロイが滅んだ後、この地を監視するために建てられたものだが、魔獣が増えすぎたために放ほう棄きされた。そのまま打ち捨てられたものを魔王と魔人たちが再利用していたのだ。

　人間が住むにはボロボロすぎて快適とはとても言えないが、魔人や魔獣は気にならないらしい。

　城は十八年前に訪おとずれた時のままだった。崩れかけた壁かべも、風化して白っちゃけたレンガも、そっくりそのまま残っている。当時と違うのは、城全体が氷で覆われ、そこを取り巻くようにして蔦つたが幾いく重えにも巻かれていること。

　水の勇者アシュアルドが魔王を封じるために作り上げた氷の結界と、緑の勇者サーファスが作った緑の結界だった。

　命がけで作られたその結界は、十八年の月日が経ってもなお魔王を封じ続けている。

（いるな。……城の正門の前に魔人が）

　大地の聖剣セルヴィアースの声に、ルティアがハッとして城の正面に視線を向けると、遠目だが確かに黒衣の男が立っていて、こちらを見おろしていた。

（戦う気はなさそうじゃの。少なくとも今のところ殺意はないようじゃ）

　火の聖剣アーデンティスフレアの言葉通り、黒衣──いや、黒い神官服姿の男が攻こう撃げきしてくる気配はない。

「おそらく彼がクロード大神官だろう。門まで近づいてみよう」

　セルファシードを先頭に、ルティアたちは油断なく構えながら丘をのぼっていった。

　門までたどり着いても、クロードは先ほどとまったく同じ場所にじっとたたずんでいる。

　クロードから一定の距離を保ったところで、セルファシードは止まった。

　首元から足先まで覆う真っ黒な神官服に、肩先まである黒い髪。黒こく曜よう石せきのような黒い瞳。クロードはまるで闇の化け身しんのようだった。

　顔立ちは異なるものの、どことなくギルスフォードと……魔王アーロイとなった彼に雰ふん囲い気きが似ている。

　そんなクロードの黒い目がルティアたちを見回し、セルファシードのところでぴたりと止まった。

「……その髪は、魔術で染めているのか」

　初めて紡がれたクロードの言葉は、セルファシードに向けられたもの。

「お気に召めさないのであれば、元に戻すけれど？」

　セルファシードが肩を竦すくめる。その直後、彼の髪はこげ茶色から本来の銀色に戻っていた。白はく銀ぎんの髪は頭上の太陽を反射して、微かすかに金色に輝かがやいている。

　セルファシードの髪に目をやって、クロードはわずかに眉をピクリと動かした。だが、それ以上髪に言げん及きゆうすることはなく、改めてセルファシードを見つめながら淡たん々たんとした口調で言った。

「……取り引きがしたい。聖剣の勇者たちよ」

「取り引き？」

　思いもかけないことを言われてルティアは目を丸くする。

「このまま魔王様と私を見み逃のがす……いや、捨て置いてもらえないだろうか」

　ルティアとアシュアルドは思わず顔を見合わせた。

「はぁ？　あんた、何言ってるのよ？」

　胡う乱ろん気げに聞き返したのはサーファスだ。

「どうしてアタシたちがあんたと魔王を見逃さなくちゃいけないわけ？」

「魔王様はお前たち人間にあだなす者ではない。今も、二十年前もそうだった。魔獣が各地で暴れているのは、魔王様が命じたわけではなく、勝手にやっていることだ。魔王様は一度だって、人間に害意を持ったことはない。それはこれから先も変わらないだろう」

「どういうことか、詳しく説明してもらえるかい？」

　慎重な口調でセルファシードが促すと、クロードは小さく吐と息いきをついた。

「理由は簡単なことだ。魔王様は魔属化する前からすでに心が壊れている。ロシュ村のために身も心も尽くしたのに、愛し愛されていると思っていた村人たちから罵ののしられ、殺されることになったあの時、悲しみのあまり心を壊してしまった」

　やっぱり、とルティアは思う。

　すでにセアラは魔王となる前から──もしかしたら、闇の魔力を覚醒させた時にはもうすでに、壊れていたのだ。

　そして、壊れた心のまま瘴気に堕ちた。

「瘴気は取とり憑ついた者の持つ憎悪や怒いかりを増ぞう幅ふくさせ、理性を壊して破壊行動に走らせる。だが、壊れていた魔王様にはもう、村人に対する憎悪や怒りなどすでになく、あるのは深い絶望と悲しみだけ。魔属化してもあの方の心に憎悪や怨えん嗟さは生まれなかった。だから破壊行動に走ることもない。ただただ、あの方の心はロシェの村に向いたままなのだ」

　それは魔王として──いや、魔属としても不完全なありようだ。シェライアが魔王を『人間として壊れていて、魔王としても壊れている』と言ったのは、まさに正しかった。

「この先も魔王様は壊れたままだろう。ならばお前たちの脅威にはなるまい。消滅させる必要などないはずだ。このまま捨て置いてもらえないだろうか？」

　クロードはまっすぐセルファシードを見つめて言った。彼がルティアたちのまとめ役であることが分かっているかのように。

「セルファシード……」

　サーファスが「どうするの？」と言いたげに彼を見つめる。

　セルファシードはふぅっと軽くため息をつくと、クロードの視線を受け止めながら告げた。

「残念ながらその取り引きには応じられないな」

「なぜだ。魔王様は瘴気を取り込み、その身に集める。魔王様がいれば人界に被害を及ぼす瘴気を減らすことだってできるではないか。現に魔王様がまだ人間だった時には村の周辺を漂う瘴気を取り込むことで、結果的に魔獣から村を守っていた。お前たちにとっても悪い話ではあるまい」

「確かに君の魔王は歴代の中でもっとも人間に被害を与えない魔王だろう。けれど、瘴気を取り込み続けていること自体が問題なんだ。今は被害を出さないと言っても瘴気を取り込み続けていればいずれ限界がくる。闇の魔力があろうと、魔属化した彼女はもう瘴気を浄化することはできない。ためる一方だ。そして限界がくれば今度は彼女が抱えている瘴気が一気に世界に放たれることになる。そうなったらどうなるか想像もつかない。ただ、五つの聖剣がそろっている今なら、魔王の抱えている瘴気ごと浄化することができるんだ」

「交こう渉しよう決けつ裂れつか」

「その通りだ」

　クロードはふっと口元を歪ませる。

「まぁ、そうなるだろうと思っていた。では、この場で滅びよ、聖剣の勇者ども」

　言うなり、クロードの手から何かが放たれた。それはまっすぐルティア目がけて飛んでくる。とっさのことで反応が遅おくれたルティアに、避ける間はなかった。

「……っ！」

「ルティア！」

　寸前、アシュアルドがルティアを抱えて飛びのく。

「大丈夫？　ルティア。怪我はない？」

「あ、ありがとう、アシュ」

　礼を言いながら今まで自分が立っていた場所を見ると、地面がごっそり抉えぐれていた。ルティアはゾッと身体を震わせる。

　──偶然じゃない。私を狙っている。

　それは、真しんに魔王を封印しているのが、アシュアルドとサーファスの封印ではなく、エクセルティーアの欠片だから。

「貴様！」

　バイロイドが吼ほえてラプスエールを鞘から引き抜く。他の聖剣の勇者たちも剣を構えて油断なくクロードと対峙した。

　ルティアはきゅっと口を引き結ぶとアシュアルドに告げる。

「アシュ。エクセルティーアを私に」

　──あの男は今まで戦ってきたどの魔人よりも強い。魔獣とは違う。今のままではアシュはあいつと戦えない。

　水の聖剣エクセルテイーアが必要だ。

「……分かった」

　アシュアルドは頷くと腰に差していたエクセルティーアを鞘ごと引き抜き、ルティアに差し出した。ルティアはエクセルティーアを両手で受け取って胸に抱きしめると、そのまま数歩ほど後ろに下がる。

　──エクセルティーア。

　目を閉じて自分の中に呼びかける。すると、呼応して身体がほのかな光を発し始めた。

　耳の奥おくで水が滴したたり落おちる音が響く。

　それは水の音。零こぼれ落おちる極上の雫エクセ・ルテイーアの声。

　ルティアは鞘に手をかけ、エクセルティーアを引き抜いた。剣身は、途中で折れて剣けん先さきが欠けている。

　ルティアは柄を握りなおし、あるはずのない剣先を胸にぴたりと当てると、そのまま力をこめて押おし込こんだ。

　身体が熱かった。

　目を閉じてルティアは自分の中のエクセルティーアに呼びかける。

　──目を覚まして。私の中の雫。あなたの使い手が待っている。

　すっと意識が遠のいていった。
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　アシュアルドは力を失い崩くずれ落おちるルティアの身体を受け止めた。

　胸に剣を突き立てたまま目を閉じるルティアの姿は、何度見ても慣れることはない。

　──ルティア、待っててくれ。すぐに終わらせるから。

　きゅっと口を引き結び、ルティアの胸から突き出ていた柄に手をかける。引き抜かれていくエクセルティーアの剣身は、ほのかな光を発していた。

　失ったはずの剣先に、銀色の輝きが蘇よみがえっている。

（準備よし！）

　頭の中に、ルティアとよく似た生き生きとした響きの声が轟とどろく。エクセルティーアの声だ。

　柄をしっかりと握り、アシュアルドは水の聖剣エクセルティーアに呼びかける。

「エクセルティーア、行くよ」

（まかせて、アシュ！）

「ディルナー、ジェロイス、ルティアを頼む！」

「まかせておけ」

「命に代えても守りますよ」

　ルティアの身体を二人に預け、頼もしい仲間の声を背に、アシュアルドはクロードに向き直った。

　クロードは聖剣の攻撃を巧たくみに躱かわしていた。アーデンティスフレアから放たれる劫ごう火かの炎をひらりと空に躍おどり出でて避よけると、右から襲いかかってきた竜巻も難なく避ける。

　地面から伸のびて鞭むちのようにクロードを絡からめとろうとしている蔓つたは大地の聖剣の攻撃だ。クロードはこれもするりと躱してしまう。

「くっ、このっ」

「ちょこまかと！」

　やはりクロードは今まで倒してきた魔人とは段だん違ちがいに強い。身体能力と瘴気から得られる魔力、それに見間違いでなければ、神聖魔法も使って攻撃を相そう殺さいしている。

　おそらく魔人になる前も大神官として相当優秀だったのだろう。

　攻撃しては避けられるを繰り返す中、セルファシードだけはアルスラディウスを構えているものの手を出そうとはせず、クロードの動きを見み極きわめようとしていた。

「アシュアルド。私があいつの隙をついて一瞬だけ動きを止めるから、懐ふところに飛び込んで攻撃してくれ」

　セルファシードはアシュアルドの返事も聞かず、アルスラディウスを胸の前で構えると言った。

「光ルクスよ」

　アルスラディウスの剣身がまばゆい光を発する。昼間だというのに、なおも光り輝く光源が周囲を真っ白に染める。

「こらぁ、セルファシード！　眩まぶしすぎるわよ！」

　四方八方に拡散した光は他の聖剣の勇者たちの視界を覆い、そしてクロードの視界をも奪った。

「くっ……」

（無差別はどうかと思うわ！）

　セルファシードの意図を察したエクセルティーアは、とっさに水の膜まくを展開させてアシュアルドの目を光から保護する。セルファシード以外、ただ一人光の洗礼を免まぬがれたアシュアルドは、彼の意図を悟り動いた。

（アシュ！）

「分かってる！」

　エクセルティーアを構え、光に目が眩くらんで空中で姿勢を崩すクロードの懐に向かい、アシュアルドは飛び込んだ。

　意図を汲くんだエクセルティーアが展開したとっさの防ぼう御ぎよのおかげで、攻撃の機会を得たアシュアルドの動きは速かった。クロードの懐に飛び込んだアシュアルドは、エクセルティーアで彼の胸を貫いた。

　貫いた方も貫かれた方も、ズンッという重い衝しよう撃げきを受ける。体重と飛び込んだ勢いを利用したアシュアルドの一いち撃げきは、クロードの胸を刺し貫いただけでなく、勢い余って氷に覆われた城の壁にまで剣先が突き刺さるほどだった。

　だがクロードは、壁に縫ぬい止められながらも、笑った。

　あとは消滅する運命を待つだけなのに──だ。

「この時を待っていたのだよ」

「っ……！　お前！」

　異変に気づいたアシュアルドは顔色を変えた。エクセルティーアもクロードがやろうとしていることに気づいて蒼そう白はくになる。

（まさか、封印を破ろうとしているの!?）

　氷の壁に突き立てられたエクセルティーアの剣先によって、氷の封印に傷ができた。もちろん、それくらいで壊れる封印ではないが、そのほんの少しできた亀き裂れつに向かって、クロードは持てる力のすべてを叩き込んだのだ。

　──ビシピシ。

　音を立てて、壁にできた亀裂が深くなっていく。

「アシュアルド！　殿下！　封印を維い持じしろ！」

　セルファシードが叫ぶ。サーファスもセルヴィアースを構えながら叫び返す。

「わかってるわ！　アシュアルド、押し負けるんじゃないわよ！」

　クロードの最後にして最大の力と、アシュアルドとサーファスの封印の力がぶつかり合う。

「くっ……」

「キツイわ、ね」

　二人は歯を食いしばって、耐たえた。

　亀裂はそれ以上深くなることはなかった。封印の力が勝まさり、押し負けたクロードの身体は、どんどん消滅していく。

　だが、クロードの表情は穏おだやかだ。

「魔王様……どうか、自由に……」

　そんなつぶやきを残してクロードの身体は消滅した。残ったのは壁に刺さったエクセルティーアだけ。

　アシュアルドはエクセルティーアを引き抜くと、地面にふわりと降り立つ。

「どうやら無事に済んだようですね」

　ティファがアーデンティスフレアを鞘に収めながら、ホッとしたように微笑む。

　エクセルティーアも安あん堵どしていた。

（封印の亀裂に力をぶつけられた時はどうなることかと思ったけれど……。よかった、封印は無事だわ）

　その時、誰もが安堵していた。なぜなら予よ兆ちようがまったくなかったからだ。

　だが、氷に閉ざされた内部で、変化が起こっていた。玉座の魔王を覆う氷に入っていたわずかな亀裂が、徐々に広がっていく。

　十八年間閉ざされていた魔王の目が、不意に開いた。

（……だめ!!）

　エクセルティーアが気づいて叫んだ。

「エクセルティーア？」

（封印が──破られる！）

　悲鳴のようなエクセルティーアの声が響いた直後、アーロイの大地に突き上げられるような振しん動どうが広がった。

　──ズンッ！

「城から離れろ！」

　セルファシードの言葉にはじかれるようにアシュアルドが空中に躍り出た。周囲には彼と同じように異変を感じて空へ避難したサーファス、ティファ、バイロイド、それにルティアを抱えたディルナー、ジェロイスがいた。

「何が」

　起こったのか──そう呟くはずのアシュアルドの言葉は喉のどの奥に消える。

　ドンッという凄すさまじい音を響かせ、城の上部が氷と緑の封印ごと吹ふっ飛とんだのだ。

　その瞬間、エクセルティーアは感じた。玉座の魔王の胸に刺さった己おのれの一部が、音を立てて砕くだけ散ちったことを。

　瓦が礫れきと粉ふん塵じんが空にもうもうと舞い上がる中、城の中心で黒き衣の主ぬしが立ち上がる。

　しばらくして粉塵が収まり、ようやく視界がはっきりする中、聖剣の勇者たちは天てん井じようが吹ふき飛とばされ瓦礫と化した城の中心にたたずむ人物を、畏い怖ふをこめて見つめる。




　封印から解き放たれた魔王が、立っていた。
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「これが……魔ま王おう？」

　魔王の姿を見るのは初めてだったバイロイドが啞あ然ぜんとして呟つぶやく。

　クロードの黒い司し祭さい服ふくとは違ちがい、魔王が身に着けているのはとても質素な──いわゆる貫かん頭とう衣いと言われるような布だ。腰こし紐ひもをつけていないので身体からだの線はまったく見えない。そのため、十八年前に薄うす暗ぐらい魔王城の中で見た魔王は、男か女か判別しにくかった。

　けれど、今こうして日の光にさらされた場所で改めて見れば分かる。小こ柄がらな身体。長い前まえ髪がみに覆おおわれた顔立ちは相変わらず見えないものの、黒衣から覗のぞいている手と、くるぶしまでの素す足あしは白くてほっそりしていた。

　あれは女性のものだ。それもまだ年若い女性のものだった。

　セアラは十七歳の時に火あぶりになったという。瘴しよう気きに冒おかされ魔ま属ぞく化かした彼女の肉体は、その時以降止まったままなのだ。

　だが、見た目は華きや奢しやな少女のものであっても、相手は魔王だ。魔属の頂点に立つ存在。彼女の周りに渦うず巻まく瘴気がそれを示していた。

「さすが、魔王。この瘴気の濃こさは普ふ通つうではありません。ものすごい圧だ」

　空中でアーデンティスフレアを構えながら、ティファが呟く。彼女の額には汗あせが浮うかんでいた。

（あー、話には聞いていたけれど、あれはヤバイわー。ラプスエール、今まで自じ称しよう魔王を何人もやっつけてきたけど、あれほどの瘴気を纏まとっているのは、ギルスフォード以来だもん）

　ラプスエールはいつも通りの軽い口調で言ったが、その声には隠かくしきれない緊きん張ちよう感かんがみなぎっていた。

（パパ、気をつけてね。普通ならこの空間にいるだけで瘴気に吞のまれて魔属化しちゃうほどよ。パパは聖せい剣けんの勇者だし、ラプスエールが守っているけれど、これだけの瘴気は一気に浄じよう化かできない。油断しないで！）

（同意はしたくないが、風の言う通りじゃ。ティファよ、気をしっかり持つのじゃ。この濃い瘴気の中、油断すればすぐに吞み込まれるぞ）

　アーデンティスフレアの言葉にエクセルティーアはハッとなった。

（ディルナーさんとジェロイスさんは!?）

　ここにいるのは聖剣の勇者だけではない。城の上部が吹ふき飛とんだ時に、二人がルティアの身体を抱かかえて空に飛びあがったのは見たが、この瘴気に彼らは耐えられるのだろうか？

　アシュアルドもハッとしたように振ふり返かえって彼らの姿を探す。

「ディルナー、ジェロイス、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「私たちなら大丈夫です」

　離はなれたところから返答があった。声の方に視線を転じると、二人は聖剣の勇者たちより大きく後退した場所で空に描えがいた魔ま法ほう陣じんの上に立っていた。それも魔ま術じゆつによって作られたものではなく、神しん聖せい魔法による魔法陣だ。

「瘴気から身を守るのは神聖魔法の方が効率的ですからね。フレイアから習っておいてよかったです」

　ジェロイスがにっこり笑う。その隣となりで、ルティアを肩かたに担かついでいるディルナーもにやりとした。

「おまけに魔術による結界を内側に重ねている。二重構造ってやつだ。神聖魔法の結界だけじゃ心もとないんでな。というわけで、俺たちのことは心配するな」

「分かった。くれぐれも気をつけてくれ」

　アシュアルドは頷うなずいて視線を魔王に戻す。エクセルティーアも意識を魔王に戻した。その際、魔王の足元にいくつもの銀色の何かが落ちているのが目に入る。

（あれは……）

　魔王を封ふう印いんしていたエクセルティーアの欠片かけらだ。封印が破られた時に砕くだけ散ちったものの、破は片へんは消えずに残っていたのだ。

「よくも、エクセルティーアを……！」

　ぎりっとアシュアルドが唇くちびるを嚙かみしめる。どうやら彼も破片に気づいたようだ。

　油断なくセルヴィアースを構えながら、空中でサーファスが地団太を踏ふむ。

「んもう！　予定ではエクセルティーアの封印が残っている間に、アシュアルドとアタシの封印をそっと解きながら聖剣で魔王を浄化するつもりだったのに！　どうすんのよ、あれ。ばっちり目を覚ましちゃってるし、エクセルティーアの封印だって……」

　そこまで言ったサーファスは、言葉を止めた。

「なんか、あの魔王、全然動かないわね」

　サーファスの言う通りだった。動いているのは魔王の周囲にまとわりつくように蠢うごめいている瘴気だけ。さっきから魔王自身は指一本動かしていない。

　前髪が邪じや魔まをして見えないせいで、目を開けているのすら分からない。

「寝ねているのかしら？　何はともあれ、この機会を逃す手はないわ！」

　言うなりサーファスは魔王の元へ急降下しながらセルヴィアースを上段に構えた。それでも魔王は動かない。

「いける──！」

　勝利を確信して振りかぶった剣を、サーファスが魔王の頭上めがけて振り下ろそうとした時だった。

　不意に魔王の背中から一本の黒い帯が生えて、鞭むちのようにしなりながら目にも止まらぬ速さでサーファスへと伸びた。

「っ……！」

　間かん一いつ髪ぱつで飛びのいてサーファスは黒い帯を避さける。再び上じよう昇しようしながらサーファスは舌打ちをした。

「ちっ、闇やみの魔ま力りよくか」

　エクセルティーアやアシュアルド、それにディルナーやジェロイスには嫌いやというほど思い当たる光景だった。

　十八年前、あの黒い帯にディルナーとジェロイスとフレイアは捕とらわれ、まったく身動きがとれなかったのだ。

「気をつけろ！　あれに捕つかまると、魔術を使ってもなかなか抜ぬけ出だせないぞ！」

「やぁん、ディルナーってばアタシのことを心配してくれてるのねっ。結婚しましょう！」

「ふざけんな!!　誰だれがするか！」

　ディルナーの叫さけび声ごえが響ひびき渡わたる。もっとも、サーファスは軽口を叩たたきながらも空中に上がり、魔王と十分距きよ離りを取っている。

　黒い帯は獲え物ものを探しているのか、魔王の背中でうねうねとうねっていた。けれど、空中にいるエクセルティーアたちに襲おそいかかってこようとはしない。

「こちらが攻こう撃げきしようとすると襲いかかってくるんだろう。いわば防衛本能のようなものが働いている」

　セルファシードが魔王をじっと見下ろしながら目を細めた。

「闇の聖剣アニムフィニスの本体である『闇ニのゲ石ル』が象しよう徴ちようするものに『死』がある。闇の聖剣の使い手である彼女の闇の魔力もそれに通じているので、あの闇の帯は捕まえた者に『死』を与あたえる能力が備わっているんだろう。おそらく、村人たちはあれに捕らわれ、命を奪うばわれた。結果的に火事によって全部燃やされたので、大だい神しん殿でんが調査した時には村人は全員焼しよう死ししたと判断されたのだと思う」

「防衛本能……つまり攻撃されたり殺されかけたりすると、本人が意識しないまま勝手にアレが発動して、攻撃してきたものに死をもたらすということですか？　セルファ様」

　ティファの質問にセルファシードは頷いた。

「ああ。あれに捕まった魔術師長たちが十八年前に死なずにすんだのは、死が与えられる前にアシュアルドによって魔王が封印されたからだと思う」

「ゾッとしない話ですね」

「まったくだ。知らないままの方がよかったかもしれん」

　黒い帯にぐるぐる巻きにされた感触を思い出しながら、ジェロイスとディルナーが、後ろでぼやいた。

「普通の人間にとっては『死』を与える恐おそろしい力であっても、聖剣であれば斬きることができる。いや、聖剣でなければ切れない。あれは『死』という理ことわりそのものだからね。そして、私たちの持つ聖剣の力もまた世界を構成する力であり、それぞれが象徴する理そのもの」

　言いながらセルファシードは光の聖剣アルスラディウスを構える。

「今のうちに魔王を浄化する。無意識にあの力が働いているということは、まだ彼女の意識は覚かく醒せいしていない。今のうちに倒たおさなければ。覚醒すれば、彼女は闇の聖剣を──」

　セルファシードの言葉が途と切ぎれた。今まで微び動どうだにしなかった魔王が動いたのだ。

　彼女は顔をあげ、空中にいるエクセルティーアたちを見つめる。

　見上げた拍ひよう子しに、黒くて長い前髪に隠されていた魔王の顔が露あらわになった。

　バイロイドは息を吞む。

「本当に……少女だったのか……」

　魔王セアラは綺き麗れいな顔立ちをした女の子だった。大人と子どもの中間──まだ幼さを残していながら大人になろうとしている、儚はかなくも美しい時期の女性の姿だった。

　元は金きん髪ぱつ碧へき眼がんだったというが、今のセアラは黒くろ髪かみで黒い瞳ひとみをしていた。ギルスフォードと同じだ。

　瘴気にむしばまれた者が必ず黒髪黒目に変わるわけではないが、濃い瘴気にさらされ続けていると、色が染まるということはよくあった。

　セアラは纏う瘴気そのものの色に染まった瞳でエクセルティーアたちを見つめる。そこには何の感情もなかった。

　エクセルティーアはゾッとした。今は剣として身体こそなかったが、もしルティアのままだったら、背筋を震ふるわせていただろう。

　──目に光がない。あれは、『死んでいる目』。

　表情のない目で勇者たちを見上げていたセアラは、ふと左右を見回した。そこに己の求める者がいないことを見て取ったのだろう。

　次にエクセルティーアたちを見上げた目には、今までにない感情が宿っていた。

　それは──怒いかり。

　魔王が口を開く。

「村の皆みなをどこかへやったのはあなたたちなの？」

　ルティアと同じ歳の時に魔属化したはずだが、セアラは十七歳というにはどこか幼い口調と声だった。

「……村？」

　アシュアルドが眉まゆを顰ひそめる。

「神官様は旅人には悪い人たちがいると仰おつしやっていたわ。村の外からやってきた人たちは、たいていがいい人だけど、時々村に害を及およぼす悪い人たちもいるんだって。あなたたちは悪い旅人ね？　村の皆をどこへやったの!?　ジョセフは？　カルラは？　ファーゼルは？」

　セアラの口から知らない名前が次々と飛び出す。

　セルファシードがぽつりと呟いた。

「今出たのはロシェの村人の名前だ。老神官が、特にセアラと仲がよかったと言って挙げた少年少女たちの名前だが……彼らはセアラが魔ま人じんだという噂うわさが出た時、一転して糾きゆう弾だん側に回ったらしい」

　自分を傷つけ、裏切った村人の名前。

（それなのに、どうして彼らの名前を……）

　言いかけたエクセルティーアは、クロードが言っていた『ただただ、あの方の心はひたすらロシェの村に向いているのだ』という言葉を思い出して、声を失った。

　普通であれば、自分を火あぶりにした村人の心配などするわけがない。そう、普通であれば。

　──壊こわれているというのは、こういう意味だったの……？

　彼女は自分が火あぶりになったことも、村が滅ほろんだことも覚えていない。……いや、彼女にとって村は滅んでなどおらず、今も村の中で生活しているつもりなのだ。

　二十五年前から、ずっと。

　どれほどロシェ村とは異なっていても、自分の傍そばにいるモノたちが違っていても、壊れているセアラはそれを決して認めない。

　そして、クロードをはじめ魔人たちは、彼女の幻げん想そうを壊さないように村人を演じていたのではないだろうか。

「ジョセフたちはずっと私の傍にいてくれるって言ってたんだから、勝手にどこかへ行くはずないわ！」

「……っ、村人をどこかへやったのは俺たちではない」

　バイロイドが答えるが、セアラの耳に届くはずもなく。

「皆をどこへやったの？　皆を返して！」

　言葉とともにセアラの周りを漂ただよう瘴気がさらに濃さを増す。背中からいくつもの黒い帯が生え、まるで獰どう猛もうな生き物のようにうねっていた。黒い帯は空中にいるエクセルティーアたちに狙ねらいを定めたようだ。

　だが、攻撃に出ようとしたその時、ふとセアラが何かに気づいてはじかれたように頭上を見上げた。黒い帯の動きも合わせてピタッと止まる。

「何だ……？」

　全員が怪け訝げんそうにセアラを見下ろした。

「ああ、なんだ、あなたはそこにいたのね……！」

　セアラの顔に喜色が浮かぶ。無表情だった黒い瞳に初めて光が宿った。その目に映っているのはエクセルティーアたちではない。

　セアラは喜々として手を伸のばす──そこにはいない何かに向かって。

　セルファシードが叫んだ。

「まずい！　封印が破られる！」

（封印？　封印ってまさか──）

　エクセルティーアの封印もアシュアルドとサーファスの封印もない今、残っている封印はたった一つしかない。

（闇の聖剣アニムフィニスが────）

　喜々とした声が響き渡る。

「ほら、いらっしゃい！　私はここよ！　ここにいるわ！　私の──」

　──ドンッ！

　最後の声は聞こえなかった。発したかどうかも定さだかではない。

　衝しよう撃げきがエクセルティーアを襲う。エクセルティーアだけでなくその場にいた全員に──人間であろうと聖剣であろうと例外なく──大地が、風が、光が、大気が、いや、世界そのものが震えるのを感じた。

　──ああ……！

　なすすべもなくエクセルティーアたちは見つめる。

　視線の先──掲かかげたセアラの手の中に、闇の聖剣アニムフィニスが出現するのを。
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　セアラがその「声」に気づいたのはまだ幼い頃ころのことだった。

『私のせいだ。私が使い手に選んだからギルスフォードはあんな目に遭あった。すべて私のせいだ』

　時々聞こえてくる「声」は、とても悲しい響きだった。自分のせいだと言って嘆なげいている。泣いている。

　けれど声が聞こえて振り返っても、そこには誰もいない。聞こえているのはセアラだけ。

　両親は気のせいだというけれど、セアラにはそうは思えなかった。

　──あなたは、だあれ？

　慰なぐさめてあげたくて、あなたのせいじゃないんだと言ってあげたくて、セアラは村の礼拝堂にいる神官に尋たずねてみた。生まれた時からセアラのことを知っているその老神官は、彼女のことを孫のように可愛かわいがってくれている。セアラもこの老神官が大好きだった。

「ふむ、声が聞こえると。もしかしたら、それはセアラに救いを求める声なのかもしれないな」

　老神官はかねてからセアラには不思議な力があると考えていた。何しろセアラが触ふれるだけでずっと泣き続けていた赤あかん坊ぼうが泣きやむ。激しい喧けん嘩かをしていた大人たちが、セアラが「喧嘩はだめです」と言って間に入るだけで、怒りを忘れて肩を抱だき合あう場面もよく見られた。

「君には癒いやしの力があると思う。傷を治す方ではなく、心を癒す力だ。どうだね、セアラ。司祭見習いとして礼拝堂に通いながら、その力の伸ばし方を探さぐることにしないかい？　きっとその声の主ぬしを救う時に役に立つだろう」

　こうしてセアラは司祭見習いとして老神官の元へ通うようになった。村の相談役でもある老神官のところには、日々様々な信者たちが集まってくる。セアラはその人たちに接することで癒しの力を磨みがいていった。

　セアラに触れられるだけで、心が穏おだやかになる。幸せな気分になれる。そんな話が広がり、たちまち彼女は評判になった。

　救いを求められれば、誰にでも手を差し伸べた。もちろん、救いを求められてもセアラに具体的に何か行動できたわけではない。彼女ができるのはただ話を聞いて、相手の心に寄より添そうだけだ。それでもセアラのおかげで気持ちが楽になり、前向きになれると皆が言った。

　評判が評判を呼び、彼女を訪ねて近きん隣りんの村人までロシェの村にやってくるようになった。よそ者が村に来ることに難色を示す村人もいたが、貧しい村はセアラを訪ねてくる来訪者のおかげで潤うるおうようになり、そのうち文句を言う者もいなくなった。

　いつしか彼女は、周囲に聖女と呼ばれるようになっていた。

　彼女はそれに驕おごることなく、いつでも誰にでも、求められたら手を差し伸べた。

　あの「声」は相変わらず時々聞こえてきて、セアラを駆かり立たてる。早く「声」の主を助けたくて、セアラはますます人を癒すことに邁まい進しんした。

　自分がもっと評判になれば、あの「声」の主がセアラの元へやってくるのではないかと考えたからだ。自分にだけ聞こえる「声」の主が普通の人間ではないとは、少しも考えなかった。

　そんなある日、セアラは村のはずれで黒い靄もやのようなものに遭そう遇ぐうした。村人が飼っている犬たちが妙みように吠ほえて騒さわぐので何事かと見に行ったのだ。犬たちはその黒い靄に向かって吠えたてていた。

　黒い靄は敵意に溢あふれ、隙すきあらば犬たちに襲いかかろうとしている。犬たちを助けるため、セアラが手で黒い靄を追おい払はらおうとしたその時、彼女は気づいた。否、気づいてしまった。黒い霧きりが放つ憎ぞう悪おや敵意の奥おく底そこに、救われたい、この苦しみから解放されたいという思いがあることに。

　セアラは思わず黒い霧に手を差し伸べていた。

「あなたは苦しいのね。辛つらいのね。憎にくくてたまらないと思う一方で、そこから解放されたくて……他者を襲おうとするのね。でも、それではいつまで経たっても解放されることはないわ。あなたの苦しみはあなたのものであり、他者のものではないのだから。さぁ、いらっしゃい。私があなたを救ってあげる。辛いと思う心が、人を憎いと思う心が癒されるまで、ずっと私が傍にいるわ」

　差し伸べた手に黒い靄が絡からみついてくる。「大丈夫」と声をかけていくうちに、次し第だいに黒い靄が薄うすくなっていくのがセアラには分かった。

　やがて黒い靄は白くてキラキラ光る何かに変化し、そっとセアラの腕うでから離れると空に昇のぼっていった。

　その日を境に、セアラは村の外で黒い靄を見かけるたびに、彼らを癒していった。平和な村で育ったセアラは、黒い靄が瘴気であることも、それがどれほど危険な存在であるのかも知らなかったのだ。

　一方、老神官は偶ぐう然ぜんその場面を見てしまい、思い悩なやんでいた。最初、彼はセアラが瘴気に冒されたのかと思って慌あわてた。だから、セアラにまとわりつく瘴気が瘴気でないものに変化し、天に還かえっていったのを見た時は心底驚おどろいたのだ。

　老神官はかねてからセアラが闇の魔力を強く持っていて、彼女の「癒し」の能力もそこからきているのではないかと考えていた。だが、闇の魔力を持っている者が極きよく端たんに少ないため、力の研究は進んでおらず、老神官もどうやって彼女の能力を伸ばしていったらいいのかわからなかったのだ。

　最終的に老神官はセアラを、魔力や神聖魔法の研究者が大勢いる大神殿へ送ることも考えていた。だが、セアラが神聖魔法も使わず瘴気を浄化してしまった場面を見た老神官は、躊ちゆう躇ちよを覚えた。

　瘴気は生き物に取とり憑つかなければそのうち自然に浄化されていく。神官たちが行う神聖魔法による浄化は、自然が行う浄化を魔法によって早めるだけのものだ。だが、今自分が視みたものは従来の浄化とは違うものだった。浄化ではなく昇しよう華かと呼ぶべきなのかもしれない。

　セアラの行う奇き跡せきのような浄化は、大神殿に衝撃を与えるだろう。それが問題だった。近年の大神殿の上層部は腐ふ敗はいし、権力争いに明け暮れている。そこにセアラが現れたら、彼らは彼女を利用しようとするか、意に沿わないのであれば潰つぶそうとするだろう。

　大神殿に送ればセアラを不幸にするかもしれない。そう老神官は考えて断念した。

　……のちに彼は、この判断を心の底から後こう悔かいすることになる。

　老神官はセアラに「黒い靄は危険なものだ。近づいてはいけない」と言い聞かせたのだが、彼女は隠れて瘴気の浄化を続けていたのだ。

　そしてセアラが十七歳の誕生日を迎むかえてまもなく、老神官は高こう齢れいのため神官職を辞することになり、村を離れた。

　セアラにとって、またロシェ村にとっての、悲劇の始まりだった。

　老神官の代わりに村の礼拝堂に赴ふ任にんしてきた中年の神官を、セアラはあまり好きではなかった。彼は辺境の小さな村に送られた不満を隠そうともせず、信者への態度も悪かった。そのうえ、村人に慕したわれているセアラを目の敵かたきにしていた。

　──大神殿に訴うつたえれば、違う人に代えてもらえるのかしら？　とにかく、前の神官様に連れん絡らくを取って相談してみよう。

　セアラがそう思っていた矢先だった。突とつ然ぜんセアラは魔ま封ふうじだという手て錠じようをかけられて、新しい神官によって礼拝堂の地下にある牢ろう屋やに閉じ込められた。

「魔属め！　お前が村人を騙だましてきたことは分かってるんだ！」

　違うと言っても聞いてもらえなかった。セアラは瘴気などというものに取り憑かれてなどいない。ただ救いを求める相手に手を差し伸べてきただけなのに。

　そのまま牢屋に何日も閉じ込められた。でも、セアラはくじけなかった。きっと村人が彼女の不在に気づいて助けに来てくれるだろうと信じていたのだ。

　──神官様にたてつくことは難しいだろうけれど、ジョセフたちならきっと……。

　だが、そんな期待もむなしく、地ち下か牢ろうを訪おとずれた神官は言った。

「お前を浄化することになった。助けを求めても無む駄だだ。村人はお前に騙されていたことに気づいたぞ、この魔ま女じよめ」

　そんなはずはない。村人は皆慕ってくれていた。あなたのおかげで村はこんなに発展したのだと感謝さえしてくれた。見捨てるわけがない。

　噓うそだと思った。けれど、浄化するからと村の広場に引きずり出されたセアラを待っていたのは、村人たちの罵ば倒とうだった。

「魔属め！　今まで俺たちを騙していたのか！」

「うちの子が大病したのはあんたのせいだったのね！」

　茫ぼう然ぜんとした。今自分はなんという悪夢を見ているのかと思った。だが、石を投げられ、当たった場所はひどく痛かった。

　──これは夢のはず。なのにどうしてこんなに痛いの？

　──どうして皆は怒おこっているの？　ついこの間まで幸せそうに笑っていたのに。

　広場にはセアラが死ぬのを見届けるために多くの村人が集まっていた。皆、よく知っている顔だった。毎日会っていた顔、すれ違うたびに声をかけてくれた顔、あなたのおかげだと泣いて手を握にぎってくれた顔があった。

　ジョセフたちもいた。彼らとセアラは幼おさな馴な染じみで仲がよかった。「セアラは俺たちが守ってやる」そう言ってくれた大事な友達だった。なのに、ジョセフたちは顔を背そむけてセアラを見ようともしない。

　それが何よりもセアラを傷つけた。

　両親の姿はなかった。もう顔も見たくないのか、処しよ刑けいされる娘むすめを見るのはしのびなかったのか、それとも魔属の両親ということで何らかの罰ばつを受けていたのか。セアラには分からない。もうそれを考えることすら彼女にはできなかった。

「殺せ！」

「魔属を殺せ！」

　怒ど号ごうが飛とび交かう中、セアラは木に身体をくくりつけられ、足元に藁わらを高く積まれた。

「地に堕おちた聖女よ。お前を火でもって浄化してやろう。俺のこれからの栄光の礎いしずえとなるがいい」

　神官がそう言ってセアラの足元に火をつける。けれど、セアラにはもう何も届いてはいなかった。

　悲しくて、悲しくて、仕方がなかった。

　ふいに、ざわりと背中が疼うずいた気がしたが、迫せまりくる火と煙けむりに嬲なぶられるセアラに気づく余よ裕ゆうはない。……いや、余裕がないのではなく、もう彼女にはそんなこと、どうでもよかったのだ。

『娘よ、それ以上堕ちてはならぬ』

　どこかでそんな声が聞こえたが、セアラには理解できなかった。

　──これは、夢。悪い夢。

　──悲しいことは、目が覚めれば終わるのだから。

　その時視界が真っ黒に染まった。視界だけではなく、頭の中に黒いインクがぶちまけられたかのように突然すべてが闇に染まった。耳も聞こえない。とても静かな空間だった。

　セアラはその静せい寂じやくな中に堕ちていく。

　何もかもが闇の中に沈しずもうとするその刹せつ那な、遠いどこかで「キィ──ィ──ア──アアアアア────」という獣けものじみた声が聞こえた気がした……。




　次にセアラが目を覚ますと、辺りには何もなかった。

　──ここはどこ？　村は？

　あたり一面がきな臭くさく、死し臭しゆうも立ち込めていた。あちこちで黒こげになった何かがあったが、セアラの目には入らない。

「村に……帰らなくちゃ……きっとみんな心配している」

　自分はきっと誰か──そう、あの嫌な神官によってどこか遠くに運ばれてしまったのだ。

「戻らなくちゃ、皆が私を待っているんだから」

　そう呟くセアラの中には、牢屋に入れられたことも、火あぶりになって殺されかけた記憶もなかった。

　村に帰るために歩き出す。その時ふと、あの黒い靄があちこちに漂っていることに気づいた。セアラは、「おいで」と言ってそれらに手を伸べる。
















　黒い靄は喜々としてセアラの中に飛び込んで消えた。今までこんなことはなかったのに不思議だと思ったが、セアラの中に入った瘴気は喜んでいるようだから問題ないだろう。いつでも彼らは救いを求めてきて、セアラはそれに手を差し伸べ続けた。そうするのが彼女にとっての当たり前だったのだ。

　なぜならセアラは聖女だから。

　それからの日々の記憶は曖あい昧まいだ。ひたすら村に帰るために歩き続けたはずだが、朦もう朧ろうとしていて定かではない。ただ、時々すれ違った人がセアラを気味悪そうに見たり、中には襲いかかってくる人間までいたけれど、そのたびにセアラの頭の中は黒いインクに塗り潰されて、気がつけば彼らはいなくなっていた。

　足元に転がった遺体はセアラの目には入らないのが常だった。

　そうやって歩いて歩いて、ある日セアラは獣に囲まれた。恐ろしい形相の獣たちだったが、彼らはセアラに好意を持っているようだった。獣たちに導かれ、たどり着いた場所で寝ね泊とまりするようになった。

　この土地は心ここ地ちよくて、まるで村に住んでいた時のようだ。

　──もしかして、やっと村に帰ってこられたのではないかしら？

　いつの間にかセアラの周囲には、村人たちが戻ってきていた。

　──ああ、やっぱりここは村なんだわ。私は帰ってきたんだわ。

「ねぇ、ジョセフ。やっぱり村はいいわね」

　そう呼びかけるとジョセフは一拍置いてから答えた。

「……はい。魔王様」

「マオウ？　いやだわ、ジョセフったら、私はマオウなんて名前じゃないわよ」

「……はい、そうですね、セアラ様」

　セアラは村に帰ってこられて幸せだった。村に礼拝堂はなくなっていたけれど、些さ細さいなことだ。

　そんなある日、セアラはずっとあの「声」を聞いていないことに気づく。いつから聞いていなかったのだろう。だが、一度思い出したら気になってしまった。

　──そうだわ。あの声の主が現れないのであれば、私が捜しに行けばいいんだわ。

　そう思ってふらりと出かけたら、ジョセフにとても怒られた。

　──あら？　ジョセフだったかしら、それともファーゼルだった？

　とにかく、彼らはセアラが出かけるたびに追いかけて来てこう言うのだ。

「あなたがいなければ私たちの存在に意味などないのですよ」と。それでも「声」の主を捜すことはやめられなかったけれど。

　そんな日々は幸せだった。平へい穏おんだった。

　けれどある日、外に「声」を捜しに行って戻ってみると、村には誰もいなかった。

　代わりに外から旅人がやってきた。良い旅人ではなく悪い旅人なのだということは、すぐに分かった。その中の一人が嫌な波動を出す剣を手にしていたからだ。前の神官様が言った通りだ。悪い旅人はセアラを、そして村人を傷つけようとする。

　悪い旅人が突然襲いかかってきた。

　──目の前がまた、突然、黒いインクがぶちまけられたみたいに染まった。

　あとは覚えていない。長らく眠ねむっていた気がするし、呼びかけられた気もする。

　セアラは目の前の悪い旅人たちを睨にらみつける。

　旅人は前に見たときよりも増えていた。しかもみんなが嫌な波動を出す剣を持っている。

　──あれは、ダメなものだ。

「皆をどこへやったの!?」

　せっかく村に戻ってきたのに！　平和に暮らしていたのに！

　その時、不意にセアラは気づいた。「声」の主の居場所に。その「声」の正体が何であったのかも。

　──彼は私のもの。私の半身。私そのものだ。

　今ならセアラは「声」の主を救うことができる。この時のためにずっと癒しの力を蓄えてきたのだから。

「おいで……！」

　どこか遠くの場所でドンッという凄すさまじい音が響いたのを聞いた。

　それが近づいてくるのを感じる。まっすぐ自分目がけて世界を駆けてくる!!

　──現れたのは抜き身の一振りの剣だった。柄つかの中央には真っ黒な石が嵌はまっていて、剣身も黒く染まっている。

「ああ、ようやく会えたのね……私の剣──」

　美しい漆しつ黒こくの剣を見上げてセアラはうっとりと呟く。けれど、剣からセアラの知る「声」が響くことはなかった。





[image: ]






　トゥマにある冒ぼう険けん者しやギルド本部の中央棟とうを見てグンターは啞あ然ぜんとしていた。

　いや、彼が見ているのは中央棟だったもので、それは突とつ如じよとして現れた大きな大地の窪くぼみとなっていた。彼の後ろではギルドの職員や役員も茫然としたまま崩ほう壊かいした中央棟の残ざん骸がいを見つめている。

　それは突然のことだった。ドーンという凄まじい音がして駆けつけてみると、建物は崩壊し、大地が抉えぐれていた。だが不思議なことに、隣りん接せつする建物にはまったく影えい響きようがなく、まるで地下にあったものが中央棟だけ破は壊かいしてまっすぐ上に向かって突き抜けていったような感じだ。

「な、なんということだ、中央棟が……。もし、避ひ難なん訓練で全員が建物の外に出ていなければ、尽大な人的被ひ害がいが出ていたところだった……」

　グンターの後ろでギルドの幹部の一人が呟く。

　そう。これほどの大だい惨さん事じのわりに、一人の犠ぎ牲せい者しやも出なかったのである。なぜならちょうどこの時間、グンターの提案で避難訓練が行われていたからだ。

「偶然とはいえ、一人の怪け我が人にんも出さずにすんだのは君のお手て柄がらだ、グンター東部総括部長」

「ハハハ……いや、その、ここのところ地じ震しんが頻ひん発ぱつしておりましたからな。何があってもいいようにと避難訓練をと思ったのが功こうを奏そうしました」

　答えながらグンターは冷ひや汗あせをかいていた。

　──くそ、シドの言っていた通り、本当に何か起こりやがった……！

　グンターがこの時間に避難訓練をすることにしたのは、シドからの手紙にあった時刻に中央棟を無人にしろという無茶振りゆえだった。何も起こらなければそれで問題はないし、半端にシドの名前を出して役員を説得して建物から出すより手っ取り早かったからだ。

「しかし、一体何が原因で地面がこれほどまで抉れたのだろうか」

　幹部の当然の疑問に「さぁ？」ととぼけて返しながら、グンターは昔なじみを心の中で罵ののしっていた。

　──原因ならあの野や郎ろうが絶対に知っている。くそっ、このまま説明もしないでトンズラしたら生しよう涯がい呪のろってやるからな、シド！
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（目覚めてしまった……アニムフィニスが）

　魔王セアラの手の中に現れた闇の聖剣アニムフィニスを、エクセルティーアたちは茫然と見つめる。

「あれが……アニムフィニス？　初代魔王アーロイの魔剣にして、闇の聖剣……」

　アシュアルドの呟きに答えたのは、セルファシードだった。

「ああ、そうだ。あれこそ六つの聖剣のうちの一振り。死と静寂と安らぎを象徴する闇ニのゲ石ルを抱いだく、『魂の終焉アニム・フイニス』と名付けられた闇の聖剣だ」

　さすがのセルファシードも最悪の事態に緊張を隠せない様子だ。彼の言葉からは今までにない焦あせりが感じられた。

（アニムフィニス！　聞こえる？　返事をして！）

　エクセルティーアはアニムフィニスに向けて話しかけた。けれどアニムフィニスから返事はない。

（アニムフィニス！）

（……無駄だ、エクセルティーア。アレは心を閉ざしておる。使い手の呼よびかけに応えまいとしてだろう。それでもこうして顕けん現げんしてしまうとはな）

　大地の聖剣セルヴィアースが苦々しい口調で呟く。光の聖剣アルスラディウスが続けた。

（おそらく、私たちが考えているより前からアニムフィニスと魔王……いや、セアラの間にはつながりがあったのだろう。だからあの子が殺されそうになった時に目を覚ましかけた。だが、心を閉じてアニムフィニスは再び眠りについた。二度とギルスフォードの時と同じ過あやまちを繰くり返かえさせないために）

　それでも一度つながりができてしまえば、無意識であろうと使い手の呼びかけには本能的に応えてしまう。それが聖剣と使い手の間にあるつながりだ。

　バイロイドがハッとしたようにセルファシードを振り返る。

「シド！　アニムフィニスは確かギルド本部があるトゥマの地中に封印されていたのですよね？　封印が解けたということは、今、ギルド本部は……」

「本部は大丈夫だろう。グンターに手紙を送って中央棟から人を避難させるように指示を出しておいた。彼が私の手紙の内容を信じて動いてくれていれば、建物は崩壊したとしても、人間に被害はないはずだ」

　淡たん々たんと話すセルファシードに、バイロイドは目を見開く。

「まさか、シド……あなたは最初からこうなることが分かっていて……!?」

　万が一のことを考えてと言うには、あまりに用意周しゆう到とうだ。おそらくセルファシードはこうなることが最初から分かっていたのだ。シェライア皇こう女じよから聞いて。

「そういう大事なことは最初から言いなさいよねっ!!」

　サーファスが怒ど鳴なったが、それはこの場にいる全員の思いだった。

「大事なことだったからこそ言わなかった。それにこうならない未来もあった。どちらに転ぶかは分からなかったんだよ」

　言い訳めいた口調で説明するセルファシードに向けて、火の聖剣アーデンティスフレアが吐はき捨すてるように言った。

（たわけめ！　秘密主義にもほどがあろう！）

「あとで文句はいくらでも聞くよ。でも今は魔王とアニムフィニスの方が先だ」

　セルファシードはパッと気持ちを切きり替かえたように、真しん剣けんな声で全員に向けて告げた。

「聖剣の勇者たちよ。事態は最悪の状じよう況きようにある。だが、我々がやらなければならないことは変わっていない。魔王とアニムフィニスを抑おさえて、どちらも浄化する。ただ、魔王はともかく、アニムフィニスは二千年前にギルスフォードが集めた瘴気をそのまま身の内に持ち続けている。あれが解放されることになったら世界は大変なことになるだろう。その前に決着をつける」

　全員がその言葉に頷いた時だった。ラプスエールの焦った声がエクセルティーアたちの耳に届く。

（ちょっと、大変よぉ！　あの魔王、この周辺の瘴気を呼び寄せてる!!）

（瘴気を集めている……？）

「何だって!?」

　エクセルティーアの呟きにアシュアルドがハッとして魔王の方を振り返ると、彼女の掲げているアニムフィニスから黒い光が立ち昇り、まっすぐ天に向かって伸びている。するとどうだろう。立ち昇った黒い光を中心に黒い雲が広がり、あっという間に太陽を遮さえぎってしまった。

　黒い雲は瞬またたく間まにアーロイ全域に広がり、あたり一面薄暗くなった。

　異変は空だけではない。森の方角から、黒い靄がいくつも城の方を目がけて飛んでくる。気づいたディルナーが声をあげた。

「な、なんだあれは！　瘴気か!?」

　聖剣の勇者たちが振り返ると、森からだけでなく、あちこちから黒い靄が城を目指して飛んでくる。集まった瘴気はアシュアルドたち聖剣の勇者を素す通どおりして、セアラの身体に吸すい込こまれていった。

　それは奇き妙みようにして不気味な光景だった。四方八方から向かってくる瘴気が次から次へと華奢な少女の身体に吸い込まれていく。そのたびにアニムフィニスから立ち昇る黒い光が大きくなっているのは、決して気のせいではないだろう。

　やがてすべての瘴気を吸い込んだセアラは、アニムフィニスをエクセルティーアたち目がけて振り下ろした。

「村の皆を、返して！」

　セアラは一歩もその場を動いていないので、アニムフィニスの剣けん先さきが空中にいるアシュアルドたちに届くはずはない。けれど、アニムフィニスから立ち昇っている黒い光が、まるで鞭のように離れた場所にいる聖剣の勇者たちに襲いかかった。

「なに!?」

　間一髪それを後方に下がって避けながら、アシュアルドは驚きよう愕がくしていた。アニムフィニスから打ち出される力は、どの聖剣のものより強力だったからだ。

「気をつけるんだ！　あの黒い光は闇の魔力と瘴気が混ざったものだ。いくら聖剣でも相そう殺さいしきれない！」

　そう叫ぶセルファシードを黒い光が襲う。身体をひねってそれを避けながら、セルファシードは光の聖剣アルスラディウスの先せん端たんをセアラに向けた。次の瞬しゆん間かん、アルスラディウスの剣先から一条の光がセアラの胸めがけてまっすぐ伸びていく。だが、その光がセアラの胸を貫つらぬく前に彼女の身体の周囲に渦巻く瘴気によって遮られてしまった。

「返して！　村の皆を返して！」

　セアラは叫びながらアニムフィニスを振り回す。アシュアルドたちはアニムフィニスから伸びる黒い闇の光を避けるので精一杯になった。

「君の村はもうない。とっくに滅びているんだ！」

　黒い光を避けながらバイロイドが叫ぶ。だが、セアラの耳には届かないようだった。セルファシードが首を横に振る。

「バイロイド、無駄だ。壊れた彼女の心は自分にとって都合のいいことしか受け入れない。都合のいいものしか見ない。我々が諭さとして納なつ得とくするようだったら、もっと前に彼女は村がないことを受け入れていただろう」

「ですが……」

「彼女はもうとっくに魔属の最終段階である『なれの果て』だ。消しよう滅めつさせるしか彼女の苦しみを終わらせることはできない」

「……そうですね」

　バイロイドはやるせなさそうに顔を歪ゆがめると、頭を振って切り替え、ラプスエールを構える。隙があればすぐに攻撃できるように。

「チィッ」

　ティファがセアラの背後に回り、火の聖剣アーデンティスフレアを振り下ろそうとした。ところがセアラの背中から黒い帯が鞭のように伸びてティファに襲いかかる。それを避けながらティファがアーデンティスフレアを横に薙ないだとたん、アーデンティスフレアから炎ほのおが放たれ、黒い帯を燃やし尽つくした。

　だが、燃やしたと思ったそばから新たに生えた帯がティファを襲う。慌てて距離を取りながらティファは悔くやしそうに唇を嚙みしめた。

「これではうかつに背後から近づくこともできません」

　後ろから襲っても、闇の魔力から無む尽じん蔵ぞうに再生する黒い帯が攻撃をしかけてくる。かといって、前方からはアニムフィニスから伸びる黒い光のせいで近づくこともできない。

　遠えん距きよ離りから放つ聖剣の攻撃も、セアラにまとわりつく瘴気によって阻はばまれてしまう。

　聖剣の勇者たちは攻せめあぐねていた。
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　ディルナーとジェロイスは聖剣の勇者と魔王の戦いをもどかしげに見つめていた。

「このままではマズイですね。防戦一方になっている」

「隙はあるんだが、あの背中から繰り出される黒い帯が問題だ。こちらの攻撃に反応して的確に襲ってくるからな。せめて何か気を逸そらせるものでもあればいいんだが、こちらの攻撃はあの大量の瘴気で阻まれてしまう」

　二人は聖剣の勇者ではないので、戦いには参加できない。結界から一歩でも外に出れば、この濃い瘴気にやられてしまうだろう。

　ルティアの身体と自分たちの身を守るので精一杯だった。これでは何のために来たのか分からない。

「何か、何か私たちがここにいる意味があるはずなんです。だからこそセルファシード殿は『私たちの力が必要だ』と言ったのだと思うんです」

　アシュアルドたちの戦いを見つめながら、ジェロイスはきゅっと口元を引き結んだ。

「……私たちは見守ることしかできません。ですが、離れているからこそ全体の状況が見えます。防戦一方の彼らの代わりに、何とかこの状況を打破できる方法を考えるんです」

「……とはいうものの、クロードとかいう魔人に使った手は使えないぜ」

　ディルナーが顔を顰しかめる。

　クロードとの戦いの折、目くらましで隙を作る方法が上う手まくいったのは、光の聖剣アルスラディウスが放った光が無差別に狙ったものだったからだ。自分だけを狙ったわけではないただの光に、クロードはとっさに反応することができなかった。

　だが、今の状況で同じことをやったら、巻き込まれる聖剣の勇者たちは危険極まりないだろう。それにただの光があの魔王に効くとも思えない。

「ディルナー、でも、あなたは先ほど魔王に隙があると言っていませんでしたっけ？」

「それは単に剣の腕のことを指しているだけだ。魔王が闇の聖剣をめちゃくちゃに振り回しているのを見れば明らかだろう？」

　指でセアラを示しながらディルナーが説明する。

「たぶんあのセアラって子は、生まれて一度もまともに剣を握ったことがないんだろう。だから振り回しているだけ。剣筋も何もあったもんじゃない。剣の腕だけ見たら隙だらけなんだ。それを闇の聖剣アニムフィニスの力が補おぎなっている形だ。隙だらけだから、アレだけなら躱かわして懐ふところに飛び込むことも可能なんだが……問題は背中から生えている黒い帯だ」

　後ろから攻撃しようとしていた風の聖剣ラプスエールとバイロイドが、逆に黒い帯に襲われてギリギリで躱しているのを見て、ディルナーの目が細くなった。

「あの黒い帯、今のところ背中から攻撃してくるやつを防いでいるだけだが、前から攻撃してもおそらく襲ってくるだろう。十八年前がそうだった。魔王の目の前にいた俺たちをあの黒い帯は襲ってきたんだからな」

　十八年前、まさにこの場所で魔王を目の前にした彼らは、なすすべもなくあの帯に囚とらわれたのだ。当時のことはまだ生々しく二人の記憶に残っている。

「つまり、あれをどうにか抑おさえて、魔王本体を攻撃するためには一瞬の隙をつくしかないんだが、今のこの状況でどうやって隙を作ればいいのか……」

「隙……」

　闇と瘴気の力を振るう魔王を見つめながら、ジェロイスは呟く。その時ふと、彼は魔王の足元できらりと光るものに気づいた。

　それは粉々になって落ちたエクセルティーアの破片だった。その瞬間、ジェロイスの頭に閃ひらめくものがあった。

「もしかして、あれが使えるかもしれません。エクセルティーア！　アシュアルド！」

　ジェロイスは二人を呼び、手短に作戦を説明した。

「どうです、エクセルティーア？　できそうですか？」

　魔王の足元に散らばる己おのれの欠片かけらに視線を向けながらエクセルティーアは答えた。

（……ええ。できそう。ううん、できるわ）

「できるそうだ。このままでは埒らちが明かないし、その作戦でいってみよう」

　アシュアルドは頷いて、ジェロイスの作戦を他の聖剣の勇者たちに伝える。セルファシードは微笑ほほえんだ。

「ほんの少しなら、私とアルスラディウスがアニムフィニスを抑えることが可能だ。私もその作戦なら、十分勝機があると思う。特攻役はアシュアルドとエクセルティーアに頼む。いいかい？」

「ああ」

　アシュアルドは頷き、エクセルティーアも了承した。他の聖剣の勇者たちもアニムフィニスの攻撃を避よけながらそれぞれの位置につく。

「行くよ、エクセルティーア」

（ええ）

　エクセルティーアはセアラの足元に散らばる自分のかつての欠片に力を注いだ。と同時に聖剣の勇者たちが動き始める。

　それは一瞬のことで、魔王セアラにとっても思いがけないことだった。突然足元から水柱があがり、彼女の身体を取り囲んだのだ。

「なに……!?」

　すぐに闇の力で水柱を抑え、足元の邪魔な力を消し去ったセアラはハッとなる。目の前に聖剣の勇者の一人が迫っていたのだ。

「きゃ……！」

　とっさにセアラは手の中の剣を振るう。彼女の大事な剣は無敵だ。だから攻撃してきた「悪い旅人」を、剣がやっつけてくれるはずだった。ところが剣は、男の持っている光り輝かがやく剣によって受け止められていた。

「君のその剣と対ついになるのが私の剣だ。光と闇。相反する力を持っている。だからこうして、少しの間だけなら抑えることができる」

「っ……！」

　セルファシードがアニムフィニスを抑えている隙に、バイロイドとティファが空中から攻撃を仕掛けていた。火の聖剣アーデンティスフレアの放った炎が風の聖剣ラプスエールの風によって煽あおられ、セアラの背後に迫る。

　黒い帯は攻撃に転じたが、炎と風によってほとんどが届かないうちに燃え尽きてしまう。だが、セアラの闇の魔力から無尽蔵に作られる黒い帯はすぐさま再生し、バイロイドとティファを狙う。再び風と炎が舞った。

　二人の目的は魔王を背中から攻撃することではなく、黒い帯の注意を自分たちに引きつけておくことだった。そのためには攻撃し続ける必要があった。

（ふん、貴様と力を合わせねばならんのは口くち惜おしいが、魔術師長の言う通り、確かに効率的じゃな！）

（やだぁ、アーデンティスフレアったら素直じゃなーい。ラプスエールと一緒に戦えて嬉うれしいくせに☆）

（たわけ！　誰が嬉しいなどと思うか！）

　言い合いながらも二振りの剣は絶妙なタイミングで力を振るい、互いを補いながら帯を攻撃していく。いつしか黒い帯は防戦一方になり、前から攻撃してくる相手を警けい戒かいする余裕を失っていた。

　火と風が連れん携けいして黒い帯を引きつけている間に、魔王から少し離れた場所に降り立ったサーファスは大地の剣セルヴィアースの先端を地面に突き刺した。そのとたん、地面に亀き裂れつが入り、瞬く間にセアラの足元にまで広がった。割れた地面から蔓つたのようなものが飛び出して魔王の身体に絡みつく。

「アシュアルド！」

　サーファスが振り返って叫んだ時にはすでにアシュアルドはエクセルティーアを手に地面を蹴っていた。聖剣の勇者全員で作った魔王セアラの隙をつくために。この唯ゆい一いつのチャンスを逃さないために。

　魔王の身体にまといつく瘴気が、彼女の自由を奪うばう蔓を引きはがそうとしていた。

「させるか……！」

　全速力でセアラの懐に飛び込んだアシュアルドは、その勢いのまま彼女の身体にぶつかるようにしてエクセルティーアでその胸を貫いていた。

　ズンッと手に衝撃が走る。

　──やったか!?

　手ごたえはあった。勝利を確信した次の瞬間、魔王の身体から噴き出した黒い瘴気がアシュアルドを襲った。
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　アシュアルドはいつの間にか真っ黒な空間にいた。

「俺は……一体……？　魔王は？　どうなった？」

　だが、何も見えず、応える声はない。それどころか、アシュアルドの手にはエクセルティーアも握られていなかった。

「ここはどこなんだ……？　エクセルティーアはどこに？」

　エクセルティーアが自分の手の中にいないというだけでアシュアルドは不安になった。

「エクセルティーア……」

　その時、不意に目の前の暗闇の中に、ぽぅっと一人の人物の顔がほのかな光によって映し出される。それを見てアシュアルドは思わず顔を顰めていた。

　その顔はアシュアルドにとって好ましくない相手のものだったのだ。

『折れてしまった水の聖剣は、君にはもう必要のないものだろう？』

　浮かび上がった顔の主──アールゼータ大神殿の総大神官長は笑みを浮かべる。人の好さそうな顔をしながらも、その笑みは愉ゆ悦えつを含んで歪んでいた。

『君はもう水の勇者ではないのだ。聖剣を折ってしまったのだからね。そんな君がその剣を手にしているのがふさわしいと思うのかね？　エクセルティーアを渡したまえ。その剣は大神殿にあってこそふさわしい』

　五年前、氷の中から助け出されたアシュアルドにそう言った総大神官長。

　ふざけるなと思った。

　──エクセルティーアは大事な家族だ。お前みたいな欲の張った人間になど渡せるものか！

　あの時感じた怒りがアシュアルドの心に甦よみがえる。

　すると今度は、総大神官長の代わりにフレイアの憂うれいを帯びた顔が目の前に浮かんだ。

『アシュ、聖剣は役目を終えたら世界に還さないといけないわ。エクセルティーアの役目はもう終わったの。いつまでもあなたのところに留とどめるわけにはいかないわ』

　──嫌だ！　エクセルティーアの一部は魔王を封じるためにあの地に残っている！　まだ役目を終えたわけじゃない！　エクセルティーアは俺の聖剣のままだ！

　ディルナーとジェロイスの心配そうな顔が浮かんだ。

『フレイアの言う通りですよ、アシュアルド。いつまでも折れたエクセルティーアにしがみついていてはあなたのためになりません』

『アシュアルド。エクセルティーアだってお前にそんなことを望んでいないだろうさ。いいかげんにエクセルティーアを解放してやれ』

　──うるさい！　皆に俺の気持ちなど分かるものか！　たった一人の家族を失った俺の気持ちが……！

　アシュアルドの中で怒りがどんどん膨らんでいった。

　──許せない、許さない！　俺とエクセルティーアを引き離す者は許さない……！

　──憎い、憎い……！　俺とエクセルティーアを引き離す者が！

　怒りが湧き上がる、憎しみが湧き上がる。すべてを破壊したいという衝しよう動どうが湧き上がる。

「ねぇ、憎いでしょう？　許せないでしょう？」

　耳元で声が聞こえた。その声はセアラの声のようであり、違うようでもあった。声はアシュアルドに囁き、そそのかす。

「その憎悪に、怨えん嗟さに、身をゆだねてしまいなさいな。ほら、あなたに力をあげる。憎い敵を打ち負かしましょう？　そうすればエクセルティーアはあなただけのものよ。もうあなたたちを引き離す者はいないわ」

　それは甘かん美びな誘いだった。だが、アシュアルドの頭の片隅に、おかしいという違和感が芽生えた。

　なぜなら、当時もこれほどの怒りを覚えたことはなかったからだ。なのに、どうして今、これほど許せないと感じるのだろう？

「ねぇ、その憎悪を受け入れて。それはあなたの心の奥底に潜ひそんでいた思いよ」

「俺の……？　奥底に潜んでいた憎悪？」

　おかしいと思いながらも、アシュアルドはそうなのかもしれないと感じた。

「私の手を取って。私があなたを救ってあげる」

　思わず声の方にふらりと行きかけたアシュアルドをとどめたのは、かつて彼の心を罪悪感から引き揚げてくれた声だった。

「いいえ、それは違うわ、アシュ」

「……ルティア？」

　いつの間にか傍らにルティアの姿があった。

「ああ、よかった、アシュ。ようやく通じたわ」

　ルティアは安堵したように笑うと、アシュアルドの手を取った。その手にはしっかりとした温かな感触がある。

「あのね、あなたは魔王セアラの中から噴ふん出しゆつした瘴気に吞まれそうになっているの。だから、あの声に耳を傾けてはだめよ、アシュ」

「瘴気に……吞まれて？」

「あまりに瘴気が大量すぎて、私の浄化が追いつかなかったの。ごめんなさい。アシュ、よく聞いて。その憎悪はあなたのものではないわ。思い出してみて。あなたは本当に憎悪を覚えたの？　恨みを抱いたの？　いいえ、違うわ。あなたは怒りを感じたけれど、それは自分自身に向けられたものだった。憎しみは覚えなかった。ただ悲しかっただけ。違う？」

　目の前のルティアが微笑みながら尋ねる。

　アシュアルドは深呼吸をした。すると、さっきまで自分の中にあった怒りや憎悪がすっと消えていくのを感じた。

　あとに残ったのは、元からあった自分の感情だけ。

「……うん。その通りだ。この憎しみは俺のものじゃない。俺の奥底に潜んでいたものでもない。俺はエクセルティーアを失って悲しかっただけだ。怒りを覚えたのは彼女に守られてばかりいた自分に対してだった」

「瘴気は宿主に憎悪を植えつけ、その感情を己のものだと思い込ませて同調させ、心を侵食していくの」

「そうか……俺は瘴気に吞まれかかっていたんだな」

「普通の人間だったらとっくに吞み込まれていたでしょうね。でもアシュは大丈夫。自分の感情に違和感を覚えたでしょう？　その感覚がある限り、瘴気はあなたを取り込むことはできない。それにアシュは私を呼んでくれた。アシュが私を呼んでくれたから、こうしてつながった。聖剣とその使い手はね。呼び合えば通じるの。だから、呼んでくれさえしたら、私は必ずあなたのところに戻るわ」

「ルティア……今の君は、ルティアなの？　それともエクセルティーアなの？」

　ルティアの姿をしているのに、言っていることはエクセルティーアに近くて、アシュアルドは混乱する。

　──元は同じものなのに。

　やっぱり自分はルティアとエクセルティーアを、違う存在として認識していたのか。

「どっちでもあるわ。でもどちらかというと今はエクセルティーアね。だって今の私は剣だもの。……ほら」

「え……？」

　いきなり右手にエクセルティーアを握る感触がしてアシュアルドは仰ぎよう天てんする。

「エクセルティーア、これは……え？」

　隣を見たアシュアルドは、今しがたまでそこにいたルティアの姿がかき消えていることに気づいて目を見開く。

（私はここよ。あなたの手の中）

　握りしめたエクセルティーアが言った。

　──そうか、あるべき姿に戻ったんだ。

　さきほどのルティアは、エクセルティーアが一時姿を借りていたものだったのだ。瘴気に吞まれそうになっていたアシュアルドを救うために。

（さぁ、この闇を払いましょう、アシュ。今のあなたなら、瘴気の流れてくる方向が分かるはず）

　アシュアルドは深呼吸をし、改めて暗闇を見つめる。聖剣エクセルテイーアと通じ合った今なら、この瘴気がどこから来るのかが分かる。瘴気の元に向かって、アシュアルドはエクセルティーアを構える。

（断ち切って、アシュ！）

　声とともにアシュアルドは剣を振り下ろした。次の瞬間。




　──パキィィン。




　いつかどこかで聞いたことのある嫌な音と共に、アシュアルドの視界は急に開けた。

　闇の聖剣アニムフィニスが折れていた。真っ二つに。

　柄の部分はセアラの手の中に残り、半分から先は地面に落ちている。

「ア、アアアアアアァァ！」

　魔王セアラが絶叫する。その彼女の胸の真ん中には、ぽっかりと穴が開いていた。

（アシュ！　離れて！）

　エクセルティーアの言葉に、アシュアルドは慌てて後ろに下がってセアラから距離を取る。サーファスが駆け寄ってきた。

「アシュアルド！　一瞬、瘴気があんたを取り囲んで、姿が見えなくなっていたわよ！　大丈夫だったの？」

「大丈夫だ。それよりアニムフィニスを折ってしまった。俺はまた聖剣を──」

「アニムフィニスに関しては、むしろありがとうと言いたいね」

　セルファシードが近寄ってきて、アシュアルドの肩を労いたわるように叩く。

「え？　どういう……？」

「折れたからこそ、アニムフィニスはようやく、闇の勇者ギルスフォードという楔くさびから解き放たれたんだ。そうして欲しくて、彼は自らエクセルティーアと君の前に身を晒さらしたんだよ」

「自分から折られるために……？」

「ああ」

　頷きながら、セルファシードはセアラを見下ろす。セアラは折れたアニムフィニスを抱きしめてうずくまっていた。

「アアアアアアア──アアァァ！」

　その口から零れるのは獣じみた声だ。けれど、ここにいる誰もが、それが慟どう哭こくの叫びだと分かっていた。

　胸が痛くなるような光景に、セルファシードは一瞬だけ目を閉じる。けれど、彼は目を開けると、感かん傷しようを振り払うように言った。

「アニムフィニスが折れた今、彼女はもうこれ以上反撃できないだろう。今のうちにアニムフィニスごと浄化しよう。みんな、彼女を囲むように輪になってくれ」

　セルファシードの指示通り、アシュアルドたちはセアラを囲むように輪になると、両手で聖剣を胸の前に掲げた。それぞれの剣先から水色、緑、赤、無色、金色の光が立ち昇り、まっすぐ天に向かって伸びていく。

　真っ黒な空に、五つの光で作られた輪が到達すると同時に雲が開け、光が差し込んできた。

　日の光に照らされて、五つの色を持つ光が輝きを増す。いつしか光は混ざり合い、虹色に輝く大きな環わになった。

「なんと美しい……」

　ジェロイスが感嘆の声を漏らす。

　虹色の環の中では、うずくまったセアラがいて、彼女の抱えるアニムフィニスの剣身からは黒い靄が流れ出ていた。黒い靄は虹色に輝く光の環の中でその姿を維い持じできずに、宿主から切り離された端から消えていく。

　やがて、黒い靄が出なくなるのを待っていたかのように、虹色の環の中でセアラがアニムフィニスを片手に立ち上がった。

　その姿はすっかり変わっていた。黒衣は白色に、黒髪は金髪に。そして黒い瞳は青色に変わって──いや、元の彼女の色に戻ったのだ。折れたアニムフィニスの剣身も、黒から本来の銀色に戻っている。

　瘴気が完全に浄化されたのだ。

　だが、魔属化していたセアラの身体は瘴気がなくなれば消えるだけ。現に彼女の身体は半分透明になっていた。

　セアラは自分の姿を不思議そうに見下ろしていたが、その表情は穏やかで、目にも光が宿っている。彼女は手の中のアニムフィニスを見下ろすと、柄に埋まっている闇ニのゲ石ルにキスを落とした。

　それがきっかけになったかのようにアニムフィニスが光の中に溶けて消えた。エクセルティーアには、アニムフィニスがセアラによって世界に還されたのが分かった。

　百年先か、千年先か、それとももっと先か。それはまだ分からないが、新しい使い手が現れた時、闇の聖剣アニムフィニスは再び顕現するだろう。新しく生まれ変わった姿で。

　アニムフィニスを還したセアラは、アシュアルドたちに向かって微笑み、それから何かを告げた。声は聞こえなかったけれど、おそらく「ありがとう」と言ったのだろう。

　セアラの身体が浮かび上がり、ゆっくり空に昇っていく。その姿を見送っていたアシュアルドたちは「あっ」と声をあげた。

　虹色に輝く光の環の中、昇っていくセアラの傍らに、白い神官服姿のクロードたちが現れたのだ。半分以上知らない顔だったが、中には見知った人物もいた。ミーム村を襲った魔獣を操っていた魔人と、フラウゼアで倒したフェンダールだ。

　クロードとフェンダールがそれぞれ左右からセアラに向かって手を差し出す。セアラははにかみながらも彼らに手を預けて嬉しそうに笑った。

　エクセルティーアは浄化の光を送りながら、感かん慨がい深ぶかげにセアラたちを見つめていた。

　──これは父なるアールゼータの起こした奇跡かしら？

　クロードたちはとっくの昔に浄化された身だ。今ここに現れるのは、とうてい信じられないことだった。

　それとも、奇跡ではないのかもしれない。

　──浄化したと思っていたのに、ほんの一部が瘴気として残り、セアラの中に残っていた？　あるいは──

　あるいは、人間の憎悪や恨みや妬みが瘴気として残っているのならば、人を思いやる心や温かな気持ちも、見えないところで残っていることも十分考えられる。

　あれは、そんな人の思いがもたらした奇跡なのかもしれない──。

　天に昇っていくセアラたちを見守っていたエクセルティーアは、それに気づいてハッとなった。

（あ…………？）

　セアラたちのさらに上に、半分身体の透けた人物がいて、じっとエクセルティーアたちを見つめていた。エクセルティーアはその顔にも見覚えがあった。

　消滅する時は黒く染まっていた髪や瞳は、元の金髪と明るい青色に戻っている。エクセルティーアたちに向ける視線も以前のような穏やかなまなざしだった。

「……兄、さん……っ」

　セルファシードの口から小さな、震えるような声が零れた。

（なんという……）

　アルスラディウスも言葉を詰まらせる。

　ああ、一体彼らはどんな思いでギルスフォード……兄の姿を見ているのだろう。

　──やっぱりこれは奇跡なのかも。

　アニムフィニスの中に残っていたギルスフォードの思いがあの姿となって現れた？

　真相はエクセルティーアにも分からない。他の聖剣たちも同じだろう。

　今はただ、この奇跡に感謝したい。

　万ばん感かんの思いで見上げるエクセルティーアたちの前で、彼らの姿はゆっくり天に昇り──やがて見えなくなった。

　同時に虹色の光の環が消える。真っ黒な雲が覆っていた空も、今は青空が広がり、明るい日差しがアーロイの地に降り注いでいた。

　聖剣の勇者たちが剣を鞘に収める。と同時にディルナーの肩に荷物のように担がれていたルティアは彼の背中で目を覚まし、開口一番、文句を言った。

「ディルナーさん、もう少しまともな抱え方をして欲しかったです！　頭に血がのぼるぅぅ！」

「あ、すまん」

　慌ててディルナーはルティアを地面に下ろす……のかと思いきや、「ルティア！」と駆け寄ってきたアシュアルドに彼女を渡した。

　荷物扱いからお姫様抱っこに一気にグレードアップした感慨にふける間もなく、ルティアはアシュアルドにぎゅうぎゅう抱きしめられた。

　──うう、ちょっとこの体勢は恥ずかしいかも。

　そんなことを思っていると、バイロイドがつかつかと寄ってきて、アシュアルドの手からルティアを奪うと地面に下ろした。

「おい、アシュアルド。俺の目の前で堂々と人の娘に抱き着くとはいい度ど胸きようじゃないか」

「おっさん、無ぶ粋すいな真ま似ねはよせよ」

　ディルナーが呆れたようにため息をつく。

「何が無粋だ！　俺の目の黒いうちは娘に手を出させないからな！」

（パパ、素敵♡）

「あー、あー、もう、何なのかしらね。さっきまで死し闘とうを繰り広げていて、さらに奇跡のような光景を見たというのに、この台無し感は！」

　サーファスが口を尖とがらせてぼやく。その時、いきなり笑い声が響いた。

「ハハハハ、アーハハハハ！」

　ぎょっとして全員が笑っている人物を見つめる。笑っているのはセルファシードだった。彼は何かが吹っ切れたように明るい声で笑っていた。

　しばらくの後、まだ笑いの残る声音でセルファシードは言った。

「すまない。何だか相変わらずだなと思ってね。さて、そろそろヴォルドに戻ろうか。幸い、この周辺の瘴気はすべてセアラが取り込んでしまったから、しばらくの間は魔獣が出ることもないだろう。ああ、そういえば瘴気がないのだから、ここから直接ヴォルドに戻れるね」

「それでは僭せん越えつながら僕が」

　言いながらジェロイスが自分の足元に移動の魔法陣を展開させる。

「身み重おもの妻が待っているので、早く帰りたいのです。さぁ、帰りましょう。早く帰りましょう」

「ジェロイス、お前ってやつは……」

　再び呆れたような吐息を漏もらしながら、ディルナーは魔法陣に向かって足を踏み出す。ヴォルドに帰るべく、ルティアたちも笑いながら歩き始めた。




　そうしてしばらくの後、彼らの姿は光の中に消えて、再びアーロイの地には静寂が戻った。
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　魔ま王おうとの決戦から一週間後。

　ルティアたちは再びロンダールの王都を訪おとずれていた。延び延びになっていた国王との謁えつ見けんのためだ。

「ほら、できたわよ」

　謁見のためにバイロイドが用意したピンクのワンピースを着て、フレイアに化け粧しようをしてもらったルティアは、手て渡わたされた鏡を見て「わぁっ」と声をあげる。

　平へい凡ぼんな顔立ちが女性らしく変化していた。

「ルティアは化粧映ばえする顔立ちみたいね。とっても可愛かわいいわよ」

「ありがとう、フレイア！」

「男連中にも見せてあげましょうよ」

「う、うん」

　アシュアルドたちは玄げん関かんでルティアの支し度たくが終わるのを待っている。胸をドキドキさせながら玄関ホールへ下りると、真っ先に気づいたディルナーが声をかけてきた。

「おっと、化けたな、お嬢じようちゃん」

「えへへへ」

「綺き麗れいですよ、ルティア」

「ありがとうございます、ジェロイスさん。……アシュ？」

　何も言わないアシュアルドに不安を覚えたルティアは、おずおずと呼びかける。そのアシュアルドはルティアを見てポカンとしていた。ディルナーが隣となりにいたアシュアルドの腹に肘ひじ鉄てつを加える。

「ぐっ」

「惚ほうけてないで、何とか言ったらどうなんだ」

「あ、う、うん。あの、その……ルティアじゃないみたいだけど、すごくいい、よ」

　アシュアルドは顔を真っ赤にさせ、ふいっと視線を逸そらしながらボソボソと言った。

　──……私じゃないみたいってどういう意味？　一応褒ほめられているんだよね？

　微び妙みような感想だと思いはしたが、アシュアルドにつられてルティアも頰ほおを染めた。

「あ、ありがとう、アシュ」

「いやーん、初うい々ういしいわぁ！　これよ、これ！　こういうのが見たかったの！」

　ルティアの後ろでフレイアがはしゃいだような声をあげる。

　見送ろうと玄関に出てきたティファも、ルティアを見て微笑ほほえむ。

「ルティア様。なんて可愛らしいのでしょう。もちろん、いつものルティア様も十分可愛らしいですが、今日は格別です」

　褒め言葉の羅ら列れつにルティアは照れた。

「ありがとうございます。お化粧なんて普ふ段だんしないから、ちょっと恥はずかしいんですが……」

「おい、完全にあっちの方が褒め上手だぞ、アシュアルド」

「君はティファを少し見習った方がいいですね」

　ムッと口を引き結んだアシュアルドに、ディルナーとジェロイスが諦あきらめとも発はつ破ぱともつかない言葉をかけていたが、女性陣の賛辞に照れまくるルティアが気づくはずもない。

「ティファさん、そういえばセルファシードは？」

「なじみにしていた店がまだあるかどうかを見に行くと仰おつしやって、先ほど外へ出て行かれました」

「へぇ」

　セルファシードは存在自体を隠かくしているので、今回の謁見に呼ばれたわけではないのだが、王都見物がしたいということで一いつ緒しよに来ているのだ。

　十八年前までギルドの冒ぼう険けん者しやをやっていたセルファシードは、ロンダールの王都にあるファルファス支部に所属していたらしい。その関係でここには彼のなじみの店があちこちにあるという。

　ちなみにバイロイドは今回も来ていない。ギルドでの事後処理が忙いそがしく、とても支部を離はなれられる状じよう況きようではなかったのだ。

　──何しろ、トゥマの本部の建物が一部だけとはいえ崩ほう壊かいしちゃったんだものね。

　緊きん急きゆう避ひ難なん訓練があったために巻き込まれた人はいなかったようだが、本部は大おお騒さわぎになったとか。崩壊した中央棟とうというのは全国の支部長の会合が行われる大会議場のあった場所で、しかも魔ま法ほう陣じんによる移動システムの拠きよ点てんともなっていた建物だったらしい。

　魔王討とう伐ばつの報告はしたものの、それを祝うどころではないというのが冒険者ギルドの状況だった。

「ルティア、そろそろ行きましょう」

「あ、はい！」

　ジェロイスの言葉に、ルティアはディルナーと少し様子のおかしいアシュアルドとともに四人でロンダールの城へ向かった。




　化粧をしたルティアの顔と服装を見て、開口一番サーファスは言った。

「ふーん、少しは見られるようになったじゃないの」

　城の謁見室にはサーファスもいた。国王の前だからなのか、サーファスはいつもの女装ではなく、男性用の服を身に着けている。もちろん、初めて会った時のようなキラキラな盛せい装そうだ。

「あ、ありがとうございます。サーファスさんは……あいかわらず派は手でですね」

「スカートはさすがにダメだっていうからさ。仕方なく男装にしたけど、せめて装飾を盛らないとやってらんないわよ。あ、男装でもちゃんと化粧はしているわよ。女のたしなみだもの！」

　サーファスはやっぱりサーファスなのだった。

「ハハハハ。相変わらずだな、サーファス殿でん下かは」

　ロンダール国王が楽しげに笑う。顔合わせは済んでいるとはいえ、国王を前にガチガチに緊きん張ちようしているルティアに、彼は気さくに声をかけた。

「謁見という形は取っているが、形式ばっているのは私も好きではないので楽にしてくれ。初対面でもないしな。それに、今回来てもらったのは、そなたたちを労ねぎらうためだ」

「私たちを……ですか？」

「そうだ。今回の魔王討伐の顚てん末まつを知るのは、私やギルドの上層部のほんの一部の者だけ。混乱を招かないようにするためとはいえ、そなたたちの活かつ躍やくを皆は知らぬ。だから、せめて私だけでも、そなたたちを労いたいと思ってな」

　ロンダール国王は温かな目でルティアたちを見回す。

「代表してお礼申し上げる。聖せい剣けんと聖剣の勇者たちよ。そしてジェロイス、ディルナー。よくぞ魔王を討伐して世界を守ってくれた。心から感謝する」

「陛へい下か……」

　ジェロイスとディルナーが深く頭を下げる。ルティアもアシュアルドもそれに倣ならって自然と礼を取っていた。

「本音を言えば、次から次へと聖剣とその勇者たちが現れるので、世界の終わりが近いのかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのだがな。だが、これでしばらくは安心だ。ルティア嬢よ。もう魔ま人じんどもがそなたを狙ねらうこともないだろう。だが、そなたの存在は貴重だ。いつまた何時狙われるやもしれん。もし、よければこの城で保護することも考えよう」

　ルティアは顔を上げた。返事はとっくに決まっている。

「いいえ、陛下。私は今まで通り、ヴォルドで薬くす師し兼冒険者として普ふ通つうに生活していきたいと思います。確かに私はエクセルティーアの生まれ変わりですが、今は普通の人間ですから」

　おそらくそう答えることは予想していたのだろう。苦く笑しようを浮うかべながらも国王は頷うなずいた。

「では、そなたの望む通りに。ジェロイス、ディルナー、これからも彼女のことを気にかけて力になってやれ。アシュアルドは……言うまでもないか。大切にするといい」

　アシュアルドは顔をあげてしっかりと頷いた。

「はい。陛下。もちろんです」

　謁見は終わった。

　城に滞たい在ざいしているサーファスはもとより、ジェロイスもディルナーもすぐには帰らずしばらく城にいるというので、ルティアとアシュアルドは先に帰らせてもらうことになった。

「ルティア」

　城の門を出て街に向かって歩きながら、アシュアルドは口を開く。着き飾かざったルティアを見てしばらくは顔を赤くしたり、口ごもったりと挙動不ふ審しんだったが、さすがに目に慣れてきたようで今はいつもの様子に戻っている。

「なぁに、アシュ？」

「ここからならヴォルドから行くより近いから、付き合って欲ほしい場所があるんだ」

「付き合って欲しい場所？」

　首を傾かしげるルティアに、アシュアルドは行き先とその理わ由けを告げる。ルティアの大きな目がこれ以上ないほど開かれた。

「本気なの？」

「ああ。本当は五年前にしなければならなかったことだ。決心がつかなかったけれど、ようやく踏ふん切ぎりがついたんだ。だから……ルティアに見届けて欲しい」

　色々な思いが渦うず巻まいて、ルティアは最初、言葉にできなかった。けれどアシュアルドが本気なのだと感じて、ぐっと唇くちびるを嚙かむと、泣き笑いをしながら頷いた。

「……もちろんよ。私が見届けなくて、一体、誰だれがやるのというの？」





[image: ]






　一方、城に残ったジェロイスとディルナーは、魔ま術じゆつ師し長ちようの執しつ務む室しつでこんな会話を交かわしていた。

「あいつら、直接向かったのかな？」

「たぶん、一度僕の屋や敷しきに戻って着替えてから行くんじゃないんですか？　二人とも盛装では落ち着かないようだし。普段着でいるのが一番二人らしいですからね」

　ディルナーもジェロイスも、これから二人がどこへ何をしに向かうのかをもちろん知っていた。あらかじめアシュアルドに相談を受けていたからだ。

「あいつもよく思い切ったよなぁ。正直驚おどろいたが……」

「寂さびしい気持ちはありますが、アシュアルドにとってはいいことだと思いますよ、僕は」

「やることが極きよく端たんすぎるがな」

　保護者兼けん兄代わりとして、アシュアルドの決定は嬉うれしくもあり寂しくもある。それが二人の本音でもあった。

　この二十年間のことを思い出し、しばし感かん慨がい深ぶかげにしていた二人だったが、ふとディルナーが顔をあげて言った。

「そういえばあの二人、どうやら上う手まくまとまりそうだが、お嬢ちゃん、ちゃんと分かっているのかね？　俺はそっちの方が若じやつ干かん心配だ」

「何がです？」

「アシュアルドの偏へん愛あいさ。エクセルティーアに向けていたあの偏愛が、今度はそっくりそのままお嬢ちゃんに向かうんだぜ。それを分かってるのかね？」

　おのおの将来起こるであろうそれを想像して、沈ちん黙もくが広がった。しばらくして、ジェロイスが呟つぶやく。

「今のルティアに対する溺でき愛あいに偏愛も加わるのですか……それはなんだか……重いですね」

　ジェロイスの言葉には実感がこもっていた。二人は顔を見合わせてため息をつく。

「お嬢ちゃんには可哀かわいそうだが、頑がん張ばってもらうことにしよう」

「そうですね。もう運命だと思って、諦めていただきましょう」




　──二人の予想通り、次の日からルティアは偏愛という名の重苦しい愛を一身に受けることになる。

　ベタベタ抱だきつくなんて可愛い方だ。風ふ呂ろや厠かわやの外で彼女が出てくるのを待っていたりするのは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。彼女に話しかけたり触ふれたりする男を威い嚇かくしたり、少しでも近づいてくる男がいれば陰かげで抹まつ殺さつ（比ひ喩ゆ）していたりする。

　あげくの果てにルティアが真夜中ふと気配を感じて目を覚ますと、アシュアルドがベッド脇わきで寝ね顔がおを見ていたりするのである。

「ルティアがちゃんと息しているのか不安で。最初から一緒に寝ねれば安心だけど、バイロイドが一緒のベッドで寝るのは許さないと言うから……」

　などと、恐きよう怖ふと紙かみ一ひと重えの日々を過ごすことになるのをルティアはまだ知らない。

「愛が重い……」

　とか。

「溺愛怖こわい……半はん端ぱない……」

　というのが口くち癖ぐせになることも。

「剣を偏愛する変態に戻っていいですから！」

　などと叫さけぶことになる未来を、彼女は知る由よしもなかった──。
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　背筋にゾクッと震ふるえが走り、ルティアは足を止める。二人は出かける前に着替えようとジェロイスの屋敷に戻る途と中ちゆうだった。

「どうしたの？」

　怪け訝げんそうにアシュアルドが尋たずねる。ルティアは内心首を傾げながら答えた。

「ううん、何でもない。少し背筋が寒くなって……。着慣れないワンピースなんか着ているからかしら？」

　もちろんこれは冗じよう談だんだ。ルティアのワンピースはきっちりうなじまでボタンで留とめるデザインのものなので、隙すき間ま風かぜが入ることもない。

　だが、冗談を真に受けたアシュアルドは真顔で言った。

「風か邪ぜをひかないうちに早く屋敷に戻って着替えよう。あ……でも、その……その、服、ルティアにはとてもよく似合っているよ、うん、その……」

　アシュアルドは突とつ然ぜん顔を真っ赤にさせて言った。

「き、綺麗だ、すごく……」

「アシュ……」

　ルティアの顔が真っ赤に染まる。顔だけではなく、全身から熱風が噴ふき出だしそうな勢いだった。

　──わあああ、恥ずかしい……いや、褒められて嬉しいけど、恥ずかしい！

　なぜなら、ここは道の真ん中であり、人の往おう来らいが激しい場所だからだ。

「と、とりあえず、ジェロイスの屋敷に戻ろうか」

「そ、そうね」

　二人はそそくさと歩き始める。

　やっぱりティファのようにスマートにはいかないアシュアルドだった。

「おや、二人とも今戻ったのかい？　早かったね」

　玄関ホールに入ると、どうやら同じく帰ってきたばかりらしいセルファシードがティファと立ち話をしていた。ルティアたちに気づいたセルファシードは、にこやかに二人を迎むかえる。

「ええ。城は庶しよ民みんには落ち着かない場所だから、早々と戻ってきたの。セルファシードは？　なじみの店はまだあったの？」

「ああ。私のことも覚えてくれていたよ。まぁ、姿が変わらないせいもあるけど。今度グンターを連れて飲みに行くと約束してきた。ギルドのファルファス支部にも寄ったけど、案外みんな私のことを覚えているものだね」

「それはたぶん悪目立ちしていたからでは……ううん、何でもない」

　今回の中央棟崩壊事件で一人の犠ぎ牲せい者しやも出なかったのは、セルファシードの手紙の内容を信じたグンターが、中央棟にいた人たちを残らず避難させてくれていたからだ。

　そこでセルファシードは、礼を言いにこっそり本部に会いに出かけたのだが、そこであやうくグンターに殴なぐられそうになったと聞いている。物ぶつ騒そうな話だが、バイロイドによればそれが彼ら流の親愛の表あらわし方なのだそうだ。

　ともかく、彼らの交流は復活したらしい。それもあってか、セルファシードは大だい神しん殿でんに戻るのではなく、しばらくの間ギルドで冒険者をやるつもりのようだ。

　問題は聖せい騎き士しのティファだが、彼女はあっさりその地位を捨ててセルファシードに付き合って冒険者になると言い出した。

『もともとセルファ様や大切な人たちを守るために聖騎士になったのです。ですから未練はありません。それに、今、私の大事な人たちは大神殿ではなくここにいますから』

　ティファもセルファシードも、しばらくヴォルドのギルド支部に籍せきを置くつもりらしいので、受付のルルが萌もえ悶もだえる姿を見られる日も近いだろう。

　ルティアとしても二人が傍そばにいてくれるのであれば嬉しい。

　セルファシードの今後について、実は少し心配していたのだ。

　彼が長い年月をアールゼータの依より代しろとして生きてきたのは、贖しよく罪ざいのためでありアニムフィニスの封ふう印いんを見守る目的があったからだ。アニムフィニスが解放されて世界に還かえった今、セルファシードは生き続けていく目的をなくしてしまったのではと、ルティアほか、聖剣たちは皆懸け念ねんしているのだ。

　もちろん、依代の役目から解放されることが彼にとって一番いいのは分かっているが、二千年前からの記き憶おくを共にしている仲間を失うのかと思うと、寂しいと感じてしまうのもまた事実だった。

「ところで、二人はまだこれから出かけるんだっけ？　気をつけて行ってくるといい」

　外出するとはまだ言っていないのに、セルファシードは確信しているようだ。おそらくこれから二人がどこへ向かうのか、どういう目的なのかも彼には分かっているのだろう。

「うん、気をつけて行ってくるわ」

　二人に挨あい拶さつして、部屋に戻るために階段を上がろうとしたルティアは、ふと気になってセルファシードを振ふり返かえる。

「そういえばセルファシードに聞こうと思っていたの。シェライア皇こう女じよが見た私の笑顔っていつの、どの場面のことだったの？」

　シェライア皇女はルティアが笑顔でいるのを見てその未来が訪れることを望んだ。それはいつの話のことで、どんな場面だったのか、話を聞いた時から気になっていたのだ。

　だが、セルファシードは唇に手を当ててにっこり笑った。

「それは私とシェライアだけの秘密だよ」

「ええ？　教えてくれないの？」

「ああ。だって限定しなければ、シェライアがいつ見るか分からないからって、毎日笑顔で暮らしてくれるだろう？　私もシェライアも一時だけじゃなくて、これからも君にずっと笑顔でいて欲しいと願ってるんだ。だから内ない緒しよだよ」

　それはセルファシードが今まで口にした中で、もっとも親らしい発言だった。

「むー」

　ルティアは口を尖とがらせたが、本気で拗すねたわけではない。

「分かったわ。なるべく笑顔でいることにする。だから、ね」

　セルファシードに向けてルティアはさりげなく告げた。

「だから、お父さんも、どこかにふらっと行って所在不明になったとしても、私が生きている間くらいは時々会いに来てよね」

　青せい灰かい色しよくの瞳ひとみが驚いたように見開かれる。セルファシードを心底驚かせたことに満足して、ルティアは笑いながら階段をのぼり始めるのだった。
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「お父さんとはね、まいった」

　ルティアとアシュアルドが着替えて出かけるのを屋根の上からこっそり見送りながら、セルファシードは呟く。

（嬉しいくせに）

　腰こしに下げた光の聖剣アルスラディウスがからかうように言った。セルファシードは胸を張って答える。

「もちろん嬉しいにきまっているとも。父親らしいことは何もしてあげられなかったから、期待してもいなかったのにね。ああ、バイロイドには少し悪いかな。でも嬉しいのは確かだ」

　言いながらセルファシードは口元を緩ゆるめる。

「こんな気持ちになるとは思わなかった。こんな喜びをもたらしてくれたシェライアには心から感謝したい。あの日、あの丘おかで彼女に出会ったことにも。その手を取ったことにも」

（そうか。君が嬉しいのであれば私も嬉しい。……それにしても、ルティアに伝えてあげてもよかったんじゃないかい？　シェライア皇女が視みたのは彼らがまさしく今日これから行った先でのことだって。笑顔を交わし合い、寄より添そう水の勇者と自分の娘むすめを見て、彼女はこの未来を望んだのだと）

　アルスラディウスの言葉で、セルファシードの脳のう裏りにシェライアの姿が甦る。

『本当に幸せそうな笑顔だったんですよ。水の勇者様と寄り添って笑い合って、そして手をつないで世界に還った水の聖剣を見守っておりますの。互たがいを想おもう気持ちが溢あふれ出ているような笑顔で。ええ、あなたに見せたかったわ、セルファシード様。もちろん、あなたは実際目にすることが可能だけど。でも、こっそり見に行ったりしてはだめ。あの笑顔は二人だけのものなのだから』

　嬉しそうに、そして楽しそうに笑うシェライアの姿は、今日のルティアの姿にも通じるところがある。あの瞬しゆん間かん、まぎれもなくシェライアも幸せだったのだ。娘たちのおかげで。

「ルティアにも言ったけど、このことは私とシェライア二人だけの秘密で、私たちだけのものだ。それに、あの子にはいつでも笑っていて欲しいのも本音だよ」

（愛した女性との間にできた子どもだものね）

　セルファシードはすぐには答えない。けれどややあって震えるような吐と息いきを漏もらした後、小さな声で答えた。

「……そうだね」

（……セルファシード、これから君はどうするんだい？　大神殿での目的はだいたい果たした。今はだめでも、君が植えて育ててきた種が芽め吹ぶいて、きっとあそこを変えてくれるだろう）

　セアラの身に何が起きたのか探さぐるために入った大神殿だが、セルファシードの目的はそれだけではなかった。腐ふ敗はいした大神殿の上層部やシステムを変えるための新たな人材を育てることもまた、彼が神官になった目的だ。

　大神殿の腐敗がなければセアラの悲劇は防げただろうし、クロードたちにももっと別の道があっただろう。それを少しでも正すためだった。

　だが、セルファシードが大ナタを振るって正したのでは意味がない。彼は長く大神殿にいられるわけでもないし、無理矢理誰かに押おしつけられた制度がうまく機能しないのは、この二千年間でいやというほど分かっている。

　今生きる自分たちで、今のままではだめだと気づいてシステムを作つくり替かえていくことが重要なのだ。すでに彼が教育に関わった神官たちの間に種は撒まいてある。近いうちに彼らがあそこを変えてくれるだろう。

　これはこの二千年の間に、幾いく度どとなく繰くり返かえしてきたことだった。

　──大神殿も冒険者ギルドも、長く続いている巨きよ大だいな組織だからね。

　権力が集中しやすいところに腐敗の根がはびこるのは、ある意味仕方がないことなのだろう。でもそれを正すのもまた人なのだ。

「大神殿での私の役目はもう終わったよ。総大神官長も、しばらくは『聖せい座ざの大神官』の名前に怯おびえて大人しくしているだろう。何しろ誰かがあの部屋を使い、『聖座の大神官』の名前で勇者たちを呼び出したのだから。本物の『聖座の大神官』が帰ってきているのかと今頃戦せん々せん恐きよう々きようとしているだろうさ」

　セルファシードはクスクス笑った。彼はわざと総大神官長の耳にも入る形でアシュアルドたちをあの部屋に呼び出し使った形けい跡せきを残したのだ。

（冒険者ギルドにも長くはいられないぞ。シドとして三十年以上在ざい籍せきしていたのだから、そろそろ君の素す性じように疑問を抱く人間も出てくるだろう。冒険者をやるのも、せいぜいあと五年ほどが限度だろう）

「分かっているよ。あと五年ほどしたら、Ａ級冒険者シド・アヴィスは冒険者ギルドから今度こそ引退だ」

（して、その後は……？）

「……」

　セルファシードは微笑んで答えない。だがその顔は満足そうだ。

　それも当然だろう。二千年前にはどうすることもできなかったアニムフィニスを救うことができた。そのうえ、浄化されたギルスフォードと、ほんの一瞬だけとはいえ出会うことができたのだから。

（兄弟きようだいたちが心配している。アニムフィニスが世界に還った今、君がアールゼータの依代をやめて死を選んでしまうのではないかと。君はどうするんだい？　私は君の意思に従おう）

「心配してくれているところを悪いが、私の目的はまだ終わったわけじゃないんだ。アニムフィニスは確かに世界に還った。だがいつか使い手が現れた時、再び顕けん現げんするだろう。その時、闇やみの聖剣の使い手を手助けする者がきっと必要となる。それには、ギルスフォードとセアラの身に起きたことを知っている私が適任だろう？　だから、もうしばらく生きてみようと思う。私にいつまでも付き合わされている君には申し訳ないが」

（私はかまわないよ。君はもう私の半身のようなものだ。君が納なつ得とくするまで私はいつまでも付き合うよ）

　どこかホッとしたした声こわ音ねでアルスラディウスは言った。

「ありがとう、アルスラディウス。私の半身。……あとね、もう一つこの世にとどまり続けたい目的があるんだ。むしろそちらの方が楽しみかな」

（ほう、それは何かな？）

「図はからずも私とシェライアの血を継つぐ人間ができたんだ。あの子の中にシェライアは生きている。そしてきっと次の世代へつないでくれるだろう。ルティアの子ども、孫、さらにその子し孫そんの行く末を見守るのも、楽しいんじゃないかと思っているんだよ」

　セルファシードは明るく笑った。その笑顔は二千年前の、未熟だが未来に夢を抱いていた彼を彷ほう彿ふつとさせる表情だった。

（もしかしたら……シェライア皇女が『娘が笑顔でいる未来』を望んだのは、君に、今までとは違ちがう未来を与あたえたかったというのもあるんじゃないかな。今、ふとそんな気がした）

「……そうだね、きっと、そうだと思う」

　シェライアがかつて言った言葉を、セルファシードは思い出していた。




『きっとあなたにとっても救いとなるでしょう。私が望むのはそんな未来です』




　──ああ、シェライア。ここが君の望んでくれた未来だ。

　セルファシードは目を閉じて、愛いとしい女性に思いを馳はせる。アルスラディウスは何も言わずに、そんな彼を優しく見守っていた。
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　ルティアはアシュアルドとともに彼の生まれた村を訪れていた。

　といっても人に会いに来たわけではない。村を離れて二十年。家族はとうに亡なくなり、生家も畑も人手に渡っている。

　アシュアルドがルティアを伴ともなって故郷に戻ってきたのは、生家の前に流れる小川に用があるからだ。

　小川を見つめながらアシュアルドは微笑む。

「二十年前と少しも変わっていないな。この小川も、家も。ルティアも覚えているだろう？」

「ええ。……エクセルティーアとしてね」

　この小川でエクセルティーアとアシュアルドは初めて出会った。キラキラ光るものに興味を惹ひかれたアシュアルドが小川から引ひき揚あげたのが、水の聖剣エクセルティーアだったのだ。

「すべてはここから始まったのよね」

「ああ。……だから、ここで区切りをつけるべきだと思ったんだ」

　二人が村へやってきた理由。それはエクセルティーアを世界に還すためだ。

　アシュアルドがそれを言い出した時、ルティアは信じられなかった。エクセルティーアに人一倍執しゆう着ちやくし、愛情を通り越した偏愛を注そそぎ、ルティアに「変へん態たい」とまで言われるほど剣を愛したアシュアルド。寝る時もお風ふ呂ろに入る時も、厠に行く時もエクセルティーアを離さなかったアシュアルドがまさか、こんな選せん択たくをするとは夢にも思わないだろう。

　でも彼は、自分自身で考えてそれを決断した。

「ねぇ、本当にいいの？　エクセルティーアを世界に還しても、核である私ルテイアが死ぬまで、本当の意味では聖剣の再生は始まらない。今、世界に還しても意味がないと分かっているのに？」

　ルティアはここに来るまで、すでにもう十回ほど繰り返している質問をまた口にした。でもアシュアルドの答えはやはり同じ。

「いいんだ。本当は五年前、氷の中から目覚めた時、そうするべきだった。あの時還せなかったことも運命だったと言えるのかもしれないけれど、すべてが終わった今、俺が成すべきことはこれなんだと思っている」

「……私、アシュはずっと、死ぬまでエクセルティーアを持ち続けていくんだと思っていたわ」

「俺自身もそう思っていたよ」

　アシュアルドは苦笑を浮かべる。

「以前の俺なら、自分で世界に還すなんて絶対しなかっただろう。でも、ようやく踏ん切りがついたんだ。セアラのおかげかな」

「セアラの？」

　思いもよらない名前が出てきて、ルティアは驚いてアシュアルドを見返す。

　魔王であるセアラが、エクセルティーアを還す決心をしたこととどう繫がるというのだろう。

「セアラが『村は滅ほろんでなんていない。村の皆をどこへやったの！』って、頑かたくなに認めようとしない姿に、エクセルティーアを手放そうとしなかった自分の姿が重なったんだ……」

　フレイアたちにいくら言われても、アシュアルドは『エクセルティーアは俺の家族だ。手放すなんて絶対にしない』と言い張り、決してエクセルティーアを放さなかった。考えようともしなかった。

「フレイアたちは俺のためを思って言ってくれていたのにな。俺はそれすら受け入れられなかった。セアラを見ていたらそんな自分が思い出されて、すごく身につまされたんだ。あれほど頑なだったセアラも、自らの手でアニムフィニスを還した。あれを見て、俺もエクセルティーアを還さなければと決心したんだ」

　そのうえでアシュアルドの決心を後あと押おししたのは、何かあった時には他の聖剣の勇者がいる安心感だったという。エクセルティーアを世界に還し、自分が水の勇者でなくなっても大だい丈じよう夫ぶだと思えたからこそ、アシュアルドは心を決めたのだ。

「ルティアはエクセルティーアを還すのに反対？」

　問われて、ルティアは首を横に振った。

「私はアシュの意思に従うわ。寂しくないと言ったらウソになるけど、極上の雫エクセルテイーアは私のここにいつまでも共にあるし」

　言いながらルティアは自分の胸に手を置いた。それから急にもじもじしながら呟く。

「それに、エクセルティーアとして傍にいられなくても、ルティアとして一緒にいられるし……」

　途中で声が小さくなったのは、一緒にいられると勝手に自分で決めつけていることに気づいたからだ。いくらルティアが一緒にいたくても、アシュアルドがエクセルティーアではないルティアとは一緒にいたくないと思ったら、どうしようもないのだ。

「ルティア」

　急にアシュアルドはルティアの胸に置いた手を取って握にぎりしめた。

「前に俺が、魔王との決戦が終わったら伝えたい言葉があると言ったのを覚えている？」

「う、うん」

　ミーム村で言いかけたアシュアルドの言葉。戦せん闘とうが始まってそれ以上言えなかったり、主おもにサーファスとかサーファスとかサーファスに邪じや魔まされてずっと聞けなかった。それで戦いが終わったら伝えると言っていたのだ。

　ところが戻ってきてもヴォルドでは大所帯なため、なかなか二人きりで話す機会がなかった。今度はむしろバイロイドに邪魔されて。

「あの時、言いたかったのはね……ルティア」

　ゆっくりとアシュアルドが言葉を紡つむぐ。いよいよだとルティアの胸は否いや応おうなくときめいた。だが、その反面、習ならい性しようで今度も邪魔されるのではと身構える。

　──いつもはこのあたりで邪魔が入っていたわ。今度もきっとそうなる可能性高し！

　たとえば昔なじみにアシュアルドが声をかけられたりして中断されるんだ。きっとそうだ。

　そう思った次の瞬間、さらりとアシュアルドの口から言葉が流れた。

「エクセルティーアとは関係なしに、ルティアとずっと一緒にいたい。一緒にこの先も生きていきたいんだ」

「え……？」

　残念ながらルティアのこの「え？」は、（──あれ？　邪魔が入らなかったぞ？）の意味だ。

　やがて一拍どころか十拍ほど置いて、ようやくアシュアルドの言った意味がルティアの頭の中に浸しん透とうする。とたんに、顔の熱が一気に上がった。まるで火を噴くほどだ。

「あ、あう、あう、そ、その意味は……」

「ルティアを一人の女の子として大切に思っている。エクセルティーアの生まれ変わりだとか関係ない。西の森で一緒に夜を過ごした時、君は俺の話を聞いてその青い目で負い目や罪悪感を吹ふき飛とばすような発破をかけてくれた。あの時からずっと、惹かれていたんだ。ルティア・ホワイトという女の子に」

　それはジェロイスやディルナーが盗ぬすみ聞ぎきしていたなら、ついに満点を与えたであろう明めい解かいな告白だった。だが、残念なことに告白を受けるルティアの方は、すぐに信じるには今まで色々ありすぎていた。

「本当に？　期待させてドキドキさせておいて、いつものように落としてくるんじゃなくて？　エクセルティーアの次にとかじゃなくて？」

「エクセルティーアは関係ないって言っただろう？」

　苦笑を浮かべると、アシュアルドはルティアをそっと抱きしめた。

「大好きだよ、ルティア。この先も、ずっと、片時も離れず死ぬまで君と一緒にいたい」

「アシュ……」

　おずおずとルティアは手を伸のばし、アシュアルドの背中に手を回した。自分のものではない激しい鼓こ動どうが聞こえてきて、ようやくアシュアルドの言っていることが信じられる気がした。彼の偏愛が自分に向くかもしれない可能性など、完全に頭からかき消えていた。

　──アシュ……！

　ごくんと息を吞のんで、ルティアも言葉を紡ぐ。

「エクセルティーアにとってアシュは弟みたいな感覚だったけど、私はやっぱり少し違うみたい。今それが分かったの。再会して、もうあの少年の頃ころのアシュじゃない。大人になったんだなと自覚した時から、私にとってアシュは『使い手のアシュ』というだけじゃなくなった」

　だからこそ、思わせぶりなことを言われてドキドキして、期待外れで終わって怒おこったり呆あきれたりした。弟みたいに思っていたら、こんなふうに胸が高鳴ったりしない。

「大好きよ、アシュ。これからもずっと一緒にいたい。ただのルティアと、ただのアシュアルドとして──」

「ルティア……」

　掠かすれた声で名前を呼ばれ、ルティアはアシュアルドの胸から顔をあげる。するとゆっくりとアシュアルドの顔が下りてくるのが目に映った。アシュアルドの黒くろ髪かみが頰を撫なでる。

「アシュ……」

　囁ささやきながらルティアはそっと目を閉じる。温かな唇がルティアの唇を覆おおった。

　しばらくして頭を上げたアシュアルドの顔は真っ赤だった。ルティアの顔も負けず劣おとらず赤く染まっているだろう。

　顔を離した後、互いに照れながら身体からだを離したが、手はつないだままだった。

「あ、そうだ。エクセルティーアを還さないと」

　村を訪れた目的を二人が思い出したのは、それから少し経たってからのことだ。

「うん。二人で見送りましょう」

　もう寂しさは感じなかった。

　──だってエクセルティーアは、私の中にいつまでも残っているもの。

　二人はゆっくりと小川に近づく。川岸に立つと、アシュアルドは腰のベルトからエクセルティーアを鞘さやごと抜ぬいた。彼はエクセルティーアを片手に、その場で跪ひざまずく。ルティアもその隣で地面に膝ひざをついて見守った。

　アシュアルドはエクセルティーアをゆっくりと小川に沈しずめ、手を離す。

　小川はそれほど流れも速くなく、また川底も浅い。なのにエクセルティーアは沈むことなくゆっくりと川の流れにそってたゆたい始めた。

　二人は立ち上がって歩きながらそれを追う。

　エクセルティーアはその姿を薄うすれさせながら、水の中でキラキラと輝かがやいていた。

　──ああ、還っていく。世界の中へ。原始の水へ。

　やがて、ルティアの中で、ずっと感じ続けていたエクセルティーアとの確かなつながりが、ふつっと断たち切きれたような感覚がした。

　それは隣に立つ、使い手であるアシュアルドも同じだっただろう。

　足を止め、二人は日の光を反射してキラキラと輝く水面を見つめた。いつまでもいつまでも見つめ続けていた。
















　やがて、同時に顔をあげ、ふと見つめ合うと笑顔になった。

　──いつも笑顔で。

　父と母の願いを胸にルティアは笑う。

「行っちゃったわね」

「うん。でもルティアが傍にいてくれるから」

　二人はどちらともなく互いの手を握った。

「……さて、そろそろ戻ろうか。きっと俺たちの帰りを待っている」

「ええ。皆のところへ戻りましょう」




　二人は微笑み合いながらゆっくりと歩き始める。

　そんな二人を祝福するかのように、川かわ面もがいつまでもいつまでもキラキラ輝き続けていた。





ＥＮＤ
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　ルティア・ホワイトの明け方は声にならない悲鳴で始まる──。

　当然だろう。ふと視線を感じて目を覚ましてみれば、ベッド脇わきに男が立っていて、自分を見下ろしているという状じよう況きようになっていたとしたら！

「──っっ！！！！」

　心臓をバクバクさせながら、ルティアは身を起こして男に声をかける。

「ア、ア、アシュ、こんな時間に一体……」

　そう。夜明け前の薄うす暗ぐらい部屋の中、ベッド脇に立っていたのは夜着姿のアシュアルドだ。

　アシュアルドはルティアと目が合い、ホッと安あん堵どしたように息を吐はいた。

「よかった。ルティアがちゃんと息をしているか、急に不安になったんだ」

「息をしているかって……？」

「戦っている夢を見た。夢の中のルティアは俺の腕うでの中でぴくりとも動かず、息をしていなかったから……」

「そ、そう……でも、私はこうして息をしているし、心臓も動いているから」

「うん。ルティア、起こしてごめんね、俺は部屋に戻るから」

　安心したように微笑ほほえむと、アシュアルドはその場でふっとかき消えた。魔ま術じゆつを使って隣となりの自室に戻ったのだろう。

「はぁ……偏へん愛あい、半はん端ぱない……」

　ルティアは大きくため息をつき、厠かわやに行くためにベッドを抜ぬけ出だした。

　用を足して厠を出たとたん、またしても外で待っていたアシュアルドと出くわして今度こそ悲鳴を上げるのだが、それもまたルティアの日常になりつつあった。







　台所で朝食の支し度たくをしていると、着替えを済ませたアシュアルドが爽さわやかな笑みを浮うかべて降りてくる。

「おはよう、アシュ」

　鍋なべのスープをかき混ぜながらルティアは挨あい拶さつを返す。

「よう、アシュアルド」

　ちゃっかり朝食をたかりに来て、すでに席についているディルナーが軽く手を挙げる。

「おはよう、ディルナー」

　アシュアルドはディルナーに応じながらルティアに近づき、背後から彼女をそっと抱だきしめると、頰ほおにキスを落とす。

「おはよう、ルティア」

「ア、アシュ」

　ルティアがどぎまぎしていると、横から手が出てきてアシュアルドをぐいっと引きはがした。

「お前ら、俺の目が黒いうちはそういう行こう為いはさせんと言っているだろうが！」

　もちろん二人の邪じや魔まをしたのは養父のバイロイドである。

「相変わらずだな、おっさんも」

　二人を引ひき離はなそうとするバイロイドと、ルティアから離れまいとするアシュアルドの攻こう防ぼうを見ながら、呆あきれたようにため息をつくディルナーだった。

　これもいつもの日常である。




　朝食を食べ、バイロイドが一足先にギルドに出かけるのを見送った後、三人は家を出てのんびりギルドに向かった。

　建物に入ると、受付にいたルルが笑顔で迎むかえる。

「おはよう、ルティア。ディルナーさん、アシュアルドさん。お客様がお待ちよ」

「お客様って……？」

　聞くまでもなかった。受付の近くにいた人物がディルナーに飛びついたからだ。

「会いたかったわぁ、ディルナー！」

　ぎょっとしているディルナーに抱きつき、胸の筋肉を撫なでまわしているのは、もちろんサーファスである。

「放せ！　お前、カシュクールに戻ったんじゃなかったのか！」

「戻ったけど、大だい神しん殿でんから『聖せい座ざの大だい神しん官かん』のことを聞かせろとうるさく言ってくるから、逃にげてきたの。ほとぼり覚めるまでヴォルドにいるつもりよ」

「ふざけんな！　今すぐ出ていけ！」

　わめきながらサーファスを引きはがそうとするディルナーを横目に、ルティアは古参の冒ぼう険けん者しやと談だん笑しようをしているセルファシードと、その傍そばに控ひかえているティファの元へ向かう。ルティアの後ろにはアシュアルドがぴったりとついてきていた。

「おはよう、セルファシード、ティファさん」

「おはよう、ルティア。アシュアルド」

「おはようございます、ルティア様、アシュアルド殿」

　二人がヴォルドの冒険者ギルドに所属して一ヵ月。彼らはもうずいぶん前からここにいるようにヴォルドに溶とけ込こんでいた。

「……賑にぎやかだねぇ」

　セルファシードが受付の方を見てクスクス笑う。

「本当にそうね。でも平和で何よりだわ」

　ルティアも笑いながらぐるりと周囲を見回して目を細める。

　フレイアのところには先日女の子が誕生した。来月になったらルティアたちは全員で王都のジェロイスの屋や敷しきに行ってお祝いする予定だ。

　そのうち何年かしたら、この賑やかさに小さな女の子が加わることになるだろう。

　それもルティアにとっては楽しみの一つだ。
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　皆みなが寝ね静しずまった夜。アシュアルドは目を覚ました。隣の部屋でルティアが起き出して部屋を離れる気配がしたからだ。

　行く方向からすると厠だろう。外で待っているなときつく注意されてしまったのでついて行くことはできないが、アシュアルドは常にルティアの気配を探さぐって確かく認にんすることをやめられなかった。

　しばらくするとルティアが戻ってきた。だが、ルティアが入ったのは自分の部屋ではなくアシュアルドの部屋だった。

「ル、ルティア？」

　ルティアは半分眠ねむった状態なのだろう。ふらふらとベッドに近づくと、そのままアシュアルドの隣に身を横たえて寝ね入いってしまった。

　──参ったな。俺に襲おそわれるとは考えないのか？

　無機物エクセルテイーア扱あつかいすることでルティアは文句を言うが、自分を使い手としか認にん識しきしていないのはむしろ彼女の方ではないかと思う。

「無防備すぎるよな……」

　しばらくぶつぶつ呟つぶやいていたが、ルティアが起きる気配はない。アシュアルドはあきらめの吐と息いきをつくと、ルティアの身体からだに腕を回した。

　無機質なエクセルティーアとは違ちがう、やわらかな感触と温もりが伝わってくる。腕の中に静かな寝ね息いきと鼓こ動どうを感じながら、アシュアルドは目を閉じた。







　──ルティアの一日は怒ど鳴なり声ごえで始まる。

「お前ら！　そういう不ふ埒らちな行為は許さんって言ってるだろうが！」

　これもまた日常である。
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　拙せつ作さくを手に取っていただいてありがとうございます。富と樫がし聖せい夜やです。

　なんとか無事にエンドマークをつけることができました。こうして完結まで書くことができたのも応援して下さった皆様のおかげです。六振りの聖剣を合わせれば、登場人物も多くて、しかも全員がカタカナ名なので読むのも大変だったと思います。それなのにここまでお付き合いいただいて、本当にありがとうございました！

　さて、終わってみれば、ラブストーリーのはずなのに、どちらかというとファンタジーにかなり寄っている話となりました。聖剣シリーズはほぼ全巻そんな感じで、編集さんにいつも糖とう度どを増やしてくださいと指摘されていたという。思えば一巻目からそうでした。

　ちなみにタイトルの偏へん愛あいですが、一巻が一番ひどい感じに書かれております。ただ、これ以上となるとヒーローとしてどうなのかと考え、自主規制も働き、二巻以降は大人しい描写になっております。ルティアもアシュアルドの奇き行こうに慣れてきて驚かなくなっていますしね。すべて「アシュは剣を愛する変へん態たいだから」で済ませています。もっとも、エクセルティーアがなくなってから、剣への愛情（と奇行）はすべてルティアに行っておりますが。こちらもさらっと済ませましたけど、たぶん現代だったら警察行きだったと思われます。ファンタジーでよかったね、アシュアルド。

　最終巻の話の軸じくはルティアの両親と魔王と魔ま人じんたちの真実です。終わってみれば悪人はおらず（強しいて言えば大だい神しん殿でんの総大神官長くらい？）、誰にもそれぞれ事情があっての行動と結果です。救済とまではいきませんが、二千年前の宿題にも決着がついて、魔王サイドの方々もそれなりにいい形で終えられたのではないかと思います。

　全体を通して中二病設定盛り盛りで、非常に楽しんで書かせていただきました。この本を手に取ってくださった方に少しでも楽しんでいただければ幸いです。




　イラストのカスカベアキラ様。素敵なキャラと絵をありがとうございました！　サーファスの出番が増えたのは間違いなくイラストと担当さんのおかげです！

　最後に担当様。今回も迷惑かけてすみません。無事に仕上げることができたのも、担当様のおかげです。本当にありがとうございました。

　それでは、いつかまたお目にかかれることを願って。


富樫聖夜



















『聖剣が人間に転生してみたら、勇者に偏愛されて困っています。３』

電子版特別ショートストーリー













聖剣会議









　ルティア・ホワイトはとある会議に出席していた。

　ただし、場所はヴォルドのギルド支部長バイロイドの自宅。それも台所に設置してある六人掛けのテーブルである。

　──なんだってこんなことに……。

　いつもの自分の席に座ってルティアは自問する。

　そんなふうに思うのも、つい遠い目になってしまうのも無理はなかった。

　なぜなら、会議に出席している人間はルティアだけ。他の席に人の姿はない。ただし、テーブルの椅子の背もたれには聖剣が立てかけてあった。これらが会議の出席者だ。

　光の聖剣アルスラディウス、大地の聖剣セルヴィアース、風の聖剣ラプスエール、火の聖剣アーデンティスフレア。そして、水の聖剣エクセルティーアの生まれ変わりであるルティア。

　──そう、これは聖剣たちの会議なのである。

（ふむ、全員揃ったようじゃな。では、これから聖剣による会議を始める）

　偉そうな口調で宣言したのは火の聖剣アーデンティスフレアだ。

（議題は、最近使い手たちが妾たちをおろそかにしていることについてじゃ！）

（……まったく、会議をすると言うから何かと思ったら、そんなくだらない話題か）

　呆れたように呟いたのは大地の聖剣セルヴィアースだ。

（くだらなくなどない！　これは聖剣にとってゆゆしき問題じゃ！）

「あの、ちょっといいかしら？」

　思わずルティアは声を上げていた。

「どうして私が参加しているの？　私、あまり関係ないような……」

　確かにルティアは水の聖剣エクセルティーアの生まれ変わりだが、使い手である水の勇者アシュアルドが折れたエクセルティーアを世界に還したため、今現在はただの人間でしかない。

（関係なくはないと思うよ。エクセルティーアの剣身を世界に還したと言っても、それは外側だけ。聖剣の核──つまり水アのク石アはルティアに宿っているからね。ただの人間とは言えない）

　柔らかな口調で言ったのは光の聖剣アルスラディウスだ。

「そりゃあ、そうだけど……」

　実は今、光の聖剣の使い手であるセルファシードと火の聖剣の使い手のティファ、それに大地の聖剣の使い手サーファスの三人はヴォルドにいない。

　ギルド本部の要請で、Ｓ級冒険者ディルナーと一緒に南カトレーゼ連合国へ行っているのだ。聖剣をルティアに預けて。

　──うちは聖剣の預かり場所じゃないんだけどなぁ……。

　ついそう愚痴りたくなるが、ルティアに預けていくのが最適であることもまた事実だった。

　何しろ二十四時間彼女を守っている元水の勇者がいて安全な上に、ルティアは聖剣の言葉を聞くことができるので、寂しい思いをしないで済むからだ。

　……もっとも、使い手たちが気を使ってルティアに託したにもかかわらず、不満たらたらな聖剣もいるようだが。

「要するに、アーデンティスフレアは置いてきぼりを食ったのが気に入らないんでしょう？」

　アーデンティスフレアが腹立たしそうに叫ぶ。

（当たり前じゃ！　魔獣が跋扈する地に行くのに、なぜ妾たちを置き去りにするのか、理解できぬわ！）

「だから、それは今現在、聖剣が複数顕現していることを悟らせないためなんだってば。南カトレーゼ連合国の政府のお偉いさんたちと、いっしょに国内を回ることになっているから仕方ないのよ」

　先日浄化された魔王セアラの出身国である、南カトレーゼ連合国には冒険者ギルドの支部はない。かつて内戦で国が分かれた以後も政情や治安が安定せず、ギルドの活動が困難だと判断されたためだ。

　ここ最近は貴重な鉱石が発見されたこともあって、経済も政情も安定してきているようだが、その一方で、魔獣の被害も増大してきており、軍やアールゼータ大神殿だけでは対応しきれなくなってきていた。そこで南カトレーゼ連合国の政府は冒険者ギルドに国内に支部を置くように打診してきたのだ。

　ギルドはその打診を受けて、話し合いと現状把握のために南カトレーゼ連合国に人を派遣することに決めた。

　ディルナーやセルファシードたちは、ギルドの視察団の護衛として赴いている。

　実はディルナーだけでなく、Ｓ級冒険者のアシュアルドにも護衛の要請が来ていたのだが、ルティアから離れる気のない彼はその依頼を断り、代わりに行くことになったのがセルファシードだった。

『ロシェの村があった土地が今どうなっているのか確認しにいきたかったんだ。ちょうどよかったよ』

　ロシェの村は魔王セアラが住んでいたところで、彼女が魔王として覚醒した折に全滅している。

　かつて村の礼拝堂に派遣されていた老神官によれば、それ以降魔獣の徘徊する場所となっており、近隣の村人は誰も近づかないそうだ。

　南カトレーゼ連合国の政府も把握できておらず、今あの土地がどうなっているのかまったく見えない状況だ。

　──アーロイの地のように、魔獣の吹き溜まりのような場所になっているかもしれない。……ううん、魔王が誕生した土地だもの。その可能性が高い。

　セルファシードが確かめたいと思うのも無理はなかった。

　そしてセルファシードが行けばティファも行くし、好奇心旺盛な緑の勇者サーファスが参加しないわけがない。

『なんといってもディルナーもいっしょだものねっ』

　ディルナーは嫌そうに顔を顰めていたが、ギルドの運営本部がサーファスの同行にＯＫを出したこともあって受け入れないわけにはいかなかったようだ。

「セルファシードたちなら、聖剣がなくても魔獣程度なら簡単に討伐できるから大丈夫よ。実力者ぞろいだもの。それに、たとえ何かあったとしても、遠く離れていようが使い手が呼べばあなたたちはすぐに行けるじゃないの」

　聖剣と使い手の間に距離は関係ないのだ。手元になくても、使い手が剣を呼びさえすれば、すぐにでも聖剣はその手の中に現れる。アーロイの地でセアラが闇の聖剣アニムフィニスを呼び、その手の中に出現させたように。

（だからって妾を置いていくことなかろう！）

　ティファに置いて行かれたアーデンティスフレアは腹立たしそうに言った。

「私やアーデンティスフレア、ラプスエール、それにセルヴィアースの姿は知れ渡っているもの。一人だけなら装飾品用の複製だって誤魔化すことはできるけど、さすがに全員が聖剣の複製を持っているとかおかしいでしょう？」

　何しろ、エクセルティーアを含めた四振りの聖剣の姿は絵として残されており、知っている人間も多いのだ。複製品も多く出回っている。

　ただし、光の聖剣アルスラディウスと闇の聖剣アニムフィニスはこの二千年で一度も顕現していないと思われているため、その姿を知る者はいない。

　そのため、セルファシードだけはアルスラディウスを持っていっても大丈夫だったのだが、「ずるい」とアーデンティスフレアが文句を言うものだから、仕方なしに置いていったという事情があった。

（見られないように布にくるんで持っていけばよいではないか！）

　なおも納得しないアーデンティスフレアに、ルティアはちらりと意味ありげな視線を送った。

「だとしても、アーデンティスフレアはまた沈黙の封印をされることになると思うわよ？」

（む？　なんでじゃ！）

（そなたは自分の騒がしさに全然自覚がないのだな……）

　ため息交じりに呟いたのは大地の聖剣セルヴィアースだ。ルティアも彼の言葉に心の中で激しく同意した。

　存在を主張しようと、アーデンティスフレアは勝手に剣を鳴らすのだ。いくら布で包もうと、中から音が聞こえたら当然、何も知らない人は不信に思うだろう。

　──最初に出会ったときにティファさんがアーデンティスフレアに封印を施していたのも無理はないと思うわ。

　この調子では正体を隠しようもなかっただろう。

　アーロイに向かった時のように、周囲にいるのが関係者だけだったのならアーデンティスフレアが騒ごうが何も問題ないが、冒険者ギルドの支部を置くための話し合いが行われている場所でそれは色々とマズイ。

（妾だって時と場合は弁えておるつもりじゃ！）

　すかさず突っ込んだのは光の聖剣アルスラディウスだ。

（いやいや、大神殿でも時々うるさくしてティファが周囲に誤魔化すにも苦労しているようだと、セルファシードもぼやいていたよ？）

（そ、そんな昔のことは覚えてないのじゃ）

　──なるほど、過去にも苦労したから、ティファさんはアーデンティスフレアを置いていったのね。

　今まで兄弟がかけた苦労を思うと、ルティアはティファに申し訳なくなってしまうのだった。

（アーデンティスフレアが騒がしいのは今に始まったことじゃないから、どうでもいいけど）

　珍しくずっと沈黙していた風の聖剣ラプスエールが突然口を開いた。

（使い手に置いていかれる気持ちは分かるわぁ。文句を言いたくなるのも当然ね）

　仲が良いとは言えないアーデンティスフレアに同意するという、今までになかったパターンにルティアが目を見開く。

（どうしたのだ、ラプスエールよ。そなたがアーデンティスフレアの言うことに賛同するとは、天変地異の前触れか？）

　何気にひどいことを真面目な口調で告げたのはセルヴィアースだ。

（ちょっと、天変地異なんて起こらないわよ。ラプスエールたちがいるんだから☆　……って、そうじゃなくて、ラプスエールだっていつもアーデンティスフレアに突っかかるわけじゃないのよ。その反対で突っかかってくるのはアーデンティスフレアの方）

（なんじゃと！）

（でも、今回だけはとっても不本意だけど、アーデンティスフレアの言うことも理解できるのよ。だって、パパったら、ラプスエールをいつも置いてきぼりにするんだから。もうプンプンだわ☆）

　本気なのかよくわからない口調でラプスエールが訴える。

（ラプスエール、アーデンティスフレアと違ってちゃんと大人しくていい子なのに～）

　風の聖剣ラプスエールの使い手であるバイロイドはギルドの支部長なので、当然南カトレーゼ連合国に行くメンバーには入っていない。だから置き去りにされたわけではないのだが、ギルドに行くバイロイドは決してラプスエールを連れて行かないので不満がたまっているらしい。

（おい、いちいち妾を引き合いに出すのはやめんか！）

　食ってかかりそうなアーデンティスフレアに触れてなだめながら、ルティアは口を開く。

「アーデンティスフレアもいちいち反応しちゃダメだって。ラプスエール、父さんはこのヴォルドで魔獣に襲われることはないし、腕の立つ冒険者が山ほどいるギルド支部の建物にいるんだから、剣を持参する必要もないのは分かるでしょう？」

　とりなすように言ってみたものの、ルティアは内心ではバイロイドがラプスエールを置いていくのも無理はないと思っている。

　確かにラプスエールはアーデンティスフレアほど騒がしくないし、むやみに剣を鳴らしたりしない。彼女が剣を鳴らすのはもっぱらアーデンティスフレアと言い合っている時だけだ。

　だから、アーデンティスフレアより大人しいと言えなくもないが、彼女も別の意味でまた騒がしいのだ。

　バイロイドはラプスエールに懇願されて数回ほどギルドに持っていったことがあったが、仕事中にあの口調で頻繁に話しかけられて、気が散って全然仕事にならなかったらしい。それで二度とラプスエールを仕事場に持っていくまいと決心しているのだ。

（そりゃあ、そうだけどぉ……）

「それに父さんは顔が知れ渡っているから、喧嘩を売るような人はヴォルドにはいないし、身の危険はほとんどないわ」

（パパが強いのはラプスエールだって分かってるって。でもね、聖剣は使い手と一緒にいたがるものなの。それは皆だって同じでしょう？）

（うむ。不本意だがその意見には賛成じゃ。聖剣が使い手の傍にいたがるのは、当然のこと。我らは使い手あっての聖剣じゃからのう。故に、このように置き去りにされるのは我慢ならんのじゃ！）

　気持ちが高ぶったのか、アーデンティスフレアがカタカタと鳴った。

　──だから、それがだめだっていうのに。

　だが「ちょっと大人しくしていてくれ」と言われて言うことを聞かないのもまた、アーデンティスフレアやラプスエールの性格でもある。

（うん、うん。その通り！　だから、ラプスエール、エクセルティーアが羨ましいんだよね。だって、エクセルティーアの使い手は聖剣をいつも手元に置いていたし、剣身を世界に還したあとだってずっと一緒にいるじゃない？）

「へ？　アシュのこと？」

　話が思いもよらない方向に曲がったのを感じてルティアは困惑した。

（それは妾も常々思っておった。いつもエクセルティーアから手を離さなかった水の勇者は使い手の鑑じゃ！）

（寝る時も一緒だったんでしょう？　羨ましい☆　ラプスエールもパパと一緒の布団で寝たいわ！）

（我らが睡眠を取る必要はまったくないのだが……）

　セルヴィアースの突っ込みという名のまっとうな意見をまるっと無視してラプスエールが続ける。

（厠へ行く時も、お風呂場でも常にエクセルティーアを持ち込んでいたという話じゃない？　なんて素敵な話なのかしら！）

「ちょ、ちょっと待ってよ、それはアシュが変態だからなの。普通の人間はそんなことしないからね？」

　アシュアルドがエクセルティーアに行っていた数々の奇行と、今現在行われている迷惑な行為を思い浮かべてルティアは遠い目になった。

　無機物である聖剣たちにはそれがどれだけ異常な行動か分からないのだろう。だって、彼らはそうされてもまったく気にならないのだから。

　──アシュに感化されて、聖剣たちが使い手たちにあんな行為を望むようになったら、私はとてもいたたまれないわ……！

　次代の使い手のためにそれだけは阻止しないといけない。

　ごほん、と咳ばらいをしてルティアは姿勢を正した。

「あのね。皆には分からないだろうけど、アシュを基準にしてはダメだからね。普通の人間はあんなふうに剣に対して異常に執着しないんだからね？」

（でもでも、エクセルティーアの使い手は人間のルティアにだって同じ態度じゃない？）

　もっともな意見を口にしたのはラプスエールだ。同じ家の中にいる彼女は、四六時中、アシュアルドがルティアにべったり引っついている光景を目撃している。

「訂正するわ。アシュは剣だけじゃなくて、私に対しての行動と愛情が異常なだけだから！　でもそれはアシュだけで、他の人はそうじゃないからね？」

（ふむ。それは惚気かな？）

　どこか笑いを含んだような口調で言ったのはアルスラディウスだ。

「べ、別に惚気なんかじゃ……」

（でも、今のは彼の愛情が自分にあることを自覚している台詞だったよ？）

「じ、自覚しているわけじゃ……」

　頰をほんのり赤く染めて反論しようとしたその時、二階から誰かが降りてくる気配がしてルティアは口を噤んだ。

　バイロイドはギルド支部に行っているので、今現在この家にいるのはルティアともう一人だけだ。

　案の定、台所に姿を現したのはアシュアルドだった。

「ルティア？　そろそろ日が傾くのでベランダの洗濯物は取り込んでおいたよ」

「あ、ありがとう、アシュ」

　ルティアは頰の赤みをごまかすように椅子から立ち上がった。

「もうそんな時間なのね。そろそろ夕食の支度をしなくちゃ」

（あ、こら、エクセルティーア！　まだ聖剣会議は終わっておらんぞ！）

　剣身を鞘の中で鳴らしながらアーデンティスフレアが文句を言う。ルティアは呆れたようにため息をついた。

「聖剣の会議と言っても、要するにアーデンティスフレアとラプスエールが置いて行かれたことの愚痴を言いたいだけじゃないの」

「聖剣の会議？」

　アシュアルドが不思議そうに首を傾げる。

「あ、ううん。単なる世間話よ、気にしないで」

（何が世間話じゃ！　会議だって言っているではないか！）

（アーデンティスフレアの言うことは気にしなくていいよ、ルティア）

　笑い交じりにアルスラディウスが告げる。

（確かに使い手に置いて行かれて愚痴を言いたい気持ちもあるだろうけど、やけに会議にこだわるのは、それにかこつけて兄弟たちと他愛ない話をしたいだけなのだから）

「話をしたいだけ？」

　目を何度もパチパチと瞬かせながらルティアは聞き返す。

（そうだ。五振りが同時に顕現している事自体、奇跡のようなものだし、こうして使い手がいない状況で兄弟たちがゆっくり話せる機会はなかなかないからね）

　ルティアはハッとなった。

　──そうだわ。確かにこうして聖剣だけで話ができる機会なんて、この先二度とないかもしれない。

（次に私たちが全員揃うのは、再び聖剣の使い手が魔属に堕ちて魔王になった時か、あるいはこの世界が終わる時だ。だからこそ、戦いのことを忘れて兄弟たちで話せる今の機会をアーデンティスフレアは逃したくないのさ）

（アルスラディウス、貴様！　ち、違うのじゃ！　これは純然たる聖剣による、聖剣のための会議なのだからなっ！）

　焦ったようにアーデンティスフレアが叫ぶ。ラプスエールがくすくすと笑った。

（アーデンティスフレアったら、素直じゃないんだから☆　ラプスエールとそんなに話がしたかったなら、言ってくれればいつだって相手してあげるのにぃ）

（だ、誰が貴様なんぞと話がしたいものか！　ええい、会議はもういい！　解散じゃ！）

　喚くアーデンティスフレアに、セルヴィアースがやれやれと言いたげに呟く。

（……仕方ない。我はかしましいのは苦手だが、そなたたちの会議とやらに付き合うのも悪くはない）

　いつものように淡々とした口調だったが、その声音は少しだけ優しい響きを帯びているように思うのは、ルティアの気のせいだろうか。

（ふん、何を今さら）

　拗ねたような空気を醸し出しているアーデンティスフレアに、ルティアは声をかける。

「アーデンティスフレア」

（なんじゃ？）

「明日も皆で『聖剣会議』をしましょうね」

　ややあって、アーデンティスフレアは偉そうな口調で告げた。

（……エクセルティーアがそう言うのなら、やぶさかではないぞ）

（あー、もー、これだからアーデンティスフレアは素直じゃないって言うのよ。そういう女は、世間じゃ面倒くさいって言われるんだからねっ）

（何じゃと！　妾を愚弄するのは許さんぞ、ラプスエール！）

　いつもの言い合いが始まった。ルティアは聞き慣れた騒がしさに、思わず笑みを浮かべて兄弟たちを見守る。

　ルティアの傍らでしばらくその様子を眺めていたアシュアルドが不意に笑った。

「俺には聖剣たちが何を言っているのか聞くことはできないけれど、ルティアを見ていれば、皆が楽しんでいるのが分かるよ」

「……そうね、騒がしいけど、すごく楽しいわ。あとで皆が何を話していたか、アシュだけには特別に教えてあげるわね」

「それは楽しみだ」

　ルティアはアシュアルドと寄り添い、いつまでも続く兄弟たちの会話に耳を傾けていた。

　──こんな日がこの先もずっと続きますように。

　そう祈りを捧げながら。








著

富樫聖夜

Seiya Togashi




いよいよ最終巻です。

ルティアの実父が出てきたことで物語は一気に終局へと向かいます。とうとう魔王も出てきますし、聖剣も全部揃いますので、今までで一番登場人物が多い回になっています。そのせいではないですが、ボリュームもかなりあるのではないかと……。思っていた以上にファンタジー色の強い作品になりましたが、彼らがどう決着をつけるのか、最後まで楽しんでいただけたらと思います。
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